
E4416.book  Page 1  Thursday, July 26, 2001  4:24 PM
EPM-P シ リーズ
ピーク ・ パワー メ ータ

アベレージ ・ パワー メ ータ
ユーザーガイ ド



E4416.book  Page 2  Thursday, July 26, 2001  4:24 PM
一般事項

本書の内容は、 予告な く 変更される こ と があ り

ます。 弊社では、 本マニュ アルに関し て、 特定

の目的のための商品性または適性に関し て、 黙

示の保証を含む一切の保証を行いません。 弊社

では、 本マニュ アルの誤記や、 本マニュ アルの

備えつけ、 実行、 使用に関し て付随的または間

接的に生じ た損害について一切の保証を行いま

せん。 Agilent Technologies の文書によ る許可な

く 、 本マニュ アルのいかな る部分も、 その写真

複写、 再生、 多言語への翻訳を行 う こ と を禁じ

ます。
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法的情報

証明

Agilent Technologies は、 本製品が出荷時点にお

いて公表された仕様を満た し ている こ と を保証

し ます。 また Agilent Technologies は、 本製品の

キ ャ リ ブレーシ ョ ン測定結果が、 United States 
National Institute of Standards and Technology の

キ ャ リ ブレーシ ョ ン設備によ る対応範囲、 およ

びその他の国際標準化機構 メ ンバーのキ ャ リ ブ

レーシ ョ ン設備に準拠し た ものであ る こ と を証

明し ます。

保証

この Agilent Technologies 測定器では、 材質およ

び製作上の不具合について、 出荷後 3 年間の保

証期間を設けています。 保証期間中に製品の不

具合が証明された場合は、 Agilent Technologies
の選択によ り 、 修理も し く は製品の交換にて対

応させていただき ます。 保証サービ スや修理に

あたっては、 Agilent Technologies が指定する

サービ ス施設に本製品を返送願います。 その際、

Agilent Technologies までの送料はお客様にあ ら

かじめお支払いただき ます。 他国から Agilent 
Technologies への製品の返送にかかった送料、

関税、 税金については、 Agilent Technologies の

負担と いた し ます。 Agilent Technologies が測定

器用に制作し た ソ フ ト ウ ェ アやフ ァーム ウ ェ ア

については、 測定器に正し く イ ン ス ト ールし た

場合に限 り 、 プロ グ ラ ミ ング命令の実行を保証

いた し ます。 測定器の操作およびフ ァーム ウ ェ

アでは、 一時停止やエラーの発生する こ と があ

る こ と をご了承 く ださい。

責任の制限

前述の保証は、 お客様によ る不適切な メ ンテナ

ン ス、 お客様が用意し た ソ フ ト ウ ェ アやイ ン タ

フ ェース、 不正な改造や誤操作、 製品仕様外の

環境下での操作、 あ るいは使用場所の準備や メ

ンテナン スが不適切であ る こ と に起因する不具

合には適用されません。 明示、 暗黙を問わず上

記以外の保証は一切行いません。 AGILENT 
TECHNOLOGIES は、 市場性や特定目的への適

合性についての暗黙の保証を明確に放棄いた し

ます。

排他的救済措置

こ こに記載し た救済措置は、 お客様だけの排他

的救済措置です。 AGILENT TECHNOLOGIES
は、 契約、 不法行為、 その他法律的見解に基づ

いているかど う かに関係な く 、 直接的、 間接的、

特別、 偶発的、 必然的ないかなる損害について

も、 その法的責任を一切負 う ものではあ り ませ

ん。
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安全に関する記号

測定器やマニュ アルに明示された以下の記号は、 測定器の安全な操作

のために必要な注意事項を表し ています。

安全上の注意 本書では、 「警告」 と 「注意」 で危険性を表し ています。

警告 「警告」 で示された手順や操作は、 正し く 実行し なかった り 違反し た り

し た り する と 、 人身障害や死亡事故が発生する可能性のあ る ものです。 
指示された条件を完全に理解し、 条件を満たすこ と な く 「警告」 を無

視し て処理を実行する こ と のないよ う にし て く だ さい。

注意 「注意」 で示された手順や操作は、 正し く 実行し なかった り 違反し た り

する と 、 部分的または全体的に機器が損傷、 破壊される可能性のあ る

ものです。 指示された条件を完全に理解し、 条件を満たすこ と な く 、

「注意」 を無視し て処理を実行する こ と のないよ う にし て く だ さい。

操作マニュアル参照記号。 操作時に添付マニュアルの
操作指示を参照する必要がある場所には、 測定器にこ
の記号がついています。

交流 (AC)

この記号は、 操作スイ ッ チの 「オン」 モー ド を表し ま
す。

この記号は、 操作スイ ッ チの 「ス タ ンバイ」 モー ド を
表し ます。 スイ ッ チが押されても、 測定器が主電源か
ら切り離されるわけではあ り ません。
測定器を主電源から切り離すには、 主電源カプラ ( 主
電源入力コー ド ) を電源から外し て く だ さい。
EPM-P ユーザーガイ ド 3
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全体的な注意事項

以下に示す安全上の注意事項は、 測定器の操作、 サービ ス、 修理の全

段階において遵守し ていただ く べき ものです。 これらの注意事項や本書

の各警告内容に従わなかった場合、 測定器の設計上、 製作上、 あ るい

は使用目的上の安全基準が損なわれる こ と にな り ます。 これらの要件違

反によ る ものに関し ては、 Agilent Technologies の保証対象外と させてい

ただき ます。

警告 本製品は、 安全ク ラ ス I 測定器です ( ただし、 保護アース を電源コード

に装着し た場合に限 り ます )。 主電源プラ グは、 保護アースに接続し た

ソ ケ ッ ト 以外に接続し ないで く だ さい。 測定器の内外を問わず、 保護導

線が断線する と 測定器が危険な状態にな り ます。 絶対に故意に断線し な

いで く だ さい。

爆発する危険性のあ る場所や引火性あ るいは可燃性のガスのあ る場所

で、 本製品を使用し ないで く だ さい。

ヒ ューズや短絡 ヒ ューズホルダを修理し て使用し ないで く だ さい。 防火

上の目的によ り 、 ラ イ ン ヒ ューズは、 同じ定格電圧、 電流、 型式の も

の と 交換し て く だ さい。 

必要のない時にカバーや遮蔽部を取 り 外さ ないで く だ さい。 操作員がカ

バーや遮蔽部の取 り 外し を行ってはいけません。 カバーや遮蔽部の取 り

外しは、 必ずサービ ス訓練を受けた担当者が行って く だ さい。

1 人でサービ スや調整を行わないで く だ さい。 条件によ っては、 機器の

電源を切っていて も高電圧の部分が存在し ます。 感電事故を防ぐため、

サービ ス担当者が機器の内部のサービ スや調整を行 う と きは、 応急手

当てや救急措置の資格を もつ人の立ち会いの も と で行って く だ さい。

故障し た機器を使用し ないで く だ さい。 物理的損傷、 過度の湿気、 その

他の理由によ り 、 本製品に組み込まれた安全保護機能が損なわれた可

能性があ る場合は、 必ず電源を切って く だ さい。 サービ ス訓練を受け

た担当者が、 操作の安全性を確認する までは本製品を使用し ないで く

ださい。 必要な場合は Agilent の販売サービ スオフ ィ スに本製品を返送

し、 サービ スや修理によ って確実に安全機能を回復させて く だ さい。
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代用部品に交換し た り 、 本製品を改造し ないで く だ さい。 代用部品に交

換し た り 、 本製品を不正に改造する と 、 新たな危険性が発生し ます。 
Agilent の販売サービ スオフ ィ スに本製品を返送し、 サービ スや修理に

よ って確実に安全機能を回復させて く だ さい。
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よ う こそ

EPM-P シ リ ーズパワー メ ータの 「ユーザーガ イ ド」 へよ う こ そ。

E シ リ ーズ E9320 パワーセンサ と EPM-P シ リ ーズパワー メ ータ を組み

合わせる こ と によ り 、 TDMA、 CDMA、 W-CDMA などの複雑な変調形

式を測定する こ と ができ ます。 GSM900、 EDGE、 NADC、 iDEN、

Bluetooth、 cdmaOne、 W-CDMA、 および cdma2000 に関し ては、 測定

セ ッ ト ア ッ プのプ リ イ ン ス ト ールによ り 、 これら共通無線通信形式の

測定に要する時間を削減する こ と ができ ます。

パワー測定では、 RF 信号やマイ ク ロ波信号のピーク、 ピーク対平均

比、 平均パワーを測定でき ます。 連続、 レベル、 外部 TTL、 GPIB など

の広範な ト リ ガ機能によ り 、 タ イ ムゲー ト 測定が行えます。

また、 EPM-P パワー メ ータは E シ リ ーズ E9300 と 互換性があ り 、 E シ

リ ーズ 4410、 および 8480 シ リ ーズパワーセンサでは、 従来のパワー測

定を行 う こ と もでき ます。
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ド キュ メ ン ト の構成

「イ ン ス ト レーシ ョ ンガ イ ド」 に も あ る よ う に、 本ガ イ ド は提供される

マニュ アルの一部にあた り ます。 マニ ュ アルは次にあげるガ イ ド で構成

されています。

• 「イ ン ス ト レーシ ョ ンガ イ ド 」 - パワー メ ータの検査方法、 電源の投入

方法、 Agilent パワーセンサ と の接続方法を説明し ています。 英語、

フ ラ ン ス語、 ド イ ツ語、 イ タ リ ア語、 日本語、 スペイ ン語の各国語

版にて提供されています。

• 「ユーザーガ イ ド」 （本書） - Agilent E シ リ ーズ E9320、 E シ リ ーズ

E9300、 E シ リ ーズ E4400、 8480 シ リ ーズの各パワーセンサを利用し

て、 フ ロ ン ト パネルイ ン タ フ ェースからパワー メ ータ を操作し て測

定する方法を説明し ています。 「ユーザーガ イ ド」 は、 配布

CD-ROM の中に、 英語、 フ ラ ン ス語、 ド イ ツ語、 イ タ リ ア語、 日本

語、 スペイ ン語の各国語版の Adobe Acrobat PDF (Portable Document 
Format) フ ァ イルで提供されています。 

• 「プロ グ ラ マガ イ ド 」 - リ モー ト イ ン タ フ ェースでパワー メ ータ を操

作する方法を説明し ています。 「プロ グ ラ マガ イ ド 」 は、 Adobe 
Acrobat PDF フ ァ イルで、 配布 CD-ROM に英語版のみ用意されてい

ます。 

印刷物と し てのガ イ ド は、 次のオプシ ョ ンで注文でき ます。

• 英語版 - オプシ ョ ン OBK 

• フ ラ ン ス語版 - オプシ ョ ン ABF

• ド イ ツ語版 - オプシ ョ ン ABD

• イ タ リ ア語版 - オプシ ョ ン ABZ

• 日本語版 - オプシ ョ ン ABJ

• スペイ ン語版 - オプシ ョ ン ABE

注 「プロ グ ラ マガ イ ド 」 は英語版のみで提供されています。
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本書の構成

「ユーザーガ イ ド」 - E シ リ ーズ E9320、 E シ リ ーズ E9300、 E シ リ ーズ

4410、 8480 シ リ ーズの各パワーセンサを利用し て、 フ ロ ン ト パネルイ

ン タ フ ェースから EPM-P シ リ ーズパワー メ ータ を操作し て測定する方

法を説明し ています。 

EPM-P シ リ ーズパワー メ ータの発揮する機能や能力は、 接続するパ

ワーセンサによ って異な る場合があ り ます。 その他の機能は一般的な機

能であ り 、 パワーセンサには依存し ません。 上記の理由によ り 、 本ユー

ザーガ イ ド は、 大き く 3 つの部分に分かれています。

• 第 1 章と第 2 章では、 EPM-P パワー メ ータの主な機能を紹介し ます。 
これらの機能は、 基本的にどのタ イプのセンサを接続し て も変化し

ません。

• 第 3 章、 4 章、 5 章、 6 章では、 4 種類のセンサ別に、 EPM-P パワー

メ ータの使用方法を説明し ます。

• 第 7 章と第 8 章では、 一般的な メ ンテナン ス と仕様の内容を説明し

ます。

リ モー ト プロ グ ラ ミ ングに関する情報については、 EPM-P シ リ ーズパ

ワー メ ータの 「プロ グ ラ マガ イ ド」 を参照し て く だ さい。 
8 EPM-P ユーザーガイ ド
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1 はじめに 

本章の構成 本章では、 EPM-P シ リ ーズパワー メ ータのフ ロ ン ト パネル と 画面

を紹介し ます。

構成内容は以下の と お り です。

• 「パワー メ ータ と センサの機能」 20 ページ

• 「本書の表記法」 21 ページ

• 「フ ロ ン ト パネルキー と 接続」 22 ページ

• 「画面レ イ ア ウ ト 」 26 ページ

• 「ウ ィ ン ド ウ記号」 34 ページ
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パワー メ ータ と センサの機能

E4416A パワー メ ータや E4417A パワー メ ータは、 E シ リ ーズ E9320、 E
シ リ ーズ E9300、 E シ リ ーズ E4400、 8480 シ リ ーズパワーセンサ と 互換

性があ り ます。 ただし、 センサ と メ ータの組み合わせすべてが同じ機能

や能力を発揮でき るわけではあ り ません。 主な違いを次に示し ます。

注 E シ リ ーズ E9320 パワーセンサを EPM-P パワー メ ータに接続するには、

E9288 シ リ ーズケーブルが必要です。 E9288 シ リ ーズケーブルは色分け

されて 11730 シ リ ーズ と 区別し てあ り ます。

仕様
パワー メ ータの仕様は第 8 章に示し てあ り ます。

機能
E シ リーズ
E9320 

E シ リーズ
E9300 

E シ リーズ
E4400

8480 　
シ リーズ

CW 信号のアベレージパワー • • • •

EEPROM のキャ リ ブレーシ ョ ン係
数

• • •

>200 読み取り / 秒 • • •

変調信号の平均パワー • •

ピーク / バース ト 平均パワー •

タ イムゲー ト 測定 •
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本書の表記法

本書では次の表記法を適用し ます。

こ の記号と 文字でパワー メ ータ フ ロ ン ト パネル上の
ラベル付き キーを表し ます。

こ の記号と 文字はラベル付き ソ フ ト キーを表し てお
り 、 表示テキス ト 横にあ るマーク な し キーを押す場
合に使用されます。

こ の記号と 文字で表示 メ ッ セージを表し ます。

Parameter パラ メ ータ、 値、 またはタ イ ト ルを表し ます。

「Channel」 本書では、 シングルチャネル E4416A と デュ アルチャ
ネル E4417A の両方の操作について取 り 上げていま
す。 デュ アルチャネル メ ーターのチャネルを区別する
ため、 E4416A メ ータ上の  ソ フ ト キーは、
E4417A では  と  と な り ます。 

操作手順において 「チャネル」  を押す指示の
あ る と こ ろでは、 それぞれ対応する キーを押し て く
ださい。

Channel

Softkey

Message

Channel
Channel A Channel B

Softkey
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フ ロン ト パネルキーと接続

この項では、 フ ロ ン ト パネルキーと コネ ク タの機能を簡単に説明し ま

す。 使用方法の詳細については、 「ユーザーガ イ ド」 を参照し て く だ さ

い。

これらのキーは、 画面の左側に並んでいます。

キー 機能

 このキーを押す と 、 メ ータのオン と ス タ ンバイ を切

り 替え る こ と ができ ます。 電源が入る と 、 キーの上に

あ るオレ ンジ色の LED が点灯し ます。 このキーを押

す と メ ータの電源が入 り ます。 緑色の LED が点灯し

ます。

 このキーで、 上下の測定ウ ィ ン ド ウ を選択し ます。 選
択し たウ ィ ン ド ウはシ ャ ド ウ付きボ ッ ク スで強調表
示されます。 ユーザが作成し た測定セ ッ ト ア ッ プは、

選択し た ウ ィ ン ド ウの方に実装されます。

 このキーで、 画面を ウ ィ ン ド ウモード、 拡大モード、

あ るいは数値測定のフルス ク リ ーンモード に切 り 替
えます。 また、 ト レース ウ ィ ン ド ウ選択時に Gate 
Control 画面と メ ニ ューにすばや く ア ク セスでき ます。

 このキーは、 ローカルモード ( フ ロ ン ト パネル操作 )
で動作中のパワー メ ータ をプ リ セ ッ ト し た り 、 プ リ
イ ン ス ト ールの測定構成を選択する と きに押し ます。 
ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウが表示され、 コマン ド の確
認が求められます。 また、 リ モー ト イ ン タ フ ェースに

よ る操作時に、 フ ロ ン ト パネルから メ ータ を制御す
る こ と ができ ます ( ローカルロ ッ ク ア ウ ト 無効時 )。

Preset
Local
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これらのキーは、 画面の下に並んでいます。

キー 機能

 こ のキーを押すと 、 GPIB ア ド レ スなどの全般的な設

定 メ ニューを呼び出すこ と ができ ます。 その他の測定

設定 メ ニ ューに も ア ク セスでき ます。 測定画面は表示

されたま まです。

 こ のキーを押すと 、 チャ ネル構成テーブル と メ

ニ ューを呼び出すこ と ができ ます。 平均化やオフセ ッ

ト などのチャネルパラ メ ータはこの メ ニューで設定
し ます。

 こ のキーを押すと 、 ト リ ガ メ ニューを呼び出すこ と

ができ ます。 E シ リ ーズ E9320A センサを接続し てい

ない場合は、 すべての メ ニューキーが無効になって
います ( グレ イ表示 )。

 相対測定結果をセ ッ ト ア ッ プし た り 、 表示オフセ ッ

ト を設定する と きに こ のキーを押し ます。

 こ のキーを押すと 、 測定結果表示 メ ニューを呼び出

すこ と ができ ます。 表示される測定結果の解像度、 単

位、 表示形式を選択でき ます。

System

Channel

Trigger

Meas
Setup

Meas
Display
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これらのキーは、 すべて メ ニューラベル と データエン ト リ に対応し て

います。 これらのキーは、 画面の右側に並んでいます。

キー 機能

 このキーを押す と 、 メ ニューの次ページを呼び出す

こ と ができ ます。 た と えば、  キーの横の 1 of 2
は、 2 ページあ る メ ニ ューの 1 ページ目を表し ます。 
2 ページ目を呼び出すには、  を押し ます。 (2 of 2
が表示されます。 )

 このキーを押す と 、 前ページの メ ニューを呼び出せ

ます。 た と えば、  キーの横の 2 of 2 は、 2 ページ

あ る メ ニューの 2 ページ目を表し ます。 前ページを呼

び出すには、  を押し ます。 (1 of 2 が表示されま

す。 )

 これら マーク のないキーは 「ソ フ ト キー」 と 呼ばれ、

画面上でそのキーの隣に表示されている テキス ト に
対応し ています。 た と えば、 プ リ セ ッ ト 時には、 コマ

ン ド を確認するポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウが表示され

ます。 次に進むには、  を押し ます。 すなわち、

「confirm」 の横の ソ フ ト キーを押し ます。 同じ く 、

 ( 「cancel」 の横の ソ フ ト キー ) を押せばプ リ

セ ッ ト が中断し ます。

 矢印キーは、 測定器の状態名やオフセ ッ ト 値などの

パラ メ ータの選択や変更に使用し ます。

More

More

More

Prev

More

Prev

Confirm

Cancel
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以下のキー と コネ ク タは測定チャネルに対応し てお り 、 フ ロ ン ト パネ

ルの右側にあ り ます。

キー 機能

 こ のキーを押すと 、 入力周波数 と センサキ ャ リ ブ

レーシ ョ ン係数 メ ニューを呼び出すこ と ができ ます。 
これらの機能によ り 、 測定結果の精度を上げる こ と
ができ ます。

 こ のキーを押すと、 ゼロ設定と キ ャ リ ブレーシ ョ ン

の メ ニューを呼び出すこ と ができ ます。 これらの機能

によ り 、 測定結果の精度を上げる こ と ができ ます。

コネ ク タ  機能

 パワー基準値は 1 mW (0 dBm) 50 MHz 信号であ り 、

50 オームのタ イプ N コネ ク タから取 り 出し ます。 セ
ンサ と メ ータ システムのキ ャ リ ブレーシ ョ ンに使用
し ます。 メ ータにオプシ ョ ン 003 を構成する場合、 コ

ネ ク タは リ アパネルに取 り 付けます。 キ ャ リ ブレータ

をオンにする と、 コネ ク タ横の緑色の LED が点灯し

ます。

 センサ入力コネ ク タです。 E4417A には入力が 2 か所

あ り ますが、 E4416A では写真のよ う に 1 か所だけで

す。 メ ータにオプシ ョ ン 002 かオプシ ョ ン 003 を構成

する場合、 コネ ク タは リ アパネルに取 り 付けます。 

Frequency
Cal Fac

Zero
Cal

POWER  REF

50
MHz

CHANNEL

A

B
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画面レ イアウ ト

次の図は、 2 つのウ ィ ン ド ウ をデュ アルニ ュー メ リ ッ ク モード で構成し

た場合の画面レ イ ア ウ ト です。 他の表示形式を選ぶ場合は 、 

を押し て く だ さい。

1 ステータ ス レポー ト 行には、 5 つのフ ィ ール ド が表示されます。 う ち

3 フ ィ ール ド が GPIB、 RS232、 または RS422 のステータ スに対応し

てお り 、 2 フ ィ ール ド はエラー状態と 警告状態に対応し ています。 
初のフ ィ ール ド には RMT( リ モー ト 、 GPIB、 RS232、 または RS422
の操作 ) か LCL( ローカル。 フ ロ ン ト パネルの操作 ) が表示されま

す。

GPIB 操作の場合、 パワー メ ータに出力指示があ る場合、 第 2 フ ィ ー

ル ド に TLK、 また受信指示があ る場合、 LSN と 表示されます。 第 3
フ ィ ール ド は、 SRQ( サービ ス要求 ) を表し ています。 

RS232 と RS422 の操作では、 データ を受信する と 第 2 フ ィ ール ド に

RX と 表示されます。 パワー メ ータがデータ を発信する と 、 第 3
フ ィ ール ド に TX と 表示されます。

エ ラー状態になる と、 第 4 フ ィ ール ド に ERR と 表示されます。 後

のフ ィ ール ド は、 エラー メ ッ セージ と 警告 メ ッ セージに使用されま

す。

Meas
Display

Disp Type

1

26 EPM-P ユーザーガイ ド



画面レ イアウ ト はじめに

E4416.book  Page 27  Thursday, July 26, 2001  4:24 PM
2 測定結果ウ ィ ン ド ウは 2 つあ り ます。 これは上側の測定結果ウ ィ ン ド

ウです。 ウ ィ ン ド ウ周囲に影が表示され、 こ のウ ィ ン ド ウが選択され

ている こ と を表し ます ( キー、 キー、 または キーで選択 )。 
数値によ る測定結果の表示方法 と し ては、 2 つの長方形のウ ィ ン ド

ウ、 1 つの拡大ウ ィ ン ド ウ、 または全画面表示のどれかを を

押し て選択する こ と ができ ます。 表示ス タ イルは、 現在選択されてい

る ウ ィ ン ド ウや測定結果行に適用されます。

3 こ のフ ィ ール ド には、 測定するチャネルが表示されます。 この測定行

は、 上側のウ ィ ン ド ウ / 上側の測定結果です。

4 矢印は、 現在選択されている測定結果表示行を示し ています。

5  E シ リ ーズ E9320 パワーセンサを接続する と 、 チャネル と それに対

応するゲー ト 番号が表示されます。

6  E シ リ ーズ E9320 パワーセンサを接続する と 、 対応する測定結果タ

イプがチャネル と ゲー ト 番号の下に表示されます。

7 こ のフ ィ ール ド には、 測定結果単位と し て、 dBm、 dB、 Watts、 また

はパーセン ト (%) が表示されます。

注  E シ リ ーズ E9320 パワーセンサを接続する と 、 −270 dBm の測定結果に

おける入力パワーレベルがセンサの感度領域外にな り ます。

3

5
6
7

8

2

4
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8  E シ リ ーズ E9320 パワーセンサを接続する と、 シングルチャネル

メ ータ と の組み合わせ測定が可能にな り ます。 デュ アルチャネル メ ー

タでは、 両チャネルに この機能が適用されます。

9 このウ ィ ン ド ウは、 シングルニュー メ リ ッ ク画面に構成されていま

す。

10 このウ ィ ン ド ウでは、 測定結果を表示する アナロ グ メ ータ を メ ータ

ス ケール と と もに表示する よ う になっています。

11 このフ ィ ール ド には、 現在の メ ニ ューのページ数が表示されます。 た
と えば、 1 of 2 は、 メ ニ ューが 2 ページから な り 、 現在は 初のペー

ジが表示されている こ と を表し ます。  を押す と 次ページに進み、

2 of 2 と 表示されます。 (  を押すと 前ページに戻 り ます。 )

12 これら 4 つのフ ィ ール ド には、 利用でき る ソ フ ト キーラベルが表示さ

れます。 また、 ラベルの機能に対応する設定が表示されます。

11

12

9

10

More

Prev
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13 こ のフ ィ ール ド には メ ニュータ イ ト ルが表示されます。 た と えば、 パ

ワー メ ータの電源を入れた と きには Contrast メ ニューが表示され、 

を押す と、 Zero/Cal メ ニ ューが表示されます。

14 こ のフ ィ ール ド は、 測定結果が設定し た上限または下限内におさ

ま っていないこ と を表し ます。 測定結果が限度内の場合、 このフ ィ ー

ル ド には何も表示されません。 測定結果が設定し た 小限度を下回る

場合、 Undr Lmt と 表示されます。 測定結果が設定し た 大限度を越

え る場合、 Over Lmt と 表示されます。

15 相対モード がオンの と き、 こ のフ ィ ール ド に Rel と 表示されます。

16 オフセ ッ ト を設定し ている と き、このフ ィ ール ド に Ofs と 表示されま

す。

17 レ ンジが選択されている と 、 このフ ィ ール ド に Rng Hld と 表示され

ます。

18 デューテ ィ サイ クルを設定し ている と 、こ のフ ィ ール ド に Dty Cyc と

表示されます。  E シ リ ーズ E9320 パワーセンサを接続し ている と 、

ト リ ガの状態によ って、 、 、 、 または が表示されます。 

19 こ のフ ィ ール ド の情報は 2 行にわたって表示され、 センサタ イプ、 セ

ンサキ ャ リ ブレーシ ョ ンテーブル、 現在選択されている周波数依存

のオフセ ッ ト テーブル、 測定頻度によ って表示内容が変わ り ます。

141516171819

13

Zero
Cal
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以下の ト l レース画面は、 E シ リ ーズ E9320 パワーセンサの接続時にの

み使用でき ます。

20 このウ ィ ン ド ウは、 ト レース画面を表示する よ う 構成されています。  
E シ リ ーズ E9320 パワーセンサ を接続し ない と 使用でき ません。 
キ ャプチャ し た ト レース と ス ケー リ ングが表示されます。 

21 は、 ト リ ガ イベン ト が発生し た ト レース上のポ イ ン ト を表し ます。

注 単独または連続し た ト リ ガ (  または ) を  Acqn ニュー

から選択し て、 ト レース ウ ィ ン ド ウ を確認し ます。 The Acqn メ ニ ュー

にア ク セスするには、 、 . を押し ます。 

 は  の選択時には使用でき ません。

20

21

Sing Trig Cont Trig

Trigger Acqn 

Trace Free Run
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こ の画面には、 Gate Ctrl メ ニューと その関連テーブル と メ ーカーが表

示されます。 Gate Ctrl を呼び出すには、 Trace Ctrl メ ニューで 

 を押すか Gates メ ニ ューで  を押し ます。

22 を押す と 、 各チャネルで使用でき る 4 つのゲー ト を ス ク ロール

でき ます。 選択し たゲー ト 番号は、 ウ ィ ン ド ウ左上にも表示されま

す。

23 マーカー 1 と 2 は、 選択し たゲー ト の開始 と 終了を表し ます。 

 を押す と 、 2 つのマーカーが切 り 替わ り ます。 キー と

 キーは、 ト レース上でア ク テ ィ ブマーカーを移動する と きに使用

し ます。 

24 こ のテーブルには、 構成済みの ト リ ガポ イ ン ト からの時間 (Time:) と
両方のマーカーの即時パワーレベル (Pow:) が表示されます。 時間の

値が負の場合は、 ト リ ガポイ ン ト よ り 前の測定を表し ます。

注 ゲー ト タ イ ミ ングパラ メ ータは、 すべてユーザーが選択し た ト リ ガポ

イ ン ト に関係があ り ます。 ト リ ガ遅延を構成し ている場合、 これは ト リ

ガ イベン ト のタ イ ミ ング と は異な り ます。 詳細については項目を参照し

て く だ さい。 .

25 こ の表は、 ゲー ト 幅  ( ( マーカー間の時間 )、 平均、 ピーク、 ゲー

ト 内のピーク対平均率の電力測定値を表し ます。

23

22

25
24

Gate Control Gate Control

Gate

Marker 1 2
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26  を押す と、 ゲー ト マーカーが隠れ、 ト リ ガマーカーが

現れます。  は、 ト リ ガ イベン ト の発生時刻  は遅延 ト リ ガポイ ン

ト を表し ます。 2 つのポ イ ン ト が重なった場合は、 遅延 ト リ ガ  の
み表示されます。 

画面例では、  は  の前に表示されます。 これは、 ト リ ガ遅延 -
70.00 ms を構成し て、 測定 ト リ ガを ト リ ガ イベン ト の前に配置し て

いるからです。 ト リ ガ遅延を構成するには、  を押し、 数

値を入力するか、  キーか  キーを押し ます。

 や  k キーを押し て離すと ゲー ト マーカー と ト リ ガマーカーは 1
ピ ク セル移動し ます。 キーを押し たま まにする と、 ゲー ト マーカー と

ト リ ガマーカーは 大 5 ピ ク セル移動し ます。 1 ピ ク セル当た り の時

間を短縮するには、 表示される ト レースの長さ を短縮し ます。

画面外の ト リ ガ イベン ト を表す と きは、  や i が表示されます。 

画面外の ト リ ガポイ ン ト を表す と きは、  や  が表示されます。

26

Select TgDel

Select TgDel
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Trace Ctrl 画面を呼び出すには、  Gate Ctrl メ ニューで を

押すか、 Trace Setup メ ニューで を押し ます。

27  を押す と、 各チャネルで使用でき る 4 つのゲー ト を ス ク ロール

でき ます。 選択し たゲー ト 番号は、 ウ ィ ン ド ウ左上にも表示されま

す。

28 マーカ 1 と 2 は選択し たゲー ト の開始と 終了を表し ます。

29 垂直テーブルは、 ト レース画面の振幅ス ケー リ ングを表し ます。 水平

テーブルは、 スケール と ト レースの始点を、 測定 ト リ ガを基準に表

示し ます。

30 あ らかじめ キー、 キー、 キー、 キーでパラ メ ータ を選択し

ておけば、 水平 ト レース値や垂直 ト レース値は ソ フ ト キーや ソ

フ ト キーで変更でき ます。

27

28

29

30

Trace Control

Trace Control

Gate
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ウ ィ ン ド ウ記号

パワー メ ータ画面には、 さ まざ まなグ ラ フ ィ ッ ク記号やポ ッ プア ッ プ

ウ ィ ン ド ウが表示されます。 これらが表示されるのは次の場合です。

• エ ラーや警告が発生し た と き

• 確認が必要な と き

• パワー メ ータの処理が終わる まで待機する必要があ る と き

• リ ス ト からエン ト リ を選択し なければな ら ない と き

• 英数字の値を入力し なければな ら ない と き

警告記号
警告記号は、 警告状態になった場合に、 測定結果ウ ィ

ン ド ウに直接表示されるか、 ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウ

に表示されます。 ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウは約 2 秒間

表示されます。 ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウのテキス ト に

は、 警告のタ イプの詳細な内容が示されます。 こ の記

号は、 測定結果ウ ィ ン ド ウにも表示される こ と があ り 、 た と えばパ

ワーセンサが接続されていないなどの警告を示し ます。

構成ポ ッ プア ッ プ
このポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウは、 直前の選択を確認する場合に

 を押すと 表示されます。 

た と えば、  ( プ リ セ ッ ト ) 実

行前の確認などの場合です。

Confirm

Local
Preset
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待機記号
待機記号は、 パワー メ ータが処理を実行中で、 ユーザ側の操

作の必要がない と きに表示されます。 この記号はポ ッ プア ッ

プウ ィ ン ド ウに表示されます。 た と えば、 ゼロ設定やキ ャ リ

ブレーシ ョ ン時に表示されます。

エン ト リ選択ポ ッ プア ッ プ
こ のポ ッ プア ッ プは、 と で リ ス

ト からエン ト リ を選択する必要があ

る場合に表示されます。

構成矛盾ポ ッ プア ッ プ
こ のポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウは、 先

の設定内容 と 矛盾する構成を し た場

合に表示されます。 先の設定内容は

上書き され、 失われます。

数字または英数字エン ト リポ ッ プア ッ プ
こ のポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウは、

数字データ または英数字データの

修正が必要な場合に表示されます。 
キー と キーでカーソル位置を

移動させます。 キー と キーで、

カーソルの現在位置の英数字の値

を増減し ます。
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2 パワー メ ータの基本
機能

本章の構成 本章では、 EPM-P シ リ ーズパワー メ ータの基本機能について紹介

し ます。 構成内容は以下の と お り です。

• 「ゼロ設定と キ ャ リ ブレーシ ョ ン」 38 ページ

• 「測定の単位設定」 49 ページ

• 「解像度の設定」 51 ページ

• 「相対測定の実行」 52 ページ

• 「オフセ ッ ト の設定」 53 ページ

• 「平均の設定」 64 ページ

• 「ステ ッ プ検出」 66 ページ

• 「測定限度の設定」 67 ページ

• 「レ ンジの設定」 73 ページ

• 「レ コーダ出力」 76 ページ

• 「パワー メ ータ構成の保存と 呼び出し」 79 ページ

• 「パワー メ ータのプ リ セ ッ ト 」 85 ページ
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ゼロ設定とキャ リ ブレーシ ョ ン

この項では、 パワー メ ータ と センサの組み合わせに対する、 ゼロ設定

と キ ャ リ ブレーシ ョ ンの方法について説明し ます。 パワー メ ータでは、

キ ャ リ ブレーシ ョ ンの前にあ らかじめゼロ設定を し ておき ます。

ゼロ設定
ゼロ設定によ って、 パワーセンサにパワーがかけ られていないパワー

ゼロ状態の読み取 り に関し て、 パワー メ ータの調整を行います。 ゼロ設

定中は、 待機記号が表示されます。 

パワー メ ータ と センサをゼロ設定するには、 次のよ う に操作し ます。

 と 、 チャネル  ソ フ ト キーを押し ます。  メ ッ セー

ジ と 待機記号が表示されます。 デュ アルチャネル メ ータで を

押せば、 両方のチャネルを順次ゼロ設定でき ます。 ゼロ設定中は、 待機

記号が表示されます。

いつゼロ設定を
するのか

パワー メ ータのゼロ設定を行 う のは次の場合です。

• 温度が 5 ℃変化し た と き。 

• パワーセンサを交換し た と き。

• 24 時間ご と 。

• 低レベル信号を測定する前。 た と えば、 パワーセンサに指定し た 低

パワーよ り 10 dB 上のパワーの場合など。

キャ リ ブレーシ ョ ン
キ ャ リ ブレーシ ョ ンでは、 50 MHz 1 mW(0 dBm) 信号によ って、 各パ

ワー メ ータチャネルの利得と センサの組み合わせを設定し ます。 追跡可

能なパワー基準、 または適切な外部基準信号 と し て、 パワー メ ータの

POWER REF を使用し ます。 キ ャ リ ブレーシ ョ ンで重要なのは、 使用す

るパワーセンサに応じ た正しい基準キ ャ リ ブレーシ ョ ン係数を適用す

る こ と です。 8480 シ リ ーズパワーセンサの場合はマニ ュ アル操作で基

準キ ャ リ ブレーシ ョ ン係数を入力し ます。 E シ リ ーズセンサの場合は、

Zero
Cal Zero Zeroing

Zero Both
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いずれも基準キ ャ リ ブレーシ ョ ン係数が自動的に設定されます。

キ ャ リ ブレーシ ョ ン中は、 待機記号が表示されます。 キ ャ リ ブレーシ ョ

ン中は、 オフセ ッ ト や相対設定やデューテ ィ サイ クル設定は無視され

ます。

パワーセンサによ っては、 POWER REF 出力 と の接続を有効にする ため

に、 アダプタや減衰器パッ ド が必要な ものがあ り ます。 詳細について

は、 43 ページの表 1 を参照し て く だ さい。

注 キ ャ リ ブレーシ ョ ン時に、 パワー メ ータのパワー基準キ ャ リ ブレータ

が自動的にオンにな り ます ( オンでなかった場合 )。 キ ャ リ ブレーシ ョ

ン後、 パワー メ ータはキ ャ リ ブレーシ ョ ン前の状態に戻 り ます。
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E シ リーズパワーセンサによるキャ リ ブレーシ ョ ン

この項では、 E シ リ ーズパワーセンサのキ ャ リ ブレーシ ョ ンの手順を紹

介し ます。 パワー メ ータには E シ リ ーズパワーセンサが接続されてお

り 、 キ ャ リ ブレーシ ョ ンテーブルが自動的にダウ ン ロード される こ と が

前提です。 キ ャ リ ブレーシ ョ ン係数を入力する必要がないので、 チャネ

ル  と  の両ソ フ ト キーは使用でき ません。 ( ソ フ ト

キーラベルは表示されていますが、 グレ イ表示になっています。 )

操作手順 パワー メ ータ と センサの組み合わせに対するゼロ設定と キ ャ リ ブレー

シ ョ ンは、 次のよ う に行います。

1 パワーセンサがどの信号ソースに も接続されていないこ と を確認し ま

す。

2 表 1 の接続条件を参考にし て、 センサをパワー基準に接続する準備が

整っているかど う か確認し ます。

3   と 、 チャネル  ソ フ ト キーを押し、 チャネルをゼロ設定

し ます。  メ ッ セージ と 待機記号が表示されます。

4 POWER REF 出力にセンサを接続し ます。

5 チャネル  ソ フ ト キーを押し て、 キ ャ リ ブレーシ ョ ンルーチンを開

始し ます。  メ ッ セージ と 待機記号が表示されます。

これで、 パワー メ ータ と センサの使用準備が整いま し た。

ヒ ン ト 次のよ う に操作すれば、 ゼロ設定と キ ャ リ ブレーシ ョ ンの操作手順を短

縮でき ます。

– POWER REF 出力にセンサを接続し ます。

–   と を押し ます。  ( デュ アルチャネル メ ータの場

合は、 状況に応じ て 、  または

 を押し ます。 )

注 キ ャ リ ブレーシ ョ ンが終了し た ら、 減衰器やアダプタ をいったん取 り 外

し、 測定開始前に再度接続する よ う にし て く だ さい。

Ref CF % Cal Fac %

Zero
Cal Zero

Zeroing

Cal
Calibrating

Zero
Cal Zero + Cal

Zero + Cal Zero + Cal A
Zero + Cal B
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8480 シ リーズパワーセンサによるキャ リ ブレー
シ ョ ン
こ の項では、 8480 シ リ ーズパワーセンサによ る キ ャ リ ブレーシ ョ ンの

手順を説明し ます。 基準キ ャ リ ブレーシ ョ ン係数はマニ ュ アルで入力

し ます。 

注 ほ と んどの 8480 シ リ ーズセンサでは、 正しい (A タ イプまたは D タ イ

プ ) の線形補正係数が自動的に選択されます。 線形構成の変更方法につ

いては、 42 ページの 「V8486A センサ と W8486A センサ」 を参照し て

く だ さい。

操作手順 1 パワーセンサがどの信号ソースに も接続されていないこ と を確認し

ます。

2 表 1 の接続条件を参考にし て、 センサをパワー基準に接続する準備が

整っているかど う か確認し ます。

3 現在の基準キ ャ リ ブレーシ ョ ン係数の設定を確認する ため、 、 

を押し ます。 値は、 チャネル  ソ フ ト キーの下に表示さ

れます。 

こ の設定はセンサの値と 一致し ていますか。 ( パワーセンサの基準キ ャ

リ ブレーシ ョ ン係数は、 通常はパワーセンサ本体のキ ャ リ ブレーシ ョ

ン係数テーブルに表示されます。 )

4 必要であれば、 チャネル を押し て この設定を変更し ます。

図 1 のよ う に基準キ ャ リ ブレーシ ョ ン係数ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウ

が表示されます。

図 1 基準キャ リ ブレーシ ョ ン係数ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウ

、 、 、 の各キーを操作し て、 状況に応じ て値の選択や変更を

行います。

Zero
Cal

More Ref CF %

Ref CF %
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5 を押し て変更結果を確定し ます。

6   と チャネル  ソ フ ト キーを押し、 チャネルをゼロ設定し ま

す。  メ ッ セージ と 待機記号が表示されます。

7 POWER REF 出力にセンサを接続し ます。

8 チャネル  ソ フ ト キーを押し てキ ャ リ ブレーシ ョ ンを開始し ます。 
 メ ッ セージ と 待機記号が表示されます。

注 キ ャ リ ブレーシ ョ ンが終了し た ら、 減衰器やアダプタ をいったん取 り

外し、 測定開始前に再度接続する よ う にし て く だ さい。

V8486A センサと W8486A センサ

V8486A センサ と W8486A センサでは、 D タ イプ線形補正をマニュ アル

で選択する必要があ り ます。 続けて別の A タ イプセンサを接続する と、

 と い う 警告 メ ッ セージが表示され

ます。 その場合は、 マニュ アルで A タ イプ補正を選択し ます。

適用する線形を選択するには、 次のよ う に行います。

、  と、 チャネル  ソ フ ト キーを押し て、  また

は をハイ ラ イ ト させます。

線形は、 チャネルご と にマニュ アルで構成でき ます。 た と えば、 D タ イ

プの線形をチャネル B に設定するには、 次のよ う に行います。

 、  を押し、  を押し て をハイ ラ イ ト させま

す。

%

More Zero

Zeroing

Cal
Calibrating

Linearity Override May be Required

System
Tables Linearity Atyp

Dtyp

System
Tables B Linearity Dtyp
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表 1 パワーセンサの接続条件

センサ 接続条件

E9321A
E9322A
E9323A
E9325A
E9326A
E9327A

左記のパワーセンサは POWER REF に直接接続し ます。

E9300A
E9300H
E9301A
E9301H
E9304A

左記のパワーセンサは POWER REF に直接接続し ます。

E9300B
E9301B

左記のパワーセンサは減衰器を使用し て構成し ます。 キャ リ ブ
レーシ ョ ン前に減衰器を取り外し て く ださい。 測定前には減衰
器を元どお り取り付けて く ださい。

E4412A
E4413A

左記のパワーセンサは POWER REF に直接接続し ます。

8481A
8481H
8482A
8482H

左記のパワーセンサは POWER REF に直接接続し ます。

8481D
8484A

キャ リ ブレーシ ョ ン前に、 パワーセンサと POWER REF 間に
Agilent 11708A 30 dB 基準減衰器を接続し ます。 この減衰器は
測定前にパワーセンサ入力から取り外し て く ださい。

8483A 左記のパワーセンサを POWER REF に接続するには、 75 Ω 
(f) から 50 Ω (m) の N タ イプアダプ タ (1250-0597) が必要で
す。 このアダプ タは、 測定前に取り外し て く ださい。

R8486A
Q8486A
V8486A
W8486A
R8486D
Q8486D

左記の導波管センサにはコネク タが 2 つあり ます。 パワー
メ ータのキャ リ ブレーシ ョ ンには N-タ イプ コネク タ を使用し
ます。

8481B
8482B

左記のパワーセンサは減衰器を使用し て構成し ます。 キャ リ ブ
レーシ ョ ン前に減衰器を取り外し て く ださい。 測定前には減衰
器を元どお り取りつけて く ださい。
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8485A 左記のパワーセンサを POWER REF に接続するには、 APC 
3.5 (f) から 50 Ω (m) の N-タ イプアダプ タ (08485-60005) が必
要です。 このアダプ タは測定前に取り外し て く だ さい。

8485D キャ リ ブレーシ ョ ン前に、 パワーセンサと POWER REF の間
に Agilent 11708A 30 dB 基準減衰器と APC 3.5 (f) から 50 Ω 
(m) の N タ イプアダプ タ (08485-60005) を接続し ます。 この
減衰器と アダプ タは測定前に取り外し て く だ さい。

8487A 左記のセンサを POWER REF に接続するには、 APC 2.4 (f) か
ら 50 Ω (m) の N タ イプアダプ タ (08487-60001) が必要です。
このアダプ タは測定前に取り外し て く だ さい。

8487D キャ リ ブレーシ ョ ン前に、 パワーセンサと POWER REF の間
に Agilent 11708A 30 dB 基準減衰器と APC 2.4 (f) から 50 Ω 
(m) の N タ イプアダプ タ (08487-60001) を接続し ます。 この
アダプ タは測定前に取り外し て く だ さい。

センサ 接続条件
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ゼロ設定 / キャ リ ブレーシ ョ ンロ ッ ク アウ ト

ゼロ設定 / キ ャ リ ブレーシ ョ ン ロ ッ ク ア ウ ト は、 パワー メ ータ / センサ

の組み合わせに対するゼロ設定 と キ ャ リ ブレーシ ョ ンが完了し ていな

い と 、 測定が行えないよ う にする機能です。 

ゼロ設定 / キ ャ リ ブレーシ ョ ン ロ ッ ク ア ウ ト 機能を有効にし ておいて、

先にセンサの接続を行 う と 、 メ ッ セージ  が表示さ

れます。 

センサのゼロ設定を行 う と 、 メ ッ セージは に変化し ます。 
ゼロ設定前にセンサのキ ャ リ ブレーシ ョ ンを行 う と 、 メ ッ セージは

にな り ます。

デ ュ アルチ ャ ネル デュ アルチャネル メ ータでは、 センサを接続する と 、 チャネル固有の

メ ッ セージが表示されます。 ゼロ設定 / キ ャ リ ブレーシ ョ ン ロ ッ ク ア ウ

ト 構成は両チャネルに適用されます。 片方のチャネルだけに適用する

こ と はでき ません。

ゼロ設定 / キ ャ リ ブレーシ ョ ン ロ ッ ク ア ウ ト は、 次のよ う にする と

System メ ニ ューや Zero/ Cal メ ニューからオン、 オフでき ます。

 、 、   または を押し ます。

同じ く 、

 、 、   または を押し ます。

Please Zero and Cal

Please Cal

Please Zero

System More Must Cal Off On

Zero
Cal More Must Cal Off On
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TTL 入力によるゼロ設定とキャ リ ブレーシ ョ ン

リ アパネルの Rmt I/O ポー ト の TTL 入力で、 パワー メ ータのゼロ設定

サイ クル と キ ャ リ ブレーシ ョ ンサイ クルを開始でき ます。 コネ ク タは、

図 2 に示すよ う に TTL 入力ピン付きの RJ-45 シ リ ーズシール ド モジュ

ラ ジ ャ ッ ク です。

図 2 Rmt I/O ポー ト TTL 入力

TTL 入力は、 ア ク テ ィ ブな低レベルであ り 、 表 2 に示すゼロ設定機能

と キ ャ リ ブレーシ ョ ン機能を制御し ます。

表 2 TTL 入力制御ロジ ッ ク

TTL 入力を利用し てゼロ設定サイ クル と キ ャ リ ブレーシ ョ ンサイ クル

を効果的に制御する ためには、 表 3 と 表 4 に示すよ う に入力信号の正

確な タ イ ミ ングが必要です。

1  2  3  4  5  6  7 8 

ピン番号 接続

1 な し

2 アース

3 上部ウ ィ ン ド ウ
TTL 出力

4 下部ウ ィ ン ド ウ
TTL 出力

5 TTL 入力 1
6 TTL 入力 2
7 アース

8 アース

入力 1 入力 2 シングルチャネル デュアルチャネル

1 1 な し な し

1 0 CAL CAL A

0 1 ZERO ZERO BOTH

0 0 CAL  CAL B
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表 3 TTL 入力タ イ ミ ング図 1

条件 「01」 と条件 「10」 によるゼロ設定 / キャ リ ブレーシ ョ ン入力のタ イ ミ ング

時間 解説 値

T1 入力の最小幅 300 ms

T2 入力を検出し てからゼロ設定 / キャ リ ブ
レーシ ョ ンサイ クルが開始するまでの時
間。 これは平均の数 x サンプルレー ト で
決ま り ます。 既存のゼロ設定 / キャ リ ブ
レーシ ョ ン動作が進行中の場合、 現在の
動作が終了する時間です。 最悪の場合で
1024 平均 x 50 ms = 51.2 秒と な り ます。
フ ロン ト パネル操作 ( フ リー実行モー ド
) の場合、 この時間は 1 x 50 ms と な り
ます。

最大 : 50 ms( 通常 )
最小 : 0 ms

T3 入力の最大幅。 入力時間が長い場合、 後
に続 く ゼロ設定 / キャ リ ブレーシ ョ ン動
作は、 現在のゼロ設定 / キャ リ ブレー
シ ョ ン動作が終わってからにな り ます。

4 s

T4 ゼロ設定 / キャ リ ブレーシ ョ ン動作の終
了までの時間。

Zero Both( デュアルチャネルメ ータ ) の
場合は、 動作が連続的に行われ、 シング
ルチャネルメ ータの倍の時間がかかり ま
す。

ゼロ設定 : 　 　 　
10s (8480 シ リーズ )
12s (E シ リーズ )
45s (E9320 シ リーズ )

キャ リ ブレーシ ョ ン : 　  
6s (8480 シ リーズ )
7s (E シ リーズ )
15s (E9320 シ リーズ )

どのタ イ ミ ングもすべて 100 ms フ ァームウ ェ アポーリ ングにも とづいていま
す。

T1

T2

T3

T4

入力

動作
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表 4 TTL 入力タ イ ミ ング図 2

条件 「00」 のゼロ設定 / キャ リ ブレーシ ョ ン入力のタ イ ミ ング

時間 解説 値

T5 入力が低になるまでの最長時間。 100 ms

T6 入力が低の状態の最短オーバーラ ッ プ。 200 ms

T7 入力を検出し てからゼロ設定 / キャ リ ブ
レーシ ョ ンサイ クルが開始するまでの時
間。 これは平均の数 x サンプルレー ト で決
ま り ます。 既存のゼロ設定 / キャ リ ブレー
シ ョ ン動作が進行中の場合、 現在の動作が
終了する時間です。 最悪の場合で 1024 平
均 x 50 ms = 51.2 秒と な り ます。 フ ロン ト
パネル操作 ( フ リー実行モー ド ) の場合、
この時間は 1 x 50 ms と な り ます。

4s

T8 キャ リ ブレーシ ョ ン動作の終了までの時
間。

キャ リ ブレーシ ョ ン : 
6s (8480 シ リーズ )
7s (E シ リーズ )
30s (E9320 シ リーズ )

どのタ イ ミ ングもすべて 100 ms フ ァームウ ェ アポー リ ングにも とづいてい
ます。

上記の状況以外で両方の TTL 入力が同時に低 く なる と、 動作は未定義にな り
ます。

入力

動作

T5
T6

T7

T8
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測定の単位設定 

Units メ ニューでは、 現在選択されている ウ ィ ン ド ウの測定単位を選択

し ます。 単位には、 対数 (dBm または dB) 単位 と線形 (Watt または %) 単

位があ り ます。 パワー メ ータ をプ リ セ ッ ト ( ) する と 、 測定単位が

dBm( 対数単位 ) にな り ます。 表 5 と 表 6 は、 各測定モード で利用でき

る単位です。

 、 を押し ます。 、 、 と から測定単位を選択し

ます。 各モード で選択でき ないソ フ ト キーは、 グレ イ表示にな り ます。

注 測定単位を ワ ッ ト に設定する と 、 低パワーレベルではパワー測定結果

がマ イナス表示される こ と があ り ます。

表 5 測定単位 - シングルチャネルメ ータ

表 6 測定単位 - デュアルチャネルメ ータ

Local
Preset

Meas
Display Units dBm W dB %

測定モー ド 相対モー ド オフ 相対モー ド オン

対数 dBm dB

線形 ワ ッ ト %

測定モー ド 相対モー ド オフ 相対モー ド オン

比率 対数 dB dB

線形 % %

差 対数 dBm dB

線形 ワ ッ ト %
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ソ フ ト キーによる測定単位の選択
メ ニューによ っては、 パワーの測定単位を入力し なければな ら ないも

のがあ り ます。 利用でき るパワーレ ンジが広いために、 次のよ う な メ

ニューが表示される こ と があ り ます。

注 ソ フ ト キーによ っては、 不正な値の入力を避け る ためにグレ イ表示に

なる ものも あ り ます。

 または  を押し て、 の前に

表示される乗数を増減し ます。 正しい乗数を選択し て  を押す と 、 入

力値が確定し ます。

Increment 

Decrement 
Multiplier

Multiplier

W

Cancel

mW

Cancel

mW

nW

Prev

More

Increment Multiplier Decrement Multiplier W
W
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解像度の設定

各パワー メ ータ ウ ィ ン ド ウの解像度は、 4 レベル (1、 2、 3、 4) で設定で

き ます。 

これら 4 つのレベルはそれぞれ次の値を表し ています。

• 測定単位が dBm か dB の場合、 1、 0.1、 0.01、 0.001 dB。 

• 測定単位が W か % の場合、 有効数字の 1、 2、 3、 4。

デフ ォル ト 値は 0.01 dB(3 桁 ) です。

現在選択されている ウ ィ ン ド ウの解像度を設定するには、 次のよ う に

操作し ます。

1 を押し ます。 解像度の現在の設定が  ソ フ ト キーの

下でハイ ラ イ ト し ます。 

2 こ の設定を変更するには、 必要な解像度がハイ ラ イ ト 表示される ま

で、  を押し ます。

Meas
Display Resolution

Resolution
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相対測定の実行

相対モー ド では、 測定結果を基準値 と 比較でき ます。 相対読み取 り 値や

差は dB または % によ って表示でき ます。 測定結果を % で表示する場

合、 プレ フ ィ ッ ク ス乗数を表示でき ます。 

操作手順 現在選択されている ウ ィ ン ド ウの基準値を設定するには、 次のよ う に

操作し ます。

1 、  を押し て、 Rel/Offset メ ニ ューを表示し ます。

2 パワー メ ータが基準値 と し て使用する信号の測定中であ る こ と を確

認し ます。

3  を押し て、 現在の読み取 り 値を基準値にし ます。 測定結果は dB
またはパーセンテージ (%) で比較でき ます。 

 が押される と 、  が自動的に  に設定されます。

4 測定を変更するには、 、 を押し ます。 状況に応じ て、  

または  を押し ます。

5 基準値に関する連続し た測定結果が表示されます。 相対モード をオフ

にし て再度オンにするには、 、 、  を押し て

Off を選択し ます。

適用される測定行が表示される と、  がウ ィ ン ド ウに表示されます 　

( 図 3 参照 )。

図 3 Rel イ ンジケータ

注  記号は、 対応する測定結果がデュアルニュー メ リ ッ ク形式やアナ

ログ形式で表示される場合、 表示されません。

Meas
Setup Rel/Offset

Rel

Rel Rel Off On On

Meas
Display Units dB

%

Meas
Setup Rel/Offset Rel Off On

Rel

Rel
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オフセ ッ ト の設定

パワー メ ータは、 テス ト セ ッ ト ア ッ プ過程におけ る信号の損失や利得

を補償する よ う に構成でき ます。 パワー メ ータでは、 図 4 に示すよ う に

測定パスの 3 か所にオフセ ッ ト を適用でき ます。

図 4 測定パスの簡略図

チャネルオフセ ッ ト や周波数依存オフセ ッ ト を適用する こ と によ り 、

数理関数処理の前にチャネルご と の補償が行えます。 必要に応じ て表示

オフセ ッ ト を利用し、 全体のオフセ ッ ト を適用する こ と ができ ます。

チャネルオフセ ッ ト の設定
こ の利得や損失は、 数値処理や表示オフセ ッ ト 、 あ るいは相対処理が

行われる前に、 測定し たパワーに適用されます。 

オフセ ッ ト は dB 単位で入力し ます。 許容値の範囲は、 -100 dB から

+100 dB です。 損失の補償は正の値で、 また利得の補償は負の値で行い

ます。 

チャネル機能 ウ ィ ン ド ウ機能

表示 相対
オフセッ ト

チャネル A 上部ウ ィ ン ド ウ

下部ウ ィ ン ド ウ

表示 相対
オフセ ッ ト

表示 相対
オフセ ッ ト

表示 相対
オフセ ッ ト

測
定

ハ
イ

ウ
ェ

イ

周波数依存

オフセ ッ ト

チャネル

オフセッ ト

キャ リ ブ

係数

チャネル B

周波数依存

オフセ ッ ト
チャネル

オフセッ ト

キャ リ ブ

係数

レーシ ョ ン

レーシ ョ ン
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チャネルオフセ ッ ト を入力するには、 次のよ う に操作し ます。

1   を押し て Channel Setup 画面を表示し ます。 必要なチャネル

セ ッ ト ア ッ プが表示されている こ と を確認し ます。 必要に応じ て、

 を押し てチャネルを変更し ます。

2 キーと キーを使用し て Offset: 設定をハイ ラ イ ト させます。

3   を押し て を選択し ます。

を押し て Offset: 値をハイ ラ イ ト させ、  を押し て Offset
ポ ッ プア ッ プを表示し ます。 、 、 、 の各キーを操作し て、 状

況に応じ て値の選択や変更を行います。 

4 を押し て変更結果を確定し ます。

5  を押し てオフセ ッ ト の入力を終了し ます。

チャネルか表示オフセ ッ ト を設定する と、  が表示されます。

図 5 適用されたオフセ ッ ト

注   記号は、 対応する測定結果がデュアルニュー メ リ ッ ク形式やアナ

ログ形式で表示される場合、 表示されません。

Channnel

Channel Ch.

Change On

Change

dB

Done 

Ofs

Ofs
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表示オフセ ッ ト の設定
利得や損失は、 チャネルオフセ ッ ト や数値処理の後に、 測定し たパ

ワーに適用されます。 

オフセ ッ ト は dB 単位で入力し ます。 許容値の範囲は、 -100 dB から

+100 dB です。 損失の補償は正の値で、 また利得の補償は負の値で行い

ます。 

操作手順 現在選択されている ウ ィ ン ド ウに表示オフセ ッ ト を入力し ます。

1 、  を押し て、 Rel/Offset メ ニ ューを表示し ます。

2  を押し て をハイ ラ イ ト させます。

3   を押し て Offset ポ ッ プア ッ プを表示し ます。 (現在のオフセ ッ

ト 値が  ソ フ ト キーの下に表示されます。 )

図 6 Offset ポ ッ プア ッ プ

、 、 、 の各キーを操作し て、 状況に応じ て値の選択や変更を

行います。 

4 を押し て選択を確定し ます。

5  を押し てオフセ ッ ト の入力を終了し ます。

Meas
Setup Rel/Offset

Offset On

Offset

Offset

dB

Done 
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チャネルか表示オフセ ッ ト を設定する と、  が表示されます。

図 7 適用されたオフセ ッ ト

注   記号は、 対応する測定結果がデュ アルニ ュー メ リ ッ ク形式、 ト

レース形式、 アナロ グ形式で表示される場合、 表示されません。

表示オフセ ッ ト は、 ウ ィ ン ド ウの機能です。 4 本の測定表示行のそれぞ

れにオフセ ッ ト 機能があ り ます。

Ofs

Ofs
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周波数依存オフセ ッ ト の設定
周波数オフセ ッ ト テーブルには、 テス ト システムに対応し た周波数に

関する変化を補償する ための、 簡単で便利な手段が提示されています。 
選択し た周波数依存オフセ ッ ト 補正値は、 センサ周波数応答に対する

どの補正値に も、 追加で適用されます。

パワー メ ータでは、 それぞれ 高 80 周波数ポ イ ン ト の周波数依存オフ

セ ッ ト テーブルを、 10 テーブル保存でき ます。

周波数依存オフセ ッ ト テーブルを使用するには、 次のよ う に操作し ま

す。

1 チャネルに適用する テーブルを選択し ます。 詳細については、 58 ペー

ジの 「周波数依存オフセ ッ ト テーブルの選択」 を参照し て く だ さい。 
テーブルの編集については、 61 ページの 「周波数依存オフセ ッ ト

テーブルの編集」 を参照し て く だ さい。

2 パワー メ ータのゼロ設定 と キ ャ リ ブレーシ ョ ンを行います。 キ ャ リ ブ

レーシ ョ ンで使用する基準キ ャ リ ブレーシ ョ ン係数は、 パワー メ ー

タによ り センサキ ャ リ ブレーシ ョ ンテーブルから自動的に設定され

ます ( ただし選択時 )。

3 測定する信号の周波数を指定し ます。 キ ャ リ ブレーシ ョ ン係数 / オフ

セ ッ ト は、 パワー メ ータによ り センサキ ャ リ ブレーシ ョ ンテーブル

と 周波数依存オフセ ッ ト テーブルから自動的に設定されます ( ただ

し選択時 )。 詳細については、 58 ページの 「操作手順」 を参照し て く

ださい。

4 測定を実行し ます。
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周波数依存オフセ ッ ト テーブルの選択

周波数依存オフセ ッ ト テーブルは、  キー メ ニ ューまたは か

ら選択し ます。 現在周波数依存オフセ ッ ト テーブルが選択されているか

ど う かは、 State 列に示されています。 Offset Tbls 画面は図 8 に示し た

と お り です。

図 8 オフセ ッ ト テーブル

操作手順 オフセ ッ ト テーブルを選択するには、 次のよ う に操作し ます。

1 パワー メ ータ / センサキ ャ リ ブレーシ ョ ンのゼロ設定と キ ャ リ ブレー

シ ョ ンが済んでいる こ と を確認し ます。 

2 次の操作を行います。

– 、 、  を押すか、 必要なチャネルの選

択後に  を押し、 キー と キーで FDO Table を選択し、

を押し ます。 

Offset Tbls 画面が表示されます。

3 キーと キーによ り 、 10 のテーブルタ イ ト ルのどれかをハイ ラ イ

ト させ、  を押し て をハイ ラ イ ト させます。

注 ハイ ラ イ ト させたテーブルにデータが含まれていない場合は、  
キーは使用でき ません ( グレ イ表示になっています )。

System Channel

System Tables Freq. Dep. Offset
Channel

Change

Table On

Table
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4  を押し て、 オフセ ッ ト テーブルの選択を終了し ます。

図 9 周波数依存オフセ ッ ト (FDO) テーブルの選択

5 再び  を押し て、 測定結果画面を表示し ます。

6 を押し ます。 周波数の現在の設定が、 チャネル  ソ フ ト

キーの下に表示されます。

7 周波数を変更するには、 チャネル  ソ フ ト キーを押し ます。 周波

数がポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウに表示されます。 、 、 、 の各

キーを操作し て、 状況に応じ て値の選択や変更を行います。 

8 選択結果を確定するには、 適切な単位ソ フ ト キーを押し ます。

9 測定する信号にパワーセンサを接続し ます。

10 オフセ ッ ト を含めた測定結果が表示されます。

Done 

Done

Frequency
Cal Fac Freq

Freq
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図 10 周波数依存オフセ ッ ト の構成

注 測定周波数がセンサキ ャ リ ブレーシ ョ ンテーブル ( 選択されている場 　

合 ) と 使用する周波数依存オフセ ッ ト テーブルの周波数に直接対応し て

いない場合、 パワー メ ータ側で線形補間によ り キ ャ リ ブレーシ ョ ン係

数 と オフセ ッ ト を計算し ます。

センサキ ャ リ ブレーシ ョ ンテーブルや周波数依存オフセ ッ ト テーブル

で定義し た周波数レ ンジ外の周波数を入力する と 、 パワー メ ータ側で

は適切なテーブルにあ る 高周波数または 低周波数でキ ャ リ ブレー

シ ョ ン係数 と オフセ ッ ト を設定し ます。
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周波数依存オフセ ッ ト テーブルの編集

周波数依存オフセ ッ ト テーブルには、 CUSTOM_A から CUSTOM_J ま

での名前が付け られています。 パワー メ ータの出荷時にはデータは書

き込まれていません。

10 あ る既存の周波数依存オフセ ッ ト テーブルは、 削除し た り 追加し た

り する こ と はでき ません。 しかし、 既存の 10 テーブルには値を入力す

る こ と はでき ます。 各周波数依存テーブルには、 高で 80 ポ イ ン ト の

周波数ポ イ ン ト を書き込むこ と ができ ます。

現在、 パワー メ ータに保存されている周波数依存オフセ ッ ト テーブル

を表示するには、 、 、 を押し ます。 58 ペー

ジの図 8 のよ う に Offset Tbls 画面が表示されます。

周波数依存オフセ ッ ト テーブルを作成するには、 次の手順で行います。

1. 編集する テーブルを見つけて選択し ます。

2. テーブルの名前を変更し ます。 

3. 周波数 と キ ャ リ ブレーシ ョ ン係数のデータの組み合わせを入力し ま

す。

4. テーブルを保存し ます。

操作手順 まず、 次のよ う にし て編集する テーブルを選択し ます。

1  、 、  を押し て Offset Tbls 画面を表示

し ます。

2 キー と キーを使用し て、 編集する テーブルを選択し ます。  

 を押し て、 図 11 のよ う に Edit Offset 画面を表示し ます。

3 キー と キーを使用し て、 テーブルタ イ ト ルをハイ ラ イ ト させ

ます。   を押し、 、 、 、 の各キーを操作し て文字の選

択や変更を行い、 使用する名前を入力し ます。

–   を押す と 、 選択し た文字の右側に新しい文字が追加さ

れます。 

System
Tables Freq. Dep. Offset

System
Tables Freq. Dep. Offset

Edit Table

Change

Insert Char
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–   を押す と 、 選択し た文字が削除されます。

4  を押し て入力を終了し ます。

注 入力でき る周波数レ ンジは、 0.001 MHz から 999.999GHz です。 キ ャ リ

ブレーシ ョ ン係数は、 1% から 150% のレ ンジで入力でき ます。 センサ

キ ャ リ ブレーシ ョ ンテーブルの名前は、 次の規則に も と づいて付け ら

れます。

– 名前の長さは 長で 12 文字です。

– 使用でき る文字は、 大文字か小文字の英字、 数字 (0 ～ 9)、 また

は、 アンダース コ ア (_) です。

– それ以外の文字は使用でき ません。

– スペースは使用でき ません。

図 11 データ を入力し た状態の 「Edit Offset」 画面

周波数と オフセ ッ ト のデータ組み合わせの入力 ( または編集 ) 方法は次

の と お り です。

5  を押し て新しい周波数値を入力するか、 、 、 、 の各

キーを操作し て、 テーブルの周波数値を選択し ます。

6 値を入力するか、  を押し て 、 、 、 の各キーを操作し

Delete Char

Enter

Insert

Change
62 EPM-P ユーザーガイ ド



オフセ ッ ト の設定 パワー メ ータの基本機能

E4416.book  Page 63  Thursday, July 26, 2001  4:24 PM
て、 必要な周波数を入力し ます。 入力を終了するには、 、  
キーを押し ます。

7 、 、 キーと キーを操作し てオフセ ッ ト を入力し ます。 入力

を終了するには、  キーを押し ます。 

必要なすべてのデータ を入力し終え る まで、 値の追加 / 編集を続けま

す。

8 テーブルの編集が終了し た ら、  を押し てテーブルを保存し ます。

注 周波数依存オフセ ッ ト テーブルで定義し たレ ンジ外の周波数を持つ信

号を測定する場合、 パワー メ ータは、 周波数依存オフセ ッ ト テーブル

の 高周波数ポ イ ン ト または 低周波数ポ イ ン ト を使用し てオフセ ッ

ト を計算し ます。 

GHz MHz

%

Done
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平均の設定

パワー メ ータでは、 デジ タルフ ィ ルタ を利用し てパワー メ ータの読み

取 り 値を平均し ます。 平均でき る読み取 り 値の数の範囲は、 1 から 1024
です。 このフ ィ ルタ を使用し て、 ノ イ ズ削減、 必要な解像度の設定、

測定結果のジ ッ タ削減が実行でき ます。 フ ィ ルタ長さの値をふやす と 測

定 ノ イ ズが低下し ます。 ただし、 測定にかかる時間が増加し ます。 フ ィ

ルタ長さの選択 と 、 パワー メ ータに対する自動フ ィ ルタモード の設定

が行えます。 デフ ォル ト は、 AUTO です。

自動フ ィ ルタモード をオンにし てお く と、 パワー メ ータは平均に使用

する読み取 り 値の数を自動的に設定し ます。 これで、 ほ と んどのパ

ワー メ ータのフ ィ ルタ条件が満た されます。 平均に使用する読み取 り 値

の数は、 解像度 と 、 現在測定中のパワーレベルによ って異な り ます。

図 12 平均された読み取り値

図 12 は、 パワー メ ータが自動フ ィ ルタモード で標準速度モード に設定

されている と きの、 各レ ンジ と 解像度で平均する読み取 り 値の一般的

な数を示し ています。 EPM-P シ リ ーズパワー メ ータ を接続する と さ まざ

まなセンサタ イプが認識され、 適な平均が自動的に構成されます。

解像度は測定表示機能であ り 、 チャネル機能ではあ り ません。 チャネル

を上下のウ ィ ン ド ウの両方にセ ッ ト ア ッ プし ていて、 解像度の設定が
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上下で異なる場合は、 平均値の計算には 高の解像度設定が採用され

ます。

これら 4 つの解像度レベルはそれぞれ次の値を表し ています。

• 測定単位が dBm か dB の場合、 1、 0.1、 0.01、 0.001 dB。 

• 測定単位が W か % の場合、 有効数字の 1、 2、 3、 4。

操作手順 平均の設定は、 次のよ う に行います。

1   を押し、 セ ッ ト ア ッ プするチャネルを選択し ます。 現在の

Filter: 設定 (AUTO、 MAN、 または OFF) が Channel Setup 画面に

表示されます。

2 、 、 、 の各キーを操作し て、 Filter: 設定を選択し ます。

3  を押し て、 使用でき る設定を選択し ます。 

AUTO や OFF を選択し た場合は、 ステ ッ プ 7 に進んで く ださ い。 MAN
を選択し た場合は、 こ のま ま操作し て く だ さい。

4 、 、 、 の各キーを操作し て、 Filter: 値を選択し ます。 

5   を押し て、 Filter Length ポ ッ プア ッ プを表示し ます。

図 13 Filter Length ポ ッ プア ッ プ

6 、 、 、 の各キーを操作し て、 必要な値を入力し、 を押

し ます。

7   を押し て Channel Setup 画面を閉じ ます。

Channel

Change

Change

Enter

Done
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ステ ッ プ検出

測定パワーに大き なステ ッ プが検出されてから フ ィ ルタが安定化する

までの時間を短縮する ために、 測定パワーにステ ッ プ増減があ る と

フ ィ ルタ を再初期化する よ う 設定する こ と ができ ます。 ステ ッ プ検出

は、 マニュ アルフ ィ ルタモー ド と自動フ ィ ルタモード のどち らで も設

定でき ます。

操作手順 ステ ッ プ検出は、 次のよ う に設定し ます。

1  を押し ます。 デュ アルチャネル メ ータで必要なチャネルを選

択し ます。

2 、 キーを使用し て、 Step Detect 設定を選択し ます。

3   を押し て、 状況に応じ てステ ッ プ検出 On または Off を選択

し ます。

4  を押し ます。

Channel

Change

Done
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測定限度の設定

パワー メ ータでは、 上限 と 下限を指定し て測定でき る範囲をあ らかじ

め設定し てお く こ と ができ ます。

限度は、 ウ ィ ン ド ウや測定画面のラ イ ンで示され、 パワー、 比率、 差

の測定に適用でき ます。 さ らに、 定義済みの限度を越え る と リ アパネル

Rmt I/O ポー ト で TTL ロ ジ ッ ク レベルを出力する よ う 限度を設定する こ

と もでき ます。

図 14 限度チ ェ ッ ク例

こ の例では、 ス ウ ィ ープ済みの周波数信号がテス ト 対象装置の入力に

適用されています。 パワー メ ータが出力パワーを測定し ます。 限度は

+4dBm と +10 dBm に設定済みです。 図 15 に示すよ う に、 出力パワー 　

が これらの限度を越え る と 測定不合格にな り ます。 

パワー メ ータ

スウ ィ ープ済みソース

出力 出力

テス ト 対象の
装置
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図 15 限度チ ェ ッ クの結果

限度の設定
パワー メ ータは、 任意の測定ラ イ ンにおける現在測定値を、 定義済み

の上限値または下限値に対し て確認する よ う に構成でき ます。 上限値や

下限値に設定でき る値の範囲 と デフ ォル ト 値は現在選択されている測

定ラ イ ンの測定単位によ って異な り ます。 表 7 を参照し て く だ さい。

表 7 ウ ィ ン ド ウ限度の値の範囲

+4 dBm

+10 dBm

振幅

周波数

o
o

o
o

o

o

o

不合格

不合格

ウ ィ ン
ド ウ 　
単位 最大 最小

デフ ォル ト

最大 最小

dB +200 dB -180 dB 60 dB -120 dB
dBm +230 dBm -150 dBm 90 dBm -90 dBm

% 999.9 X% 100.0 a% 100.0 M% 100.0 p%
W 100.000 XW 1.000 aW 1.000 MW 1.000 pW
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操作手順 限度の設定は、 次のよ う に行います。

1 、 を押し ます。 選択し た測定ラ イ ンの 大限度と 小限

度に関する現在の設定が、  と  の各ソ フ ト キーの下に表示さ

れます。

2 キー と キーを使用し て、 構成する測定ラ イ ンを選択し ます。 

3 これらの設定を変更するには、  または  を押し、 、 、 、

の各キーを操作し て、 ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウに必要な値を設定

し ます。 入力を終了するには、 必要なパワー単位ソ フ ト キーを押し ま

す。 

図 16 最大限度の設定

4 限度チェ ッ ク をオンにするには、  を押し て On を選択し ます。

5 必要な測定ラ イ ンご と に、 上の手順を繰 り 返し ます。

限度をオン、 オフするには、 を押すだけです。

Meas
Setup Limits

Max Min

Max Min

Limits

Limits Off On
EPM-P ユーザーガイ ド 69



パワー メ ータの基本機能 測定限度の設定

E4416.book  Page 70  Thursday, July 26, 2001  4:24 PM
TTL 出力

定義済みの限度を越え る と リ アパネル Rmt I/O ポー ト で TTL ロ ジ ッ ク

レベルを出力する よ う 限度を設定する こ と も でき ます。 ユーザーは、 リ

アパネル TTL 出力のオン、 オフ切 り 替えを行った り 、 TTL 出力レベル

をア ク テ ィ ブな高レベルまたは低レベルへ設定し た り 、 さ らに、 TTL
出力が限度条件を上回っているのか、 下回っているのか、 その両方な

のか と い う 判定を行 う こ と ができ ます。 4 つの測定ラ イ ン限度条件の う

ち、 任意の 2 つを TTL 出力ラ イ ンのどち らにで も関連付ける こ と がで

き ます。

TTL コネ ク タは、 図 17 に示すよ う に TTL 出力ピン付きの RJ-45 シ リ ー

ズシール ド モジュ ラ ジ ャ ッ ク アセンブ リ です。

図 17 リ モー ト I/O TTL 出力

操作手順 TTL 出力の設定は、 次のよ う に行います。

1  、  を押し ます。 

2 キーと キーを使用し て、 構成する測定ラ イ ンを選択し ます。 

ピン番号 接続

1 な し

2 アース

3 TTL 出力 1

4 TTL 出力 2

5 TTL 入力 1

6 TTL 入力 2

7 アース

8 アース

1 2 3 4 5 6 7 8 

Meas
Setup Limits TTL Output
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3  を押し ます。

図 18 TTL Output ポ ッ プア ッ プ

4 キー と キーを操作し て、 TTL Output ラ イ ン 1、 2、 または Off を

選択し ます。   を押し て選択結果を確定し ます。 新しい設定が

 ソ フ ト キーの下に表示されます。

注 別の測定用に以前構成し た TTL Output ラ イ ンを選択する と 、 警告 メ ッ

セージが表示されます。

図 19 TTL 切断警告メ ッ セージの例

新しい接続が行われる と 、 現在は切断されている以前の構成が無効に

な り ます。

5 を押し ます。 TTL 出力では、 限度条件を上回っているか、 下

回っているか、 その両方なのかを示すこ と ができ ます。 キーと   

キーを使用し て、 ポ ッ プア ッ プから選択し ます。  を押し て 選択

結果を確定し ます。

図 20 TTL Limits ポ ッ プア ッ プ

TTL Output

Enter

TTL Output

Limits

Enter
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6 限度不合格を表す高レベルTTL出力または低レベルTTL出力を選択で

き ます。   を押し て  または  を選択し、 限度不合格

に対応する論理 「1」 または論理 「0」 を設定し ます。

限度不合格のチ ェ ッ ク
限度不合格は、 図 21 のよ う に、 測定ウ ィ ン ド ウの該当する フ ィ ール ド

やパワー メ ータの画面に表示されます。 

図 21 限度不合格

Fail O/P High Low

こ の測定結果は合格です。 
こ の場合、 限度フ ィ ール ド
には何も表示されません。

こ の測定結果は不合格です。
測定結果が設定限度レベルを
越えています。 こ の場合、

と い う テキ ス ト が
表示されています。
Over Lmt

この測定結果は不合格です。
測定結果が設定限度レベルに
達し ていません。 この場合

と い う テキス ト が
表示されています。
Undr Lmt
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レンジの設定

パワー メ ータには内部レ ンジはあ り ません。 設定でき るのは、 E シ リ ー

ズパワーセンサのレ ンジだけです。 E シ リ ーズパワーセンサにおけ る レ

ンジの設定は、 自動で も マニ ュ アルで も行えます。 マニュ アル設定に

は、 LOWER と UPPER があ り ます。 下位レ ンジの方が上位レ ンジ よ り

も高感度です。 測定する レ ンジがはっ き り し ない場合は自動レ ンジを使

用し て く だ さい。 測定時にレ ンジの切 り 替えを し た く ない場合は、 マ

ニ ュ アル構成のレ ンジを使用し て く だ さい。 デフ ォル ト は、 AUTO で

す。

操作手順 レ ンジの設定は、 次のよ う に行います。

1   を押し てChannel Setup画面を表示し ます。 現在のRange: 設
定が表示されます。

2 キー と キーを使用し て、 Range: 設定を選択し ます。

図 22 Channel Setup - Range 

3   を押し てAUTO、 LOWERまたはUPPERを状況に応じ て選択

し ます。

4   を押し て選択結果を確定し ます。

Channel

Change

Done
EPM-P ユーザーガイ ド 73



パワー メ ータの基本機能 アナログ画面のスケー リ ング

E4416.book  Page 74  Thursday, July 26, 2001  4:24 PM
アナログ画面のスケーリ ング

表示された測定結果を  形式で構成するには、 次のよ う に行いま

す。

1.  、 を押し ます。 

2. 、 キーか キーを使用し て、 アナロ グ測定ウ ィ ン ド ウ を選

択し ます。

3.  を押し ます。 

図 23 下部ウ ィ ン ド ウのアナログ画面

  と  の各スケール値がアナロ グ画面上と ソ フ ト キーラベル横

に表示されます。

4.   を押し、 、 、 、 の各キーを操作し て、Meter Maximum 
-ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウに必要な値を設定し ます。 、 、 

または を押し て入力を終了し ます。

図 24 Meter Maximum ポ ッ プア ッ プ

Analog

Meas
Display More

Anlg Mtr Scaling

Max Min

Max
dBm mW

uW nW
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5. 同じ く 、  を押し、 、 、 、 の各キーを操作し て、 Meter 
Minimum ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウに必要な値を設定し ます。 、 

、 または を押し て入力を終了し ます。

図 25 Meter Minimum ポ ッ プア ッ プ

ヒ ン ト アナロ グ測定に線形スケー リ ングを選択し ている場合、 必要な単位が

表示 メ ニ ューのレ ンジ外にあ る と きは、 補助 メ ニ ューを使用でき ます。 

ポ ッ プア ッ プが表示された ら、  を押し て増分 / 減分乗数 メ ニュー

を呼び出し ます。  または  を使

用し て、 必要な単位を表示し ます。 単位ソ フ ト キー ( ) を押し て入

力を終了し ます。

Min
dBm

mW uW nW

More

これらのキーを操作して、必要な単位を選択し ます。

Increment Multiplier Decrement Multiplier

xW
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レ コーダ出力

リ アパネルのレ コーダ出力コネ ク タ (A と B) では、 測定モード によ り 、

チャネルのワ ッ ト 単位のパワーレベルに対応する DC 電圧が得られま

す。 この DC 電圧のレ ンジは、 DC 0V から +1 V です。 出力イ ン ピーダン

スは、 一般には 1 kΩ です。 レ コーダ出力は、 チャネルオフセ ッ ト 、 画

面オフセ ッ ト 、 デューテ ィ サイ クルによ る影響は受けません。

た と えば、 レ コーダ出力では次の操作ができ ます。

• ス ウ ィ ープ済み測定結果の記録

• 外部レベ リ ング機能によ る ソース出力のレベル化

• 出力パワーの監視

Recorder メ ニューを呼び出すには、 、 を押し ま

す。 この メ ニューによ り 、 レ コーダ出力信号をオン、 オフでき ます。  

 と  の各ソ フ ト キーを使用し てパワーレベルのス

ケー リ ングを行い、 レ コーダ出力電圧の 大 1 Vdc と 、 小 0 Vdc を示

すこ と ができ ます。

操作手順 レ コーダ出力は次のよ う に構成し ます。

1 測定表示画面で、 、 、 または の各キーを使用し て、 測定

ウ ィ ン ド ウ または、 レ コーダ出力までの測定表示ラ イ ンを選択し ま

す。

2  、  と  を押し て On を選択し ます。

3  を押し て、 、 、 、 の各キーを操作し て、

Recorder Maximum ポ ッ プア ッ プの DC 1 V 出力を生成するパワー

レベルを入力し ます。  、 、 または を押し て入力を終

了し ます。

Meas
Setup Recorder Output

Max Power Min Power

Meas
Setup Recorder Output Output

Max Power

dBm mW uW nW
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図 26 Recorder Maximum ポ ッ プア ッ プ

4 同じ く 、  を押し て、 、 、 、 の各キーを操作し、

Recorder Minimum ポ ッ プア ッ プの DC 0 V 出力を生成するパワー

レベルを入力し ます。 、 、 または を押し て入力を終

了し ます。

図 27 Recorder Minimum ポ ッ プア ッ プ

注 レ コーダ出力の 大値は、 測定するパワーの 大値から求めます。 た と

えば、 1 mW 未満、 100 µW 以上のパワーを測定する場合、 レ コーダ

大値は 1 mW に設定し ます。 

Min Power

dBm mW uW nW

対数 50 40 30 20 10 0

線形 100 W 10 W 1 W 100 mW 100 mW 1 mW

対数 -10 -20 -30 -40 -50 -60

線形 100 µW 10 µW 1 µW 100 nW 10 nW 1 nW
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ヒ ン ト アナロ グ測定に線形ス ケー リ ングを選択し ている場合、 必要な単位が

表示 メ ニューのレ ンジ外にあ る と きは、 補助 メ ニューを使用でき ます。 

ポ ッ プア ッ プが表示された ら、  を押し て増分 / 減分乗数 メ ニ ュー

を呼び出し ます。  または  を使

用し て、 必要な単位を表示し ます。 単位ソ フ ト キー ( ) を押し て入

力を終了し ます。

More

これらのキーを操作して、必要な単位を選択し ます。

Increment Multiplier Decrement Multiplier

xW
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パワー メ ータ構成の保存と呼び出し

セ ッ ト ア ッ プの繰 り 返しの手間を省 く ため、 不揮発性 メ モ リ には、

高で 10 件のパワー メ ータ構成を保存でき る よ う になっています。

保存 / 呼び出し機能は、 Sys/Inputs メ ニ ューの中にあ るので、  
キーを押し て呼び出し ます。

測定結果セ ッ ト ア ッ プを保存するには、 次のよ う に操作し ます。

1  、  を押し て、図 28 のよ う に Save/Recall 画面を表示

し ます。

図 28 Save/Recall 画面

注 パワー メ ータは、 Instrument States と し て保存されている共通無線通

信形式に適し た測定構成で出荷されています。 この構成には、 E シ リ ー

ズ E9320 パワーセンサが必要です。 詳細については、 第 3 章を参照し て

く だ さい。

2 キー と キー使用し て、 表示 リ ス ト から名前を選択し て く だ さ

い。 レジス タの名前を変更する場合はステ ッ プ 4 に進んで く だ さい。

それ以外の場合は、 を押し ます。

System

System
Save/Recall

Save
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3 パワー メ ータのプロ ンプ ト に従って  を押し て先に進みます。

図 29 「Save」 ポ ッ プア ッ プ

名前の変更は次のよ う に行います。

4 まず 、 を押し ます。 ( まだ押し ていなかった場合 )

5 キーと キーを使用し て必要なレジス タ を選択し、 を

押し ます。 選択し た名前がポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウに表示されます。 
状況に応じ て以下のよ う に これを変更し ます。

– キーと キーを使用し て、 現在のカーソル位置の文字を変更し

ます。

– キーか キーを使用し て他の文字に移動し ます。

– 状況に応じ て  と  を使用し ます。

6 を押し て選択を確定し ます。

測定セ ッ ト ア ッ プを呼び出すには、 次のよ う に操作し ます。 

1  、 を押し ます。

2 キーと キーを使用し て必要なレジス タ を選択し、 を押し

ます。

注 未使用のレジス タが選択されている場合、  キーは無効 ( グレ イ表

示 ) です。

Confirm

System
Save/Recall

Edit Name

Insert Char Delete Char

Enter

System
Save/Recall

Recall

Recall
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3  を押し ます。

図 30 「Recall」 ポ ッ プア ッ プ

Confirm
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パルス信号の測定

ヒ ン ト E シ リ ーズ E9320 パワーセンサは、 ピークパワーと パルス信号の測定に

適です。

ただし、 E シ リ ーズ E9300 と 8480 シ リ ーズパワーセンサは、 パルス信

号のパワー測定に使用でき ます。

こ こ での測定結果は実際の測定結果ではな く 、 パルスパワーの数理的

表現です ( ピークパワーが一定であ る と い う 前提にも と づいています )。 
パワー メ ータは、 パルス入力信号の平均パワーを測定し、 測定結果を

デューテ ィ サイ クル値で割ってパルスパワー読み取 り 値を得ます。 許容

値の範囲は、 0.001 % から 100 % です。 デフ ォル ト 値は 1.000% です。

デューテ ィ サイ クルが有効で、 チャネルがシングルニ ュー メ リ ッ ク表

示形式でセ ッ ト ア ッ プ されている場合、 メ ッ セージ  が表示さ

れます。

注 Agilent E4412A と E4413A パワーセンサによ るパルス測定は推奨し てい

ません。

パルス信号の例を図 31 に示し ます。

図 31 パルス信号

Dty Cyc

パワー

時間

B

A

デューテ ィ サイ クル = A
B
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操作手順 デューテ ィ サイ クルの設定は、 次のよ う に行います。

1 を押し ます。 構成するチャネルを選択し ます。 デューテ ィ サ

イ クルの現在の設定がチャネルセ ッ ト ア ッ プテーブルに表示され

ます。 

2 、 、 、 の各キーを操作し て、 デューテ ィ サイ クル設定を

選択し、  を押し て On を選択し ます。

図 32 デューテ ィ サイ クル : Off 

3 、 、 、 の各キーを操作し て、 デューテ ィ サイ クル値を選

択し、 を押し ます。

図 33 Duty Cycle ポ ッ プア ッ プ

Channel

Change

Change
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4 状況に応じ て も う 一度 、 、 、 の各キーで、 値の選択や変更を

行います。 入力を終了するには、 を押し ます。

図 34 デューテ ィ サイ クル : On、 50%

5  を押し ます。

注 パルスパワーは、 オーバシ ューテ ィ ングや リ ンギングなどのパルス異

常値も平均し ます。 ピークパルスパワーではな く パルスパワーと 呼ばれ

るのはそのためです。

パルスパワーの読み取 り 値の精度を維持する ため、 入力信号は方形パ

ルス と し ます。 他のパルス形状 ( 三角形やチャープ、 ガウ スなど ) では

測定結果がエラーにな り ます。

パルスパワーのオン / オフ比はデューテ ィ サイ クル比よ り 大きいもの と

し ます。

%

Done
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パワー メ ータのプ リ セ ッ ト

こ の項では、 パワー メ ータのプ リ セ ッ ト 条件を紹介し ます。 

GPIB ア ド レ ス、 センサキ ャ リ ブレーシ ョ ンテーブルに保存されたデー

タ、 ゼロ設定 と キ ャ リ ブレーシ ョ ンのデータは、  ( プ リ セ ッ ト )
によ る影響を受けません。 選択し たキ ャ リ ブレーシ ョ ンテーブルは影響

を受けません。

プ リ セ ッ ト 条件
表示される ウ ィ ン ド ウの数は 2 つです。

  は影響を受けません。

  は影響を受けません。

  は影響を受けません。

  は影響を受けません。

  は影響を受けません。

  は影響を受けません。

  は影響を受けません。

  は影響を受けません。

 チャネル  は影響を受けません。

 チャネル  は影響を受けません。

  は Atype に設定されます。

  は Off に設定されます。

  は影響を受けません。

Local
Preset

System
Select Interface

GPIB Addr

Baud Rate

Woed Size

Stop bits

Parity

Pacing

Echo

Sensor Cal Tables Table

Freq. Dep. Offset Table

Linearity

Power Ref

Must Cal
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Sensor Mode:  オンであ り 、 E シ リ ーズ E9320A センサを接続

し た場合のみ Normal モード に設定されます。 そ

れ以外はオフであ り 、 AVG only 設定ではグレ イ

表示になっています。 

Range: オンであ り 、 E シ リ ーズ E9320A センサまたは E
シ リ ーズ E9300 センサを接続し た場合のみ Auto
モード に設定されます。 それ以外はオフであ り 、
Auto 設定ではグレ イ表示になっています。

Filter: Auto に設定されます。

Duty Cycle: Off に設定されます。 E シ リ ーズ E9320 センサが

接続されていて normal モード の場合、 オフでグ

レ イ表示になっています。

Offset: Off に設定されます。

Frequency: E シ リ ーズセンサが接続されていて 50.000MHz
に設定された時のみ使用でき ます。

Cal Fac: 8480 シ リ ーズセンサが接続されていて 100% に

設定された時のみ使用でき ます。

CF Table: 8480 シ リ ーズセンサが接続されている と きは影

響を受けません。 それ以外ではオフであ り 、 Off
設定ではグレ イ表示になっています。

FDO Table: 影響を受けません。

Video Avg: E シ リ ーズ E9320A センサの接続時は Off であ

り 、 それ以外では Off 設定でグレ イ表示になっ

ています。

Video B/W: E シ リ ーズ E9320A センサの接続時は Off であ

り 、 それ以外では Off 設定でグレ イ表示になっ

ています。

Step Detect: On に設定されます。

 E シ リ ーズ E9320A パワーセンサが接続された

時のみ使用でき ます。 

Channel

Gates
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Gate Start: すべてのゲー ト が 0.0000 s に設定されます。

Gate Length:  ゲー ト 1 が 100.00 μs に設定されます。 ゲー ト

2、 3、 4 が 0.0000 s に設定されます。

 E シ リ ーズ E9320A パワーセンサの接続時にのみ使用

でき ます。 
Start: 0.0000 μs に設定されます。

Length:  100.00 μs に設定されます。

Max: 20,000 dBm に設定されます。 .
Min:  -50,000 dBm に設定されます。 .
Min:  dBm に設定されます。

E シ リ ーズ E9320A パワーセンサを接続し た と き以外はすべての ト リ ガ

構成がオフであ り 、 グレ イ表示になっています。

 Free Run に設定されます。

 Run に設定されます。

 Int に設定されます。

 AutoLvl に設定されます。

 0.0000 s に設定されます。

 + に設定されます。

 1.0000 μs に設定されます。

 0.000 dB に設定されます。

 Off に設定されます。

センサタ イプに関係な く Chan、 Gate、 Meas はすべてオフでグレ イ表

示になっています。

 Single に設定されます。

 Off に設定されます。

 0.000 dBm に設定されます。

Trace Setup

Trigger

Acqn

Stop Run

Source

Mode

Delay

Slope

Holdoff

Hysteresis

Output

Meas
Setup

Function

Rel

Rel
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 Off に設定されます。

 0.000 dBm に設定されます。

 Off に設定されます。

 90.000 dBm に設定されます。

 -90.000 dBm に設定されます。

 Off に設定されます。

 上部ウ ィ ン ド ウが Single Numeric に設定され、

下部ウ ィ ン ド ウが Analog に設定されます。

 3 に設定されます。

 dBm に設定されます。

 E シ リ ーズセンサが接続されていて 50.000MHz
に設定された時のみ使用でき ます。

 8480 シ リ ーズセンサが接続されていて 100% に

設定された時のみ使用でき ます。

  Off に設定されます。

Offset

Offset

Limits

Max

Min

TTL Output

Meas
Display

Disp Type

Resolution

TTL Output

Frequency
Cal Fac

Freq

Cal Fac

Zero
Cal

Power Ref
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3 E シ リーズ E9320
パワーセンサの使用

本章の構成 本章では、 E シ リ ーズ E9320 パワーセンサを EPM-P シ リ ーズパ

ワー メ ータで使用する方法を説明し ます。 

構成内容は以下の と お り です。

• 90 ページの 「はじめに」

• 92 ページの 「パワー メ ータの構成」

• 93 ページの 「測定方法」

• 96 ページの 「ピークパワー測定の構成」

• 123 ページの 「測定例」

• 129 ページの 「プ リ イ ン ス ト ール測定セ ッ ト ア ッ プの使用」
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はじめに

E シ リ ーズ E9320 パワーセンサはデュ アルモード操作に対応し ています。 

• 標準モー ド は、 広帯域向きですが、 ダ イナ ミ ッ ク レ ンジが狭 く な り ま

す。 センサタ イプに も よ り ますが、 RF 信号の瞬時パワーはビデオ帯域

幅の 高 5Mhz まで検出でき ます ( 変調帯域幅 )。 パルス信号や変調信

号のピークパワーや平均パワーの測定には、 こ のモード を使用し て く

ださい。

• 平均専用モード は、 高い精度 と 広いダ イナ ミ ッ ク レ ンジを得る こ と を

目的と し ています。 標準モー ド のダ イナ ミ ッ ク レ ンジを下回る信号の

平均パワーの測定には、 こ のモード を使用し て く だ さい。 

注 こ こ で 「ビデオ」 と は、 RF 搬送波から振幅復調し た信号で、 スペク ト ル

の RF 部にコ ンポーネン ト を もつ信号の こ と を指し ます。 パワー メ ータ

の場合、 ビデオ と は標準モー ド におけ るセンサダ イオード の出力を表し

ています。

標準モー ド では、 EPM-P シ リ ーズパワー メ ータ と E シ リ ーズ E9320 パ
ワーセンサは、 毎秒 20 メ ガサンプルで RF 信号を連続サンプ リ ング し ま

す。 ト リ ガは、 RF 信号パルスの上昇エ ッ ジや下降エ ッ ジから取 り 出され

た り 、 GPIB 入力や TTL 入力で外部制御でき ます。

表 8 センサ帯域幅

*Low、 Medium、 High の各設定では、 デジ タル信号処理方式によ り 、 非

常に鋭いカ ッ ト オフポ イ ン ト を持ったフ ラ ッ ト なフ ィ ルタ応答が得られ

ます。 Off 設定では、 すべての信号調整がな く な り ます。 図 39 を参照し

て く だ さい。

センサ

ビデオ帯域幅設定

Low Medium High Off 
E9321A
E9325A 30 kHz 100 kHz 300 kHz 300 kHz

E9322A
E9326A 100 kHz 300 kHz 1.5 MHz 1.5 MHz*

E9323A
E9327A 300 kHz 1.5 MHz 5 MHz 5 MHz*
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注 大ダ イナ ミ ッ ク レ ンジは、 大センサ帯域幅 と 関係があ り ます。 仕

様については、 E シ リ ーズ E9320 パワーセンサに付属のマニュ アルを参

照し て く だ さい。
EPM-P ユーザーガイ ド 91



E シ リーズ E9320 パワーセンサの使用 パワー メ ータの構成

E4416.book  Page 92  Thursday, July 26, 2001  4:24 PM
パワー メ ータの構成

EPM-P シ リ ーズパワー メ ータに E シ リ ーズ E9320 パワーセンサを接続

する と、 自動的に認識し ます。 センサキ ャ リ ブレーシ ョ ンデータ、 セ

ンサ出力対入力パワーの特性、 周波数、 温度はパワー メ ータが自動的

に読み取 り ます。 

デフ ォル ト チャネルセ ッ ト ア ッ プ
E シ リ ーズ E9320 パワーセンサを接続する と 、 次の Channel Setup が

自動的に構成されます。 プ リ セ ッ ト を行 う と 、 パワー メ ータはこの構

成に戻 り ます。

Channel Setup に対する変更は、 パワーサイ クル後も保存されます。

図 35 E シ リーズ E9320 パワーセンサデフ ォル ト

のチャネルセ ッ ト ア ッ プ
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測定方法

E4416A メ ータ と E シ リ ーズ E9320 パワーセンサによ って、 RF 信号のサ

ンプ リ ングが 20 MHz レー ト で連続的に行われます。 同じ く 、 E4417A で

は、 同じ レー ト で両チャネルのサンプ リ ングが行われます。 連続変調さ

れた信号やシングルイベン ト は、 さ まざ まな ト リ ガ方法で測定でき ま

す。

測定ゲー ト

取 り 込んだ ト レースからの測定データ抽出には、 ト リ ガポ イ ン ト で制御

され、 ト リ ガポ イ ン ト を基準と するゲー ト システムを使用し ます。 各

ゲー ト 時間内の ト レースデータは、 個々の測定計算で引き続き使用し ま

す。 チャネルご と に 高 4 つのゲー ト をセ ッ ト ア ッ プでき ます ( 図 36 参

照 )。

図 36 測定ゲー ト

た と えば図 36 のよ う なゲー ト セ ッ ト ア ッ プでは、 次の項目を同時に測

定でき ます。

• パルスの平均パワーレベル : ゲー ト 1、 平均測定

• ピーク対平均の比 : ゲー ト 1、 ピーク対平均の測定

• パルス ド ループ : ゲー ト 3、 平均測定、 マイナスゲー ト 4、 平均測定

• パルス前方の平均 「オフ」 パワーレベル : ゲー ト 2、 平均測定

ゲー ト 3

ト リ ガ

ゲー ト 2

ゲー ト 4

ゲー ト 1
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測定画面
平均、 ピーク、 ピーク対平均比の測定は、 いずれも各ゲー ト 時間内に

行われ、 図 37 に示すよ う に、 チャネル当た り 12 の測定が行えます。

図 37 チャネル当た り 12 の測定

EPM-P パワー メ ータでは、 12( または 24) の測定すべてを同時に表示す

る こ と はでき ません。 ただし、 測定または測定と ト レースの組み合わ

せは、 高 4 件まで画面に表示でき ます。 4 行あ る測定表示のすべて

に、 4 つのゲー ト の任意の測定結果を表示する こ と ができ る ため、 表示

情報をユーザーが完全に制御する こ と ができ ます。

各表示行に測定フ ィ ー ド が表示されます。 各測定フ ィ ード には 2 つの

独立し た入力であ る、 フ ィ ー ド 1 と フ ィ ー ド 2 があ り ます。 この 2 つ

のフ ィ ー ド 1 と 2 では、 4 つのゲー ト から出力される 12 の測定結果 う

ち、 任意の ものを搬送する こ と ができ ます。

( デュ アルチャネル E4417A の場合、 8 ゲー ト から 24 の測定結果 ) シン

グルモー ド ではフ ィ ー ド 1 だけ表示でき ます。 複合モー ド では、

フ ィ ード 1- フ ィ ード 2 またはフ ィ ード 1/ フ ィ ー ド 2 を表示でき ます。

ゲー ト 1 から 4
ピーク

平均

ピーク対平均
ゲー ト 1

ピーク

平均

ピーク対平均

ピーク

平均

ピーク対平均

ピーク

平均

ピーク対平均

フ ィ ード 1

フ ィ ード 2

フ ィ ード 1

フ ィ ード 2

フ ィ ード 1

フ ィ ード 2

フ ィ ード 1

フ ィ ード 2

ゲー ト 2

ゲー ト 3

ゲー ト 4

チ
ャ

ネ
ル

当
た

り
12

の
測

定
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注 ト レース表示を選択し た場合、 あ く まで目安 と し て利用し て く だ さい。

測定 ト レース を表し てはいますが、 画面解像度によ って解像度は制限

されます。 

ト レース開始 と ト レース長さ のパラ メ ータは、 ゲー ト のセ ッ ト ア ッ プ

と 同じ様に構成でき ます。 さ らに、 振幅のスケー リ ング も構成でき ま

す。
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ピーク対平均
ゲー ト 1

ピーク

平均

ピーク対平均

ピーク

平均

ピーク対平均

ピーク

平均

ピーク対平均

フ ィ ード 1

フ ィ ード 2

フ ィ ード 1

フ ィ ード 2

フ ィ ード 1

フ ィ ード 2

フ ィ ード 1

フ ィ ード 2

シングル

複合

ゲー ト 2

ゲー ト 3

ゲー ト 4

測定フ ィ ード
( シングルまたは複合 )

12
/2

4
測

定
ハ

イ
ウ

ェ
イ

フ ィード 1- フ ィード 2

フ ィード 1/ フ ィ ード 2

シングル

複合

フ ィ ード 1- フ ィ ード 2

フ ィ ード 1/ フ ィ ード 2

シングル

複合

フ ィ ード 1- フ ィ ード 2

フ ィ ード 1/ フ ィ ード 2

シングル

複合

フ ィ ード 1- フ ィ ード 2

フ ィ ード 1/ フ ィ ード 2
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ピークパワー測定の構成

EPM-P は、 初は複雑に思え るかも しれませんが、 ト レースマーカー

を利用するか、 手順を追って数値データ入力を行えば、 測定の構成や

結果の表示は簡単に行 う こ と ができ ます。

測定を構成するには、 測定する信号に関する情報を用意し ます。 た と

えば、 次のよ う な情報があれば、 安定し た ト リ ガ リ ング と 信頼性の高

い測定データが得られます。

• 中心周波数 (CF)

• 変調信号の帯域幅

• 予想される 大パワーレベル と 少パワーレベル

• パルス信号のタ イ ミ ング情報

必要な測定値を構成するには、 キーパッ ド または リ モー ト イ ン ター

フ ェ イ スから数値データ を入力するか、 フ ロ ン ト パネルコ ン ト ロール

で ト レースマーカーをマニ ュ アル配置し ます。 

ト レースマーカーによ るパワー メ ーターのセ ッ ト ア ッ プは対話的なプ

ロセスであ り 、 チャネル、 ト リ ガ リ ング、 ゲー ト 、 測定を行 う 表示機

能 と の対話が必要です。 ただし、 未知の信号を測定するには 適な方法

です。

ヒ ン ト パルス信号のタ イ ミ ング情報を入手でき ないか、 あって も不完全な場

合、 ト レース機能 と マーカー機能で測定を構成し ます。

注 ト レースマーカーを使用するには、 連続または単独 ト リ ガモード を選

択し ます。
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セ ッ ト ア ッ ププロセス

データ入力によるセ ッ ト ア ッ プ
データ入力方式では、 以下の手順で 1 つまたは複数の測定を構成し ま

す。 

1 チャネルセ ッ ト ア ッ プ - センサモード と レ ンジを選択し、 フ ィ ルタ リ

ング、 平均、 帯域幅、 RF 周波数を構成し ます。

2 ゲー ト セ ッ ト ア ッ プ - 測定する信号のゲー ト のタ イ ミ ングを構成し ま

す。

3 ト リ ガセ ッ ト ア ッ プ - セ ッ ト ア ッ プし たゲー ト で必要な信号情報を確

実に取 り 込むための ト リ ガを構成し ます。

4 画面セ ッ ト ア ッ プ - 実行する測定の表示形式を選択し ます。

5 測定セ ッ ト ア ッ プ - セ ッ ト ア ッ プし た画面に表示する測定を割 り 当て

ます。
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ステ ッ プ 1. チャネルセ ッ ト ア ッ プ

• を押し ます。

Channel Setup 画面が表示されます。 構成するチャネルを選択し、 、

、 、 の各キーを操作し て変更するパラ メ ータ を選択し ます。

 を押し て、 必要な設定を構成し ます。

図 38 E シ リーズ E9320 パワーセンサのデフ ォル ト の

チャネルセ ッ ト ア ッ プ

Sensor Mode: Normal では、 ピーク、 ピーク対平均、 平均の各測定

が可能であ り 、 タ イ ムゲー ト 測定に適し ています。
AVG only は、 低レベル信号だけの平均パワーの測定

に適し ています。 CW 信号だけの場合、 −20 dBm よ

り 上で使用すれば、 正確な結果が得られます。

Range:  パワーセンサには、 高レ ンジ と 低レ ンジがあ り ます。

自動レ ンジモー ド の場合、 測定に適し たレ ンジが自
動的に選択されます。 Free Run 取得モード の場合、

入力信号に合ったレ ンジが選択されます。 測定中に
信号がレ ンジのし きい値を越えて急激に上昇する と 、
レ ンジが変更されて新規の測定が実行されます。
ト リ ガによ る取得モー ド では (Cont Trig または Sing 
Trig)、 センサのレ ンジは、 パルスの上昇エ ッ ジで低

から高に、 また下降エ ッ ジでは高から低に切 り 替わ
り ます。 このプロセスでの時間遅延は、 Video B/W

Channel

Change
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を Off に設定し た と きは 4 µs、 High、 Med、 Low の

各設定を使用し た と きは 8 µs ですが、 これが測定の

障害にな る こ と があ り ます。 高低の設定を利用し て
センサを特定レ ンジに固定すれば、 切 り 替え遅延を
避ける こ と ができ ます。

Filter: パワー メ ータでは、 デジ タルフ ィ ルタ を利用し てパ

ワー メ ータの読み取 り 値を平均し ます。 フ ィ ルタ リ
ングは、 標準モー ドや平均専用モード での測定では、
選択ゲー ト の平均測定だけに適用されます。 平均で
き る読み取 り 値の数の範囲は、 1 から 1024 です。 こ

のフ ィ ルタ を使用し て、 ノ イ ズ削減、 必要な解像度
の設定、 測定結果のジ ッ タ削減が実行でき ます。
フ ィ ルタ長の値を増やせば、 測定 ノ イ ズは減 り ます
が、 測定時間が長 く な り ます。

Offset:  テス ト セ ッ ト ア ッ プで利得や損失が判明し た場合、

53 ページの 「オフセ ッ ト の設定」 の説明に従ってオ

フセ ッ ト を設定すれば、 表示される測定結果から こ
れら を除去する こ と ができ ます。

Frequency:  E シ リ ーズ E9320 パワーセンサでは、 キ ャ リ ブレー

シ ョ ン係数 と 周波数依存線形エ ラーが完全に補正さ
れています。 補正データは、 センサの接続時に メ ー
タにダウ ン ロード されます。 高精度で測定する ため
に、 測定する RF 信号の周波数を入力し て く だ さい。 

ヒ ン ト 周波数を入力する と 、 特に信号間の比較測定の場合、 測定不確定要素

を大幅に削減でき ます。

FDO Table: テス ト セ ッ ト ア ッ プで利得や損失が判明し た場合、

周波数依存オフセ ッ ト テーブルをセ ッ ト ア ッ プし て
利用すれば、 表示される測定結果から これら を除去
する こ と ができ ます。 53 ページの 「オフセ ッ ト の設

定」 を参照し て く だ さい。

Video Avg:  ビデオ平均では、 デジ タルフ ィ ルタ を利用し て ト リ

ガ信号の繰 り 返し を平均し ます。 平均でき る取得信
号の数は、 1 から 256 です。 ビデオ平均では、 多 く の

取得信号を平均し て表示 ト レース を ス ムージング し、
あ き らかな ノ イ ズを削減し ます。 測定には連続し て
反復する信号が必要です。 フ ィ ルタの値を増やせば、
ノ イ ズは減 り ますが、 測定時間が長 く な り ます。
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Video B/W:

変調信号帯域幅の近似値、 またはそれを越え る値を
選択し ます。 これはセンサによ って異な るので注意
し て く だ さい (90 ページの表 8 参照 )。 ビデオ帯域幅

設定で得られるパス帯域の形状はフ ラ ッ ト で、 非常
に鋭いカ ッ ト オフがあ り 、 指定帯域におけ るパワー
測定の精度を確保し ています。

図 39 帯域幅フ ィ ルタ形状

4 番めのフ ィ ルタ Off 設定が実行されます。 これによ

り 約 3dB のロールオフが 大センサ帯域幅で実行さ

れ、 Low、 Med、 High の各設定で使用される鋭い

カ ッ ト オフ フ ィ ルタによ る リ ンギング効果を除去で
き るので、 ト レース を正確にキ ャプチャする こ と が
でき ます。 図 39 は、 E9323A パワーセンサ と E9327A
パワーセンサに対応する フ ィ ルタ形状を示し ます。
90 ページの表 8 は、 すべての帯域幅設定を ま と めた

ものです。 信号で必要な帯域幅よ り 少しだけ高い帯
域幅を選択する と 、 ノ イ ズを削減でき る と と もに

-3.5 dB

300kHz 1.5MHz 5MHz

0

周波数

振幅 E9323A センサと E9327A センサ

Approx 

High

Med

Low

Off 

Meter B/W
設定
100 EPM-P ユーザーガイ ド



ピークパワー測定の構成 E シ リーズ E9320 パワーセンサの使用

E4416.book  Page 101  Thursday, July 26, 2001  4:24 PM
ピーク測定時の精度を改善でき ます。 ただし、 取得
時間が長い場合、 処理速度が低下し ます。

Step Detect:  測定パワーに大き なステ ッ プが検出されてから フ ィ

ルタが安定化する までの時間を短縮する ために、 測
定パワーにステ ッ プ増減があ る と フ ィ ルタ を再初期
化する よ う 設定する こ と ができ ます。 ステ ッ プ検出
は、 マニ ュ アルフ ィ ルタモード と 自動フ ィ ルタモー
ド のどち らで も設定でき ます。
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ステ ッ プ 2. ゲー ト セ ッ ト ア ッ プ

•  を押し ます。

Channel Gates 画面が表示されます。

図 40 ゲー ト 画面

• 初に、 、 、 、 の各キーを操作し て、 構成するゲー ト の Gate 
Start 値を選択し ます。 

注 ゲー ト 開始時間は、 ト リ ガ イベン ト に関係し ます。 値が正の場合、 ト

リ ガ後に測定ゲー ト が 大 1 秒間開き ます。 ト リ ガ前に 大 1 秒間

ゲー ト を開いてお く には、 負の Time Gate Start 値を使用し ます。 

•  を押し、 、 、 、 の各キーを操作し て、 Time Gating 
Start ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウに必要な値を構成し ます。 

図 41 Time Gating Start ポ ッ プア ッ プ

• 必要な秒、 ミ リ 秒、 マイ ク ロ秒 ( 、 、  ) のキーを押し て、 入力

を終了し ます。

Gates

Change

s ms us
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• Gate Length パラ メ ータ を選択し、 を押し ます。 、 、 、

の各キーを操作し て、 Time Gating Length ポ ッ プア ッ プウ ィ ン

ド ウに必要な値を構成し ます。 大 1 秒を指定でき ます。

図 42 Time Gating Length ポ ッ プア ッ プ

• 必要な秒、 ミ リ 秒、 マイ ク ロ秒 ( 、 、 ソ フ ト キーを押し て入力

を終了し ます。

• 必要なすべてのゲー ト をセ ッ ト ア ッ プする まで、 以上の操作を繰 り

返し ます。

注 ゲー ト の長さは、 ゲー ト 開始からの時間です。 指定でき るのは正の値

だけです。 

Change

s ms us
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ステ ッ プ 3. ト リ ガセ ッ ト ア ッ プ

• を押し ます。

Trigger メ ニューが表示されます。 (Trigger メ ニューは、 Channel 
Setup で Sensor Mode が AVG only に設定されている と オフにな り ま

す。 )

ト リ ガ状態は Trigger メ ニューの  ラベルの下にも表示

されます。 図 43 は、 Free Run モード でパワー メ ータ を表示し ます。 こ

のモード では、 メ ータはセンサ入力時にどの変調 RF 信号にも同期し ま

せん。 し たがって、 構成時間ゲー ト 内のパワーレベルはラ ンダム と な

り 、 表示測定結果は無効にな り ます。

図 43 Trigger メ ニュー - Free Run モー ド

注 上部ウ ィ ン ド ウの 記号は、 パワー メ ータがフ リ ー実行モード であ る

こ と を表し ます。  を押し て Stop を選択する と 、 記号は に

な り 、 測定が一時停止し ます。

測定ゲー ト を使用するには、 パワー メ ータに ト リ ガをかけます。 ト リ

ガは測定パワーの上昇や下降から取 り 出すこ と もできれば、 Ext Trig 入

力や GPIB で外部制御する こ と もでき ます。 ホール ド オフ、 ヒ ステ リ シ

ス、 遅延などその他の機能は、 ト リ ガの安定 と 信頼性を高める ための

補助制御機能です。

Trigger

Acqn Free Run

Stop Run
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•   を押し て ト リ ガを構成し ます。 

–  または を選択し ます。  は、 シングル

シ ョ ッ ト モード です。 ト リ ガ後、 測定は一時停止し、 記号が表示

され Stop がハイ ラ イ ト し ます。 別の測定を開始するには、

 を押し て Run を選択し、 次の ト リ ガを待ちます。

•  を押し て残 り の ト リ ガパラ メ ータ を構成し ます。

図 44 ト リ ガ設定メ ニュー 1 of 2

ト リ ガ設定 メ ニ ューは 2 ページ構成です。 図 44 はその う ちの 1 ページ

を示し ています。

ヒ ン ト ト リ ガ設定を簡単にチェ ッ ク でき る よ う 、 ト リ ガパラ メ ータの現在の

設定がすべて、 各ソ フ ト キーラベルの下に表示されます。

 現在の設定は、  ラベルの下に表示されます。

測定ウ ィ ン ド ウ をシングルニ ュー メ リ ッ ク モード で
構成する と きには、 ト リ ガ ソースは ト リ ガ記号の横

に表示されます。 外部 ト リ ガ ( ) を選択する と 、

パワー メ ータは Ext Trig(TTL ト ラ ンジシ ョ ンエ ッ ジ )
入力または リ モー ト コマン ド で ト リ ガでき ます。 
こ の設定を変更するには、  を押し て、  また

は を選択し ます。 

  キーは、 ト リ ガ  が選択されている

と きにだけ使用でき ます。 再び現在の設定がラベル

Acqn Free Run

Sing Trig Cont Trig Sing Trig

Stop Run

Settings

Channel A は、
ト リガソースです。

Source Source

Ext

Source Ext
Int

Mode Mode Source Int
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の下に表示されます。  を選択する と 、 ト リ ガ と

し て使用する RF パワーレベルの ト ラ ンジシ ョ ンを選

択でき ます。 パワー メ ータは、  を選択し てお

く と 、 ト リ ガするパワーレベル ト ラ ンジシ ョ ンを自
動的に検出し ます。

この設定を変更するには、  を押し て、  また

は を選択し ます。 

  は、  ト リ ガが選択されている場合のみ使

用でき ます。 現在の設定は  ラベルの下に表示さ

れます。 入力でき る 小パワーレベルは、 大セン
サパワーよ り 40 dB 下のレベルです。 こ の設定を変

更するには、  を押し、 、 、 、 の各キーを

操作し て新しい値を入力し ます。

図 45 Trigger Level ポ ッ プア ッ プ

入力を終了するには、 を入力し ます。

 現在の設定は  ラベルの下に表示されます。 遅

延時間と は、 ト リ ガ イベン ト が発生し てからすべて
のゲー ト が開始する までの時間です。 遅延時間を利
用すれば、 1 つの変更設定を元にすべてのゲー ト を同

じ時間だけシフ ト する こ と ができ ます。 大 1 秒の遅

延時間を設定でき ます。 こ の設定を変更するには、

 を押し、 、 、 、 の各キーを操作し て新

Norm

AutoLvl

Mode Norm
AutoLvl

Level Level Norm
Level

Level

dBm

Delay Delay

Delay
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しい値を入力し ます。

図 46 Trigger Delay ポ ッ プア ッ プ

入力を終了するには、 、  または を押し ます。

  を押し て メ ニューの 2 ページ目を表示し ます。 

図 47 ト リ ガ設定メ ニュー 2 of 2

 現在の設定は  ラベルの下に表示され、 記号ま

たは 記号がシングルニュー メ リ ッ ク表示モード で

表示されます。  ( および ) を使用する と 、 増加パ

ワーレベルから ト リ ガを生成でき ます。 同様に、 (
および ) では、 減少パワーレベルまたは外部 TTL ト

ラ ンジシ ョ ンから ト リ ガを生成でき ます。

こ の設定を変更するには、  を押し、 状況に応じ

て  または  をハイ ラ イ ト させます。

 現在の設定は  ラベルの下に表示されます。

ト リ ガ イベン ト の発生後、 ト リ ガ機能は設定し た時
間についてオフにな り ます。 これによ り 、 た と えば

s ms us

More

上昇エ ッ ジ ト リガ

Slope Slope

+
–

Slope
+ –

Holdoff Holdoff
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非定常振幅変調を行った TDMA 信号など、 複数の

エ ッ ジがあ る信号で も安定し た ト リ ガを実行する こ
と ができ ます。 設定でき る値は 大 400 ms です。

この設定を変更するには、  を押し、 、 、

、 の各キーを操作し て新しい値を入力し ます。

図 48 Trigger Hold off ポ ッ プア ッ プ

入力を終了するには、 、 または を入力し ます。

 現在の設定は  ラベルの下に表示されます。

ヒ ステ リ シス機能によ り 、 RF パワーレベルが ト リ ガ

レベルに達し て新たな ヒ ステ リ シス値が追加されな
い限 り ト リ ガが行われないよ う にし て、 安定し た ト
リ ガの生成を促し ます。 ヒ ステ リ シス機能は上昇
エ ッ ジ と 下降エ ッ ジのどち らの ト リ ガ生成にも適用
でき ます。 大 3dB ヒ ステ リ シス を指定でき ます。

Rising edge:

上昇パワー ト ラ ンジシ ョ ンでパワー メ ータ
に ト リ ガがかかる と 、 ト リ ガシステムはオ
フにな り ます。 別の上昇パワー ト ラ ンジ
シ ョ ンがあって も、 パワー メ ータには ト リ
ガはかか り ません。 設定された ヒ ステ リ シ
ス値分だけ ト リ ガレベルを下まわる値ま
で、 入力パワーのレベルが下がら ない と 、
ト リ ガシステムは再起動し ません。

Falling edge:

下降パワー ト ラ ンジシ ョ ンでパワー メ ータ
に ト リ ガがかかる と 、 ト リ ガシステムはオ
フにな り ます。 別の下降パワー ト ラ ンジ
シ ョ ンがあって も、 パワー メ ータには ト リ
ガはかか り ません。 設定された ヒ ステ リ シ

Holdoff

s ms us

Hysteresis Hysteresis
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ス値分だけ ト リ ガレベルを上まわる値ま
で、 入力パワーのレベルが上がら ない と 、
ト リ ガシステムは再起動し ません。

こ の設定を変更するには、  を押し、 、 、

、 の各キーを操作し て新しい値を入力し ます。

図 49 Trigger Hysteresis ポ ッ プア ッ プ

入力を終了するには、 を入力し ます。

 現在の設定は  ラベルの下に表示されます。 
TTL レベル高は、  が設定されてパワー メ ータに ト

リ ガがかかっている時に、 リ アパネル TRIG OUT 
BNC コネ ク タに出力されます。

こ の設定を変更するには、  を押し、 状況に応

じ て  または  をハイ ラ イ ト させます。

Hysteresis

dB

Output Output
On

Output
On Off 
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ステ ッ プ 4. 画面セ ッ ト ア ッ プ

このステ ッ プでは、 まず、 目的の表示形式で測定結果を表示でき る よ

う パワー メ ータがセ ッ ト ア ッ プされているかど う かを確認し ます。

•  、  を押し て、 表示形式 メ ニューの 初のページを表

示し ます。

図 50 Display Type メ ニュー

• 、 キーか キーを使用し て、 測定結果ウ ィ ン ド ウ を選択し

ます。 目的の表示タ イプを メ ニューから選択し ます。 
 

 

 

 

Meas
Display Disp Type

選択したウ ィ ン ド ウ
( ハイ ラ イ ト している )

Single Numeric

Dual Numeric
選択した測定
( 矢印で指示 )

Analog

Trace

ト リガインジケータ
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ステ ッ プ 5. 測定のセ ッ ト ア ッ プ

数値形式

表示された測定結果を  または  形式で構成

するには、 次のよ う に行います。

•   を押し て 、 、 の各キーを操作し、 構成する測定ウ ィ

ン ド ウ または測定行を選択し ます。 

•  を押し ます。

図 51 下部ウ ィ ン ド ウ / 下部測定セ ッ ト ア ッ プ

シングル機能の
測定

•  を押し て、 SINGLE を選択し ます。

• 、 、 、 の各キー、 な らびに  キーを操作し て、 測定タ

イプをゲー ト 番号に割 り 当てます。 

図 51 は、 下部ウ ィ ン ド ウの下部測定行のゲー ト 1 に割 り 当て られた平

均測定です。 ( シングルチャネル メ ータが表示されているので Channel
ラベルはオフです。 )

•   を押すと セ ッ ト ア ッ プが終了し、 測定結果画面が表示されま

す。 

• 、 、 の各キーを操作し て、 次に構成する測定ウ ィ ン ド ウ ま

たは測定行を選択し ます。 

Single Numeric Dual Numeric

Meas
Setup

Meas Select

Function

Change

Done
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複合測定 •   を押し て COMB を選択し ます。

• 、 、 、 の各キー、 な らびに  キーを操作し て、 測定タ

イプをゲー ト 番号に割 り 当てます。 

図 52 は、 複合測定の構成を示し た ものです。 3dB 表示オフセ ッ ト では、

チャネル A のゲー ト 1 ピークパワーから ゲー ト 3 ピークパワーがマイ

ナス され、 下部表示ウ ィ ン ド ウの上部測定行に表示されます。 ( シング

ルチャネル メ ータが表示されているので Channel ラベルはオフです。 )

図 52 測定セ ッ ト ア ッ プの例

•  を押し て入力を終了し ます。 測定の構成も結果と 一緒に表示さ

れます。 図 53 は、 下部ウ ィ ン ド ウにあ らかじめ構成された両方の測

定結果です。

図 53 測定例の表示

必要なすべての数値表示をセ ッ ト ア ッ プする まで、 以上の操作を繰 り

返し ます。

Function

Change

Done
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アナログ形式

 形式で表示された測定を構成するには、 次のよ う に行います。

• 、 キーか キーを使用し て、 アナロ グ測定ウ ィ ン ド ウ を選

択し ます。

• を押し ます。 

図 54 下部ウ ィ ン ド ウのアナログ画面

 と  の各ス ケール値がアナロ グ画面上 と ソ フ ト キーラベル横に

表示されます。

•  を押し、 、 、 、  の各キーを操作し て、 Meter Maximum 
ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウに必要な値を設定し ます。 、 、

または を押し て入力を終了し ます。

図 55 Meter Maximum ポ ッ プア ッ プ

Analog

Anlg Mtr Scaling

Max Min

Max
dBm mW 

uW nW 
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• 同じ よ う に、  を押し、 、 、 、 の各キーを操作し て、 Meter 
Minimum ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウに必要な値を設定し ます。 、

、 または を押し て入力を終了し ます。

図 56 Meter Minimum ポ ッ プア ッ プ

ヒ ン ト アナロ グ測定に線形ス ケー リ ングを選択し ている場合、 必要な単位が

表示 メ ニューのレ ンジ外にあ る と きは、 補助 メ ニューを使用でき ます。

ポ ッ プア ッ プが表示された ら、  を押し て増分 / 減分乗数 メ ニ ュー

を呼び出し ます。 必要な単位を  または

 で表示させます。 単位ソ フ ト キー ( ) を押し て

入力を終了し ます。

Min
dBm

mW uW nW 

More

これらのキーを押して、必要な単位を選択し ます。

Increment Multiplier

Decrement Multiplier xW
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ト レース形式

 形式で表示された測定を構成するには、 次のよ う に行います。

•  を押し、 、 、 の各キーを操作し て、 ト レース ウ ィ ン ド

ウ を選択し ます。

• 、  を押し て Trace Setup メ ニューを表示し ます。 

図 57 下部ウ ィ ン ド ウの ト レース画面

• 、  、 、  キーを操作し て必要なパラ メ ータ を選択し ます。

•  を押し、 ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウで必要な値を構成し ます。 

を押し て入力を終了し ます。

図 58 Trace Maximum ポ ッ プア ッ プ

• 同様に、 必要に応じ て各パラ メ ータ を選択し、 適切な単位キーを押

し て入力を完成し ます。

注 ト レース開始時間は、 選択し た ト リ ガポイ ン ト が基準にな り ます。 正の

値を指定する と、 ト リ ガ イベン ト の 大 1 秒後に ト レースが開始し ま

す。 負の値を指定する と、 ト リ ガ イベン ト の 大 1 秒前に ト レースが開

始し ます。 

Trace
Meas
Display

Channel
Trace Setup

Change
dBm 
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ト レースマーカーによるセ ッ ト ア ッ プ
ト レースマーカーで測定をセ ッ ト ア ッ プする場合、 測定する信号の情

報はデータ入力方式よ り も少な く てすみます。 操作は似ていますが、 手

順は異な り 、 それほど厳密な操作で も あ り ません。 一方で、 測定のセ ッ

ト ア ッ プには、 パワー メ ーターコ ン ト ロール間でよ り 多 く の反復作業

が必要にな り ます。

画面はい く つかの測定結果で構成でき ますが、 図 59 に示すよ う に、 提

供される情報で十分であ り 、 追加画面のセ ッ ト ア ッ プが不要な場合が

あ り ます。

図 59 ゲー ト 制御メ ニューと画面

注 変調信号の帯域幅がわから ない場合、 セ ッ ト ア ッ ププロセス時に、 パ

ワーセンサーの帯域幅が過剰または不足し ている こ と が判明する こ と

があ り ます。
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ト レースやマーカーコ ン ト ロールに慣れる までは以下のプロセス を適

当に繰 り 返し てみま し ょ う 。

• チャネル - センサモード と レ ンジを選択し、 フ ィ ルタ リ ング、 平均、

帯域幅、 RF 周波数を構成し ます。

• ト リ ガ - 必要な イベン ト で メ ーターに ト リ ガがかかる よ う 、 ト リ ガを

構成し ます。

• ゲー ト  - Gate Ctrl and Trace Ctrl メ ニューでは、 表示信号上のゲー ト

タ イ ミ ング と ト リ ガポ イ ン ト を構成し ます。

• 画面 - 実行する測定の表示形式を選択し ます。

• 測定セ ッ ト ア ッ プ - セ ッ ト ア ッ プし た画面に表示する測定を割 り 当て

ます。

チャネル を押し ます。 98 ページの 「ステ ッ プ 1. チャネルセ ッ ト ア ッ プ」 を

参照し、 入手でき る限 り の情報で Channel Setup テーブルを構成し ま

す。 Video B/W: と Video Avg: が Off に設定されている こ と を確認し ま

す。 帯域幅、 フ ィ ルタ リ ング、 平均は後で調整し て測定精度を上げる こ

と ができ ます。 

図 60 E シ リーズ E9320 パワーセンサ のデフ ォル ト チャネ

ルセ ッ ト ア ッ プ

注 Sensor Mode: ゲー ト 制御画面 と ト レース制御画面をア ク セスでき る よ

う Normal に設定し ます。 

Channel
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ト リ ガ ゲー ト 制御画面 と ト レース制御画面にア ク セスでき る よ う 、 パワー

メ ーターは ト リ ガ状態にし ておき ます。

 を押し、 104 ページの 「ステ ッ プ 3. ト リ ガセ ッ ト ア ッ プ」 を参照

し て適切な ト リ ガを構成し ます。 ト リ ガ遅延タ イ ミ ングはマーカーで も

構成でき ます。 

図 61 Trigger メ ニュー - Free Run モー ド

Trigger
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ゲー ト ゲー ト 制御 メ ニ ューを呼び出すには、 、 、 . を

押し ます。

図 62 G ゲー ト 制御メ ニューと画面

  を押すと 、 各チャネルで使用でき る 4 つのゲー

ト を ス ク ロールでき ます。 表示されるゲー ト は  
ソ フ ト キーの下にハイ ラ イ ト 表示され、 また画面左
上のチャネル / ゲー ト 注釈に も表示されます。

 を押す と 、 ゲー ト マーカーや ト リ

ガマーカーが表示されます。

 を選択し た と き、 マーカー 1 と 2 は、 測定ゲー

ト の開始ポ イ ン ト と 終了ポイ ン ト を表し ます。

  を選択する と 、 ト リ ガ遅延を調整でき ます。 詳
細については、 再度 104 ページの 「ステ ッ プ 3. ト リ

ガセ ッ ト ア ッ プ」 を参照し て く だ さい。

Channel Gates Gate Control

Trace Markers

Gate Gate
Gate

Select Mrks Tgdel Select Mrks Tgdel

Mrks Mrks

Tgdel TgDel
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注 選択し た ト リ ガポイ ン ト は、 すべての ト リ ガゲー ト のタ イ ミ ングの基

準ポイ ン ト にな り ます。

図 63 T ト リ ガマーカー - マイナス遅延 

 や ハード キーを押す と、 ト リ ガ遅延を増減で

き ます。 選択し た ト リ ガポイ ン ト は . で表し ます。 
ト リ ガ イベン ト は . で表し ます。 構成された値は 

 ソ フ ト キーの下に表示されます。

 ト リ ガ遅延値は  ソ フ ト キーの下に表示さ

れます。

ト リ ガ遅延のセ ッ ト ア ッ プ方法には、  を押

し、 ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウに値を入力する方法も
あ り ます。

 を押すと 、  がハイ ラ イ ト 表示にな り 、 ト

レースマーカーが再び表示されます。 

  必要なマーカーを選択するには、  を押し ます。 
選択し たマーカーを移動するには、  や  ハード

キーを押し ます。 

Trigger Markers

Trig Delay

Trig Delay Trig Delay

Trig Delay

Select Mrks

Marker 1 2 Marker 
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注  や  k キーを押し て離す と ゲー ト マーカーと ト リ ガマーカーは 1 ピ

ク セル移動し ます。 キーを押し たま まにする と 、 ゲー ト マーカーと ト リ

ガマーカーは 大 5 ピ ク セル移動し ます。 1 ピ ク セル当た り の時間を短

縮するには、 表示される ト レースの長さ を短縮し ます。 

 Trace Ctrl メ ニューを表示するには を

押し ます。

表示される ト レースの垂直パラ メ ータ と 水平パラ

メ ータはテーブルに表示されます。 、 、 、  
キーは、 パラ メ ータの選択に使用し ます。 選択し たパ

ラ メ ータの増減には、  または  ソ フ ト キーを使用

し ます。 ゲー ト マーカーのセ ッ ト ア ッ プを しやすいよ

う 、 必要に応じ てス ケール と ト レース表示を配置し
ます。 

図 64 ト レース制御画面

ヒ ン ト ゲー ト をズーム イ ンするには、 まず Start: パラ メ ータ を調整し てゲー

ト マーカーを画面左に配置し ます。 次に、 Length: パラ メ ータの値を削

減し ます。 Start: パラ メ ータ を必要に応じ て再調整し ます。 マーカータ

イ ミ ングは ト リ ガポイ ン ト に連動するので、 ト レースの一定位置から

動き ません。 ゲー ト マーカーの調整には Gate Ctrl メ ニ ューが必要です。

  を押し て Gate Ctrl 画面を表示し、 ゲー

ト セ ッ ト ア ッ プを し ます。

必要なすべてのゲー ト を構成する まで、 以上の操作を繰 り 返し ます。

Trace Control Trace Control

Gate Control Gate Control
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画面 次は、 を押し て、 測定結果を表示する画面を構成し ます。 110 ペー

ジの 「ステ ッ プ 4. 画面セ ッ ト ア ッ プ」 を参照し て く だ さい。 

ヒ ン ト ト レース画面でウ ィ ン ド ウのどれかを構成する場合、 を押せば

Gate Ctrl 画面を簡単に表示でき ます。

図 65 Bluetooth 信号と マーカー表示

測定のセ ッ ト
ア ッ プ

必要な画面で両方のウ ィ ン ド ウ を構成し終わった ら、 111 ページの 「ス

テ ッ プ 5. 測定のセ ッ ト ア ッ プ」 に従って、 測定をセ ッ ト ア ッ プし ます。

.

Meas
Display
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測定例

こ の測定例では、 Enhanced Data for Global Evolution ( あ るいは Enhanced 
Data for GSM Evolution) 信号を測定するパワー メ ータの構成を行います。

ト リ ガは、 バース ト の上昇エ ッ ジ と し ます。 パワー上昇の ト ラ ンジシ ョ

ン時にパワー メ ータの ト リ ガがかかる と 、 測定ゲー ト は、 ト リ ガの 20 
µs 後 520 µs 間における平均パワーを測定する構成にな り ます。 下部

ウ ィ ン ド ウには数値形式でピーク と ピーク対平均の測定結果が表示さ

れ、 上部ウ ィ ン ド ウにはパワー ト レースが ト リ ガの 40 µs 前に開始し て

表示される よ う 構成されます。

ステ ッ プ 1. チャネルセ ッ ト ア ッ プ

1. を押し ます。 Channel Setup 画面が表示されます。 

2. 構成するチャネルを選択し ます。

3. 、 、 、 の各キー、 な らびに  キーを操作し て、 表 9 の

設定を構成し ます。

Channel

Change
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表 9 測定例 Channel Setup

* 適化されたダ イナ ミ ッ ク レ ンジを持ち、 300 kHz 帯域幅において低

レベルが安定し ている E9321A センサ と E9325A センサが も適し てい

ます。

注 プ リ セ ッ ト 後、 すべてのセンサの Video B/W はデフ ォル ト で High に
な り ます。

ステ ッ プ 2. ゲー ト セ ッ ト ア ッ プ

ト リ ガの 20 µs 後に開始し、 520 µs 間続 く 測定を 1 ゲー ト だけセ ッ ト

ア ッ プし ます。

1. を押し ます。 Channel Gates 画面が表示されます。 

2. 、 、 、 の各キー、 な らびに  キーを操作し て、 表 10
の設定を構成し ます。

表 10 測定例のゲー ト 構成

パラ メ ータ 設定

Sensor Mode: NORMAL
Range: AUTO

Filter: AUTO
Offset: Off 

Frequency: 900 MHz
FDO Table: Off 
Video Avg: Off 
Video B/W: E9321A*, E9325A* - High

E9322A, E9326A - Med
E9323A, E9327A - Low

Step Detect: On

Gates

Change

パラ メ ータ 設定

Gate1 Start: 20 µs
Length: 520 µs
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Gate2 Start: 0
Length: 0

Gate3 Start: 0
Length: 0

Gate4 Start: 0
Length: 0

パラ メ ータ 設定
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ステ ッ プ 3. ト リ ガセ ッ ト ア ッ プ

現在の ト リ ガは、 上昇エ ッ ジのパワーレベル -20 dBm で構成されてい

ます。 ト リ ガのホール ド オフ も 4275 µs にセ ッ ト ア ッ プされ、 ト リ ガが

オフになるので、 同じ ス ロ ッ ト が次のフ レームで も測定されます。 ま

た、 ト リ ガを再発させるバース ト 間の小規模なパワー ト ラ ンジシ ョ ン

を防ぐため、 ト リ ガ ヒ ステ リ シス も組み込まれています。

表 11 のよ う に ト リ ガを構成し ます。

表 11 測定例の ト リ ガ構成

1. を押し ます。 Trigger メ ニューが表示されます。 

2. 、 を押し ます。

3. 、 、 を押し ます。

4. 、 を押し ます。

5. を押し ます。 、 、 、  の各キーを操作し て、 ト リ ガレベ

ルを  −20 dBm に設定し ます。

6.  を押し て、 メ ニューの 2 ページ目に移動し ます。

7.  を押し て を選択し ます。

8. を押し ます。 、 、 、 の各キーを操作し て、 4275 µs を
入力し ます。

9. を押し ます。 、 、 、 の各キーを操作し て、 3 dBm
を入力し ます。

パラ メ ータ 設定

Acqn: Cont Trig
Source: Int ( 内部 )

Trigger Level: −20 dBm
Slope: + ( 上昇 )

Holdoff: 4275 µs
Hysteresis: 3.0 dB

Output: Off 

Trigger

Acqn Cont Trig

Settings Source Int

Mode Norm

Level

More

Slope +

Holdoff

Hysteresis
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ステ ッ プ 4. 画面セ ッ ト ア ッ プ

測定を構成する前に、 まずデュ アルニュー メ リ ッ ク ウ ィ ン ド ウ と ト

レース ウ ィ ン ド ウの画面をセ ッ ト ア ッ プし ます。 画面を構成するには、

次のよ う に操作し ます。

1. を押し ます。 Disp Form メ ニ ューが表示されます。 

2. 、 、 の各キーを操作し て、 上部ウ ィ ン ド ウ を選択し ます。

3. 、 を押し ます。

4. 、 、 の各キーを操作し て、 下部ウ ィ ン ド ウ を選択し ます。

5. を押し ます。

ステ ッ プ 5. 測定セ ッ ト ア ッ プ

以上で、 デュ アルニュー メ リ ッ ク ウ ィ ン ド ウにゲー ト 1 の平均パワー

と ピーク対平均比を表示する よ う に構成でき ま し た。 ト レース ウ ィ ン

ド ウは、 ト リ ガの 20 µs 前から 700 µs 間 RF バース ト を表示する よ う 構

成されま し た。 測定の構成は次のよ う に行います。

1. を押し ます。

2. 、 、 の各キーを操作し て、 下部ウ ィ ン ド ウの上の測定結果

を選択し ます。

3. を押し ます。 、 、 、 の各キーを操作し て、 ゲー

ト 1 の平均測定をセ ッ ト ア ッ プし ます。

4. を押し ます。

5. 、 、 の各キーを操作し て、 下部ウ ィ ン ド ウの下の測定結果

を選択し ます。

6. を押し ます。 、 、 、 の各キーを操作し て、 ゲー

ト 1 のピーク対平均測定をセ ッ ト ア ッ プし ます。

7. を押し ます。

8. を押し ます。

9. 、 、 の各キーを操作し て、 上部ウ ィ ン ド ウ を選択し ます。

Meas
Display

Disp Type Trace

Dual Numeric

Meas
Setup

Meas Select

Done

Meas Select

Done
Meas
Display
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10. 、  を押し、 以下のよ う にパラ メ ータ をセ ッ ト ア ッ

プし ます。

表 12 ト レースセ ッ ト ア ッ プパラ メ ータ

図 66 測定例の測定画面

ヒ ン ト 測定速度を上げるには、 Filter: を MAN(Channel Setup 画面で ) に設定

し、 フ ィ ルタ値を下げます。 逆に、 低パワーレベルの測定で安定し た

測定を行いたい場合には、 フ ィ ルタ値を上げます。 ただし、 フ ィ ルタ

値を上げる と測定速度が遅 く な り ます。

E シ リ ーズ E9320 パワーセンサの 大パワーレベルは +20 dBm です。

ト ラ ン ス ミ ッ タ出力の直接測定では、 減衰が必要な場合があ り ます。

減衰値を Offset: ( 、 ) に入力し、 表示される測定結果

を補正し ます。

Channel Trace Setup

Parameter Setting
+20 dBm

-35 dBm

-40 ms

700 ms

Max

Min

Start

Length

Meas
Setup Meas Select
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プ リ イ ンス ト ール測定セ ッ ト ア ッ プの
使用

GSM900、 EDGE、 NADC、 iDEN、 Bluetooth、 cdmaOne、 W-CDMA、 お

よび cdma2000 に関し ては、 測定セ ッ ト ア ッ プのプ リ イ ン ス ト ールによ

り 、 これら共通無線通信形式の測定に要する時間を削減する こ と がで

き ます。  キーを押し、 カーソルキーを使用し て表示された リ ス ト

から必要な形式を選択すれば、 プ リ イ ン ス ト ールの測定セ ッ ト ア ッ プ

を呼び出すこ と ができ ます。

図 67 プ リ セ ッ ト 選択画面

必要に応じ て、 79 ページの 「パワー メ ータ構成の保存と 呼び出し」 を

使用し て、 独自の要求に合わせてセ ッ ト ア ッ プを変更し て保存する こ

と ができ ます。

注 • パワーセンサが接続されていなかった り 、 E シ リ ーズ E9320 パワー

センサ以外のパワーセンサが接続されている場合、 プ リ イ ン ス ト ー

ルセ ッ ト ア ッ プ メ ニューのキーは使用でき ません。

•  E シ リ ーズ E9320 パワーセンサ および E シ リ ーズ E9320 パワーセン

サ 以外が、 デュ アルチャネル メ ータに接続されている場合、 E シ

リ ーズ E9320 パワーセンサに接続されたチャネルだけが構成されま

す。 その他のチャネルは、 標準設定で構成されます。

Local
Preset
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• 2 つの E シ リ ーズ E9320 パワーセンサがデュ アルチャネル メ ータに

接続されている場合、 チャネルは両方 と も同じ値に構成されます。

違いが生じ るのは、 要求される帯域幅が各センサに適合する設定を

必要と する場合だけです。
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GSM の測定

GSM900 の構成は、 を押し、 および キーを使用し て GSM900

を選択する と 利用でき ます。  キーを押す と 、 処理を終了し ま

す。

プ リ イ ン ス ト ールのセ ッ ト ア ッ プでは、 パワー メ ータは、 GSM RF バー

ス ト での平均パワー測定に構成されます。 ト リ ガは、 バース ト の上昇

エ ッ ジ と し ます。 GSM バース ト の 「有用」 部は、 上昇時間 28 µs では

542.8 µs 続き ます。 パワー上昇の ト ラ ンジシ ョ ン時にパワー メ ータの ト

リ ガがかかる と、 測定ゲー ト は、 ト リ ガの 20 µs 後 520 µs 間におけ る平

均パワーを測定する構成にな り ます。 

下部ウ ィ ン ド ウには数値形式で平均パワーが表示され、 上部ウ ィ ン ド

ウにはパワー ト レースが ト リ ガの 40 µs 前に開始し て表示される よ う 画

面 ( 図 68) は構成されています。 表 13 に構成を示し ます。

図 68 GSM の測定画面

Local
Preset

Confirm
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表 13 GSM900 の構成

パラ メ ータ 設定

最適化されたダイナ ミ ッ ク レ ンジを持ち、 300 kHz 帯域幅に

おいて低レベルが安定し ている E9321A センサと E9325A セ

ンサが最も適し ています。 ( プ リ セ ッ ト 後、 すべてのセンサの

Video B/W はデフ ォル ト で High にな り ます。 )
Sensor Mode: Normal

Range: AUTO
Filter: AUTO

Offset: Off 
Frequency: 900 MHz
FDO Table: Off 
Video Avg: Off 
Video B/W: E9321A, E9325A - High

E9322A, E9326A - Med
E9323A, E9327A - Low

Step Detect: On

ト リ ガの 20 µs 後に開始し、 520 µs 間続 く 測定を 1 ゲー ト だ

けセ ッ ト ア ッ プ し ます。

Gate1 Start: 20 µs
Length: 520 µs

Gate2 Start: 0
Length: 0

Gate3 Start: 0
Length: 0

Gate4 Start: 0
Length: 0

ト リ ガは上昇エ ッ ジで- 20 dBm に構成されます。 ト リ ガの
ホールド オフ も 4275 µs にセ ッ ト ア ッ プ され、 7.5 タ イムス

ロ ッ ト の ト リ ガがオフになるので、 同じ スロ ッ ト が次のフ
レームでも測定されます。 

Channel

Gates

Trigger
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ヒ ン ト 測定速度を上げるには、 Filter: を MAN(Channel Setup 画面で ) に設定

し、 フ ィ ルタ値を下げます。 逆に、 低パワーレベルの測定で安定し た

測定を行いたい場合には、 フ ィ ルタ値を上げます。 ただし、 フ ィ ルタ

値を上げる と 測定速度が遅 く な り ます。

Acqn: Cont Trig
Source: Int ( 内部 )

Level: −20 dBm
Mode: Normal
Slope: + ( 上昇 )
Delay: 20 µs

Holdoff: 4275 µs
Hysteresis: 0.0 dB

Output: Off 

画面はシングルニュー メ リ ッ クウ ィ ン ド ウと ト レースウ ィ ン
ド ウにセ ッ ト ア ッ プ されます。

上部ウ ィ ン ド ウ ト レース

下部ウ ィ ン ド ウ シングルニュー メ リ ッ ク

ト レースウ ィ ン ド ウは、 ト リ ガの 40 µs 前から 700 µs 間続

く RF バース ト を表示するよ う構成されています。 シングル

ニュー メ リ ッ クウ ィ ン ド ウは、 ゲー ト 1 の平均パワーを表示

するよ う に構成されています。

上部ウ ィ ン ド ウ ( ト レース )
Max: +20 dBm
Min −35 dBm

Start −40 µs
Length: 700 µs

下部ウ ィ ン ド ウ  
Gate 1: 平均測定値

パラ メ ータ 設定

Meas
Display

Meas
Setup
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E シ リ ーズ E9320 パワーセンサの 大パワーレベルは +20 dBm です。

GSM ト ラ ン ス ミ ッ タ出力の直接測定では、 減衰が必要な場合があ り ま

す。 減衰値を Offset: ( 、 ) に入力し、 表示される測定

結果を補正し ます。

Meas
Setup Meas Select
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EDGE の測定

EDGE の構成は、  を押し、 および キーを使用し て EDGE を

選択し て実行し ます。  キーを押す と 、 処理を終了し ます。

Enhanced Data for Global Evolution あ るいは Enhanced Data for GSM 
Evolution は、 GSM 標準の拡張版です。 変調体系は 8PSK です。 Edge に

は GSM のよ う な一定の振幅 GMSK 変調がないので、 ピーク対平均比

が重要にな り ます。 

プ リ イ ン ス ト ールのセ ッ ト ア ッ プでは、 パワー メ ータは、 GSM RF バー

ス ト での平均パワー測定およびピーク対平均パワー測定に構成されま

す。 ト リ ガは、 バース ト の上昇エ ッ ジ と し ます。 GSM バース ト の 「有

用」 部は、 上昇時間 28 µs では 542.8 µs 続き ます。 パワー上昇の ト ラ ン

ジシ ョ ン時にパワー メ ータの ト リ ガがかかる と 、 測定ゲー ト は、 ト リ

ガの 20 µs 後 520 µs 間におけ る平均パワーを測定する構成にな り ます。

下部ウ ィ ン ド ウには数値形式でピーク と ピーク対平均の測定結果が表

示され、 上部ウ ィ ン ド ウにはパワー ト レースが ト リ ガの 40 µs 前に開始

し て表示される よ う 、 画面は構成されます。 ( 図 69) 

図 69 EDGE 測定の画面

Local
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表 14 EDGE の構成

パラ メ ータ 設定

最適化されたダイナ ミ ッ ク レンジを持ち、 300 kHz 帯域幅に

おいて低レベルが安定し ている E9321A センサと E9325A セ

ンサが最も適し ています。 ( プ リ セ ッ ト 後、 すべてのセンサ

の Video B/W はデフ ォル ト で High にな り ます。 )

Sensor Mode: Normal
Range: AUTO

Filter: AUTO
Offset: Off 

Frequency: 900 MHz
FDO Table: Off 
Video Avg: Off 
Video B/W: E9321A, E9325A - High

E9322A, E9326A - Med
E9323A, E9327A - Low

Step Detect: On

ト リ ガの 20 µs 後に開始し、 520 µs 間続 く 測定を 1 ゲー ト だ

けセ ッ ト ア ッ プ し ます。

Gate1 Start: 20 µs
Length: 520 µs

Gate2 Start: 0
Length: 0

Gate3 Start: 0
Length: 0

Gate4 Start: 0
Length: 0

Channel

Gates
136 EPM-P ユーザーガイ ド



プ リ イ ンス ト ール測定セ ッ ト ア ッ プの使用 E シ リーズ E9320 パワーセンサの使用

E4416.book  Page 137  Thursday, July 26, 2001  4:24 PM
ト リ ガは上昇エ ッ ジで- 20 dBm に構成されます。 ト リ ガの
ホール ド オフ も 4275 µs にセ ッ ト ア ッ プ され、 7.5 タ イムス

ロ ッ ト の ト リ ガがオフになるので、 同じ スロ ッ ト が次のフ
レームでも測定されます。 また、 ト リ ガを再発させるバース
ト 間の小規模なパワー ト ラ ンジシ ョ ンを防ぐため、 ト リ ガ ヒ
ステ リ シスも組み込まれています。

Acqn: Cont Trig
Source: Int ( 内部 )

Level: −20 dBm
Mode: Normal
Slope: + ( 上昇 )
Delay: 0

Holdoff: 4275 µs
Hysteresis: 0.0 dB

Output: Off 

画面はデュアルニュー メ リ ッ クウ ィ ン ド ウと ト レースウ ィ ン
ド ウにセ ッ ト ア ッ プ されます。

上部ウ ィ ン ド ウ ト レース

下部ウ ィ ン ド ウ デュアルニュー メ リ ッ ク

ト レースウ ィ ン ド ウは、 ト リ ガの 40 µs 前から 700 µs 間続

く RF バース ト を表示するよ う 構成されています。 シングル

ニュー メ リ ッ クウ ィ ン ド ウは、 ゲー ト 1 の平均パワーを表示

するよ う に構成されています。

上部ウ ィ ン ド ウ

Max: +20 dBm
Min: −35 dBm

Start: −40 µs
Length: 700 µs

下部ウ ィ ン ド ウ

上の行 : Gate 1: 平均測定値

下の行 : Gate 1: ピーク対平均測定値

パラ メ ータ 設定

Trigger
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ヒ ン ト 測定速度を上げるには、 Filter: を MAN(Channel Setup 画面で ) に設定

し、 フ ィ ルタ値を下げます。 逆に、 低パワーレベルの測定で安定し た

測定を行いたい場合には、 フ ィ ルタ値を上げます。 ただし、 フ ィ ルタ

値を上げる と測定速度が遅 く な り ます。

E シ リ ーズ E9320 パワーセンサの 大パワーレベルは +20 dBm です。

ト ラ ン ス ミ ッ タ出力の直接測定では、 減衰が必要な場合があ り ます。

減衰値を Offset: ( 、 ) に入力し、 表示される測定結果

を補正し ます。

Meas
Setup Meas Select
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NADC の測定

NADC の構成は、  を押し、 および キーを使用し て NADC を

選択し て実行し ます。  キーを押す と 、 処理を終了し ます。

プ リ イ ン ス ト ールのセ ッ ト ア ッ プでは、 パワー メ ータは、 NADC また

は IS-136 「フルレー ト 」 送信におけ る両方のア ク テ ィ ブタ イ ム ス ロ ッ

ト の平均パワーを測定する よ う に構成されます。 こ こ では、 た と えば

図 70 のタ イ ム ス ロ ッ ト 0 のよ う に、 測定する フ レームご と にタ イ ム ス

ロ ッ ト が 2 本あ る こ と を前提にし ます。

図 70 フルレー ト フ レーム

ト リ ガは、 バース ト の上昇エ ッ ジ と し ます。 測定ゲー ト は、 2 本の休止

タ イ ム ス ロ ッ ト で区切られた 2 本の NADC タ イ ム ス ロ ッ ト の平均パ

ワーを測定する構成になっています。 NADC TDMA バース ト の上昇時

間は、 約 123.5 µs(6 ビ ッ ト ) であ り 、 バース ト の 「有効」 部は 6.4 ms 続

き ます。 ゲー ト 1 は、 ト リ ガの 123.5 µs 後に 6.4ms 間の平均パワーを測

定する よ う に構成されています。 ゲー ト 2 は、 ト リ ガの 20.123 ms(3 タ

イ ム ス ロ ッ ト プラ ス上昇時間 ) 後の平均パワーを 6.4ms 間測定する よ う

に構成されています。 

Local
Preset

Confirm
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下部ウ ィ ン ド ウには数値形式でゲー ト 1 と ゲー ト 0.2 の平均結果が表示

され、 上部ウ ィ ン ド ウにはパワー ト レースが ト リ ガの 2 µs 前に開始し

て表示される画面構成になっています。 ( 図 71)

図 71 NADC 測定の画面
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表 15 NADC の構成

パラ メ ータ 設定

NADC 信号は帯域幅が狭いので、 E9321A センサや

E9325A センサでは、 Low 設定で 30 kHz の帯域幅だけ

で最適な計測ができます。 他の E9320 センサも最下位

の設定で使用できますが、 ダイナ ミ ッ ク レンジが狭 く
安定性に欠けます。 ( プ リ セ ッ ト 後、 すべてのセンサ

の Video B/W はデフ ォル ト で High にな り ます。 )

Sensor Mode: Normal
Range: AUTO

Filter: AUTO
Offset: Off 

Frequency: 800 MHz
FDO Table: Off 
Video Avg: Off 
Video B/W: E9321A, E9325A - Low

E9322A, E9326A - Low
E9323A, E9327A - Low

Step Detect: On

次のよ う に 2 つのゲー ト が構成されます。

Gate1 Start: 123.5 µs
Length: 6.46 µs

Gate2 Start: 20.123 µs
Length: 6.46 µs

Gate3 Start: 0
Length: 0

Gate4 Start: 0
Length: 0

現在の ト リ ガは、 上昇エ ッ ジのパワーレベル- 20 dBm
で構成されています。 ト リ ガのホールド オフ も 30 µs
にセ ッ ト ア ッ プ され、 4.5 タ イムスロ ッ ト の ト リ ガが

オフになるので、 毎回同じ スロ ッ ト が測定されます。

Channel

Gates

Trigger
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Acqn: Cont Trig
Source: Int ( 内部 )

Level: −20 dBm
Mode: Normal
Slope: + ( 上昇 )
Delay: 0

Holdoff: 30 µs
Hysteresis: 0.0 dB

Output: Off 

画面はデュアルニュー メ リ ッ クウ ィ ン ド ウと ト レース
ウ ィ ン ド ウにセ ッ ト ア ッ プ されます。

上部ウ ィ ン ド ウ ト レース

下部ウ ィ ン ド ウ デュアルニュー メ リ ッ ク

デュアルニュー メ リ ッ クウ ィ ン ド ウは、 ゲー ト 1 と

ゲー ト 2 の平均パワーを表示するよ う に構成されてい

ます。 ト レースウ ィ ン ド ウは、 ト リ ガの 0.2 µs 前から

28 µs 間の RF バース ト を表示するよ う構成されていま

す。

上部ウ ィ ン ド ウ

Max: +20 dBm
Min −35 dBm

Start −0.2 µs
Length: 28 µs

下部ウ ィ ン ド ウ

上の行 : Gate 1: 平均測定値

下の行 : Gate 2: 平均測定値

パラ メ ータ 設定
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測定速度を上げるには、 Filter: を MAN (Channel Setup 画面で ) に設定

し、 フ ィ ルタ値を下げます。 逆に、 低パワーレベルの測定で安定し た

測定を行いたい場合には、 フ ィ ルタ値を上げます。 ただし、 フ ィ ルタ

値を上げる と 測定速度が遅 く な り ます。

E シ リ ーズ E9320 パワーセンサの 大パワーレベルは +20 dBm です。

ト ラ ン ス ミ ッ タ出力の直接測定では、 減衰が必要な場合があ り ます。

減衰値を Offset: ( 、 ) に入力し、 表示される測定結果

を補正し ます。

Meas
Setup Meas Select
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iDEN の測定

iDEN の構成は、  を押し、 および キーを使用し て iDEN を選

択し て実行し ます。  キーを押す と 、 処理を終了し ます。

プ リ イ ン ス ト ールのセ ッ ト ア ッ プでは、 パワー メ ータは、 1 つの iDEN
ト レーニング と データパルスでの平均パワー と ピーク対平均パワー比

の測定、 および、 90 µs iDEN フ レームの平均パワーの測定に構成され

ます。 ト リ ガは、 ト レーニングバース ト の上昇エ ッ ジ と し ます。 次の

15 µs パルスの平均パワーの測定には、 タ イ ムゲーテ ィ ングが使用され

ています。 画面は、 データパルス内のピーク対ピーク平均比と 、 2 本の

表示行の 90 µs フ レーム全体の平均パワーを下部ウ ィ ン ド ウに表示し、

上部ウ ィ ン ド ウには 15 µs データパルスの平均パワーを表示する よ う に

構成されています。 表示されるのはすべて数値です。
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表 16 iDEN の構成

パラ メ ータ 設定

iDEN 信号は帯域幅が狭いので、 E9321A センサや

E9325A センサでは、 Low 設定で 30 kHz の帯域幅だ

けで最適な計測ができます。 他の E9320 センサも最

下位の設定で使用できますが、 ダイナ ミ ッ ク レンジが
狭 く 安定性に欠けます。

Sensor Mode: Normal
Range: AUTO

Filter: AUTO
Offset: Off 

Frequency: 800 MHz
FDO Table: Off 
Video Avg: Off 
Video B/W: E9321A, E9325A - Low

E9322A, E9326A - Low
E9323A, E9327A - Low

Step Detect: On

次のよ う に 2 つのゲー ト が構成されます。

Gate1 Start: 10 µs
Length: 15 µs

Gate2 Start: 0 s
Length: 90 µs

Gate3 Start: 0
Length: 0

Gate4 Start: 0
Length: 0

現在の ト リ ガは、 上昇エ ッ ジのパワーレベル 20 dBm
で構成されています。 自動レベル ト リ ガも使用できま
す。 ト レーニングパルス後のデータパルスでパワー
メ ータに再び ト リ ガがかかるのを防ぐため、 ト リ ガの
ホールド オフ もセ ッ ト ア ッ プできます。

Channel

Gates

Trigger
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測定速度を上げるには、 Filter: を MAN(Channel Setup 画面で ) に設定

し、 フ ィ ルタ値を下げます。 逆に、 低パワーレベルの測定で安定し た

測定を行いたい場合には、 フ ィ ルタ値を上げます。 ただし、 フ ィ ルタ

Acqn: Cont Trig
Source: Int ( 内部 )

Level: −20 dBm
Mode: Normal
Slope: + ( 上昇 )
Delay: 0

Holdoff: 20 µs
Hysteresis: 0.0 dB

Output: Off 

画面はデュアルニュー メ リ ッ クウ ィ ン ド ウと シングル
ニュー メ リ ッ クウ ィ ン ド ウにセ ッ ト ア ッ プ されます。

上部ウ ィ ン ド ウ シングルニュー メ リ ッ ク

下部ウ ィ ン ド ウ デュアルニュー メ リ ッ ク

デュアルニュー メ リ ッ クウ ィ ン ド ウは、 ゲー ト 1 の

ピーク対平均比とゲー ト 2 の平均パワーを表示するよ

う に構成されています。 シングルニュー メ リ ッ クウ ィ
ン ド ウは、 ゲー ト 1 の平均パワーを表示するよ う に構

成されています。 
上部ウ ィ ン ド ウ

Gate 1: 平均測定値

下部ウ ィ ン ド ウ

上の行 : Gate 1: ピーク対平均測定値

下の行 : Gate 2: 平均測定値

パラ メ ータ 設定
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値を上げる と 測定速度が遅 く な り ます。

E シ リ ーズ E9320 パワーセンサの 大パワーレベルは +20 dBm です。

ト ラ ン ス ミ ッ タ出力の直接測定では、 減衰が必要な場合があ り ます。

減衰値を Offset: ( 、 ) に入力し、 表示される測定結果

を補正し ます。

Meas
Setup Meas Select
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Bluetooth の測定

Bluetooth の構成は、  を押し、 および キーを使用し て

Bluetooth を選択し て実行し ます。  キーを押すと 、 処理を終了

し ます。 

プ リ イ ン ス ト ールのセ ッ ト ア ッ プでは、 パワー メ ータは、 シングル

Bluetooth DH1 データバース ト でのピークおよび平均パワー測定に構成

されます。 ト リ ガは、 バース ト の上昇エ ッ ジ と し ます。 測定ゲー ト は、

ト リ ガの 0.2 µs 後の 366 µs 間におけ る ピークパワーと 平均パワーを測

定する よ う 構成し ます。 

下部ウ ィ ン ド ウにはピークパワーと 平均パワーが数値形式で表示され、

上部ウ ィ ン ド ウにはパワー ト レースが ト リ ガの 50 µs 前に開始し て 6 つ

のタ イ ム ス ロ ッ ト にわたって表示される よ う 、 画面は構成されていま

す。 ( 図 72) 

図 72 Bluetooth 測定の画面
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表 17 Bluetooth の構成

パラ メ ータ 設定

E9321A と E9325A は、 必要な帯域幅が存在し ないた

め不適切です。 ( プ リ セ ッ ト 後、 すべてのセンサの

Video B/W はデフ ォル ト で High にな り ます。 )
Sensor Mode: Normal

Range: AUTO
Filter: AUTO

Offset: Off 
Frequency: 2400 MHz
FDO Table: Off 
Video Avg: Off 
Video B/W: E9322A, E9326A - Low

E9323A, E9327A - Low
Step Detect: On

ゲー ト は 1 つだけセ ッ ト ア ッ プ されます。

Gate1 Start: 0.2 µs
Length: 366 µs

Gate2 Start: 0
Length: 0

Gate3 Start: 0
Length: 0

Gate4 Start: 0
Length: 0

現在の ト リ ガは、 上昇エ ッ ジのパワーレベル 20 dBm
で構成されています。 ト リ ガのホールド オフ も 650 µs
にセ ッ ト ア ッ プ され、 現在のタ イムスロ ッ ト を測定す
るまで ト リ ガはオフにな り ます。 
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ヒ ン ト 測定速度を上げるには、 Filter: を MAN(Channel Setup 画面で ) に設定

し、 フ ィ ルタ値を下げます。 逆に、 低パワーレベルの測定で安定し た

測定を行いたい場合には、 フ ィ ルタ値を上げます。 ただし、 フ ィ ルタ

値を上げる と測定速度が遅 く な り ます。

Acqn: Cont Trig
Source: Int ( 内部 )

Level: −20 dBm
Mode: Normal
Slope: + ( 上昇 )
Delay: 0

Holdoff: 650 µs
Hysteresis: 0.0 dB

Output: Off 

画面はデュアルニュー メ リ ッ クウ ィ ン ド ウと ト レース
ウ ィ ン ド ウにセ ッ ト ア ッ プ されます。

上部ウ ィ ン ド ウ ト レース

下部ウ ィ ン ド ウ デュアルニュー メ リ ッ ク

デュアルニュー メ リ ッ クウ ィ ン ド ウは、 ゲー ト 1 の平

均パワーと ピークパワーを表示するよ う に構成されて
います。 ト レースウ ィ ン ド ウは、 ト リ ガの 50 µs 前か

ら 3.8 µs 間の RF バース ト を表示するよ う構成されて

います。

上部ウ ィ ン ド ウ

Max: +20 dBm
Min: −35 dBm
Start −50 µs

Length: 3.8 µs
下部ウ ィ ン ド ウ

上の行 : Gate 1: 平均測定値

下の行 : Gate 1: ピーク測定値

パラ メ ータ 設定
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E シ リ ーズ E9320 パワーセンサの 大パワーレベルは +20 dBm です。

ト ラ ン ス ミ ッ タ出力の直接測定では、 減衰が必要な場合があ り ます。

減衰値を Offset: ( 、 ) に入力し、 表示される測定結果

を補正し ます。

図 73 Bluetooth 測定のマーカー
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cdmaOne の測定

cdmaOne の構成は、  を押し、 および キーを使用し て

cdmaOne を選択し て実行し ます。  キーを押すと 、 処理を終了

し ます。 

プ リ イ ン ス ト ールのセ ッ ト ア ッ プでは、 パワー メ ータは、 cdmaOne 信

号の連続測定をする よ う 構成されます。 ピークパワーと ピーク対平均

パワーの測定は、 明確に定義され統計的に有効なサンプル数によ って

行います。 200,000 サンプルに対応するゲー ト 処理し た 10 µs の測定で、

測定ピーク値をピーク値が越えない可能性は 0.01% 未満です。

画面 ( 図 74) は、 ピーク、 平均、 またはピーク対平均比を表示する よ う

に構成されます。

図 74 cdmaOne の測定画面
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表 18 cdmaOne の構成

パラ メ ータ 設定

1.5 MHz 帯域幅を備えている E9322A センサと

E9326A センサが最も適し ています。 E9321A と

E9325A は、 必要な帯域幅が存在し ないため不適切で

す。 ( プ リ セ ッ ト 後、 すべてのセンサの Video B/W は

デフ ォル ト で High にな り ます。 )

Sensor Mode: Normal
Range: AUTO

Filter: AUTO
Offset: Off 

Frequency: 850 MHz
FDO Table: Off 
Video Avg: Off 
Video B/W: E9322A, E9326A - High

E9323A, E9327A - Medium
Step Detect: On

ト リ ガの 1 µs 後に開始し、 10 µs 間続 く 測定を 1 ゲー

ト だけセ ッ ト ア ッ プ し ます。

Gate1 Start: 0 s
Length: 100 µs

Gate2 Start: 0
Length: 0

Gate3 Start: 0
Length: 0

Gate4 Start: 0
Length: 0

ト リ ガは現在、 上昇エ ッ ジの -10 dBm で連続 ト リ ガを

行 う構成になっています。 これによ り、 CCDF 曲線上

の 0.01% を超える位置に関係し た 10 µs 間に基づ く 結

果が連続的に更新されます。 

Channel

Gates

Trigger
EPM-P ユーザーガイ ド 153



E シ リーズ E9320 パワーセンサの使用 プ リ イ ンス ト ール測定セ ッ ト ア ッ プの使用

E4416.book  Page 154  Thursday, July 26, 2001  4:24 PM
ヒ ン ト 測定速度を上げるには、 Filter: を MAN(Channel Setup 画面で ) に設定

し、 フ ィ ルタ値を下げます。 逆に、 低パワーレベルの測定で安定し た

測定を行いたい場合には、 フ ィ ルタ値を上げます。 ただし、 フ ィ ルタ

値を上げる と測定速度が遅 く な り ます。

E シ リ ーズ E9320 パワーセンサの 大パワーレベルは +20 dBm です。

ト ラ ン ス ミ ッ タ出力の直接測定では、 減衰が必要な場合があ り ます。

減衰値を Offset: ( 、 ) に入力し、 表示される測定結果

を補正し ます。

Acqn: Cont Trig
Source: Int ( 内部 )

Level: −10 dBm
Mode: Auto Level
Slope: + ( 上昇 )
Delay: 0

Holdoff: 0
Hysteresis: 0.0 dB

Output: Off 

画面はシングルニュー メ リ ッ クウ ィ ン ド ウとデュアル
ニュー メ リ ッ クウ ィ ン ド ウにセ ッ ト ア ッ プ されます。

上部ウ ィ ン ド ウ シングルニュー メ リ ッ ク

下部ウ ィ ン ド ウ デュアルニュー メ リ ッ ク

シングルニュー メ リ ッ クウ ィ ン ド ウは、 平均パワーが
表示されるよ う に構成されています。 デュアルニュー
メ リ ッ クウ ィ ン ド ウには、 ピークパワーと ピーク対平
均比が表示されるよ う に構成されています。

上部ウ ィ ン ド ウ

Gate 1: 平均測定値

下部ウ ィ ン ド ウ

上の行 : Gate 1: ピーク測定値

下の行 : Gate 1: ピーク対平均測定値

パラ メ ータ 設定

Meas
Display

Meas
Setup

Meas
Setup Meas Select
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W-CDMA の測定

W-CDMA の構成は、  を押し、 および キーを使用し て

W-CDMA を選択し て実行し ます。  キーを押す と、 処理を終了

し ます。 

プ リ イ ン ス ト ールのセ ッ ト ア ッ プでは、 パワー メ ータは、 W-CDMA 信

号の連続パワー測定をする よ う 構成されます。 ピークパワー と ピーク

対平均パワーの測定は、 明確に定義され統計的に有効なサンプル数に

よ って行います。 200,000 サンプルに対応するゲー ト 処理し た 10 ms の

測定で、 測定ピーク値をピーク値が越えない可能性は 0.01% 未満です。

画面 ( 図 75) は、 ピーク、 平均、 またはピーク対平均比を表示する よ う

に構成されます。

図 75 W-CDMA の測定画面
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表 19 W-CDMA の構成

パラ メ ータ 設定

5 MHz の帯域幅には、 E9323A および E9327A センサ

が最適です。 E9321A、 E9322A、 E9325A、 E9326A の

各センサは、 必要な帯域幅 (5 MHz が必要 ) が存在し

ないため不適切です。 ( プ リ セ ッ ト 後、 すべてのセン

サの Video B/W はデフ ォル ト で High にな り ます。 )

Sensor Mode: Normal
Range: AUTO

Filter: AUTO
Offset: Off 

Frequency: 1900 MHz
FDO Table: Off 
Video Avg: Off 
Video B/W: E9323A, E9327A - High

Step Detect: On

ト リ ガの 1 µs 後に開始し、 10 µs 間続 く 測定を 1 ゲー

ト だけセ ッ ト ア ッ プ し ます。

Gate1 Start: 0 s
Length: 100 µs

Gate2 Start: 0
Length: 0

Gate3 Start: 0
Length: 0

Gate4 Start: 0
Length: 0

ト リ ガは現在、 上昇エ ッ ジの -10 dBm で連続 ト リ ガを

行う構成になっています。 これによ り、 CCDF 曲線上

の 0.01% を超える位置に関係し た 10 µs 間に基づ く 結

果が連続的に更新されます。 

Channel

Gates

Trigger
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ヒ ン ト 測定速度を上げるには、 Filter: を MAN(Channel Setup 画面で ) に設定

し、 フ ィ ルタ値を下げます。 逆に、 低パワーレベルの測定で安定し た

測定を行いたい場合には、 フ ィ ルタ値を上げます。 ただし、 フ ィ ルタ

値を上げる と 測定速度が遅 く な り ます。

E シ リ ーズ E9320 パワーセンサの 大パワーレベルは +20 dBm です。

ト ラ ン ス ミ ッ タ出力の直接測定では、 減衰が必要な場合があ り ます。

減衰値を Offset: ( 、 ) に入力し、 表示される測定結果

を補正し ます。

Acqn: Cont Trig
Source: Int ( 内部 )

Level: −10 dBm
Mode: Auto Level
Slope: + ( 上昇 )
Delay: 0

Holdoff: 0
Hysteresis: 0.0 dB

Output: Off 

画面はシングルニュー メ リ ッ クウ ィ ン ド ウとデュアル
ニュー メ リ ッ クウ ィ ン ド ウにセ ッ ト ア ッ プ されます。

上部ウ ィ ン ド ウ シングルニュー メ リ ッ ク

下部ウ ィ ン ド ウ デュアルニュー メ リ ッ ク

シングルニュー メ リ ッ クウ ィ ン ド ウは、 平均パワーが
表示されるよ う に構成されています。 デュアルニュー
メ リ ッ クウ ィ ン ド ウには、 ピークパワーと ピーク対平
均比が表示されるよ う に構成されています。

上部ウ ィ ン ド ウ

Gate 1: 平均測定値

下部ウ ィ ン ド ウ

上の行 : Gate 1: ピーク測定値

下の行 : Gate 1: ピーク対平均測定値

パラ メ ータ 設定

Meas
Display

Meas
Setup

Meas
Setup Meas Select
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cdma2000 の測定

cdma2000 の構成は、  を押し、 および キーを使用し て

cdma2000 を選択し て実行し ます。  キーを押すと 、 処理を終了

し ます。 

プ リ イ ン ス ト ールのセ ッ ト ア ッ プでは、 パワー メ ータは、 cdma2000 信

号の連続パワー測定をする よ う 構成されます。 ピークパワーと ピーク

対平均パワーの測定は、 明確に定義され統計的に有効なサンプル数に

よ って行います。 200,000 サンプルに対応するゲー ト 処理し た 10 µs の

測定で、 測定ピーク値を ピーク値が越えない可能性は 0.01% 未満です。

画面 ( 図 75) は、 ピーク、 平均、 またはピーク対平均比を表示する よ う

に構成されます。

図 76 cdma2000 測定画面の代表例
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表 20 cdma2000 の構成

パラ メ ータ 設定

5 MHz の帯域幅には、 E9323A および E9327A センサ

が最適です。 E9321A、 E9322A、 E9325A、 E9326A の

各センサは、 必要な帯域幅 (5 MHz が必要 ) が存在し

ないため不適切です。 ( プ リ セ ッ ト 後、 すべてのセン

サの Video B/W はデフ ォル ト で High にな り ます。 )

Sensor Mode: Normal
Range: AUTO

Filter: AUTO
Offset: Off 

Frequency: 1900 MHz
FDO Table: Off 
Video Avg: Off 
Video B/W: E9323A, E9327A - High

Step Detect: On

ト リ ガの 1 µs 後に開始し、 10 µs 間続 く 測定を 1 ゲー

ト だけセ ッ ト ア ッ プ し ます。

Gate1 Start: 0 s
Length: 100 μs

Gate2 Start: 0
Length: 0

Gate3 Start: 0
Length: 0

Gate4 Start: 0
Length: 0

ト リ ガは現在、 上昇エ ッ ジの -10 dBm で連続 ト リ ガを

行 う構成になっています。 これによ り、 CCDF 曲線上

の 0.01% を超える位置に関係し た 10 µs 間に基づ く 結

果が連続的に更新されます。 
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ヒ ン ト 測定速度を上げるには、 Filter: を MAN(Channel Setup 画面で ) に設定

し、 フ ィ ルタ値を下げます。 逆に、 低パワーレベルの測定で安定し た

測定を行いたい場合には、 フ ィ ルタ値を上げます。 ただし、 フ ィ ルタ

値を上げる と測定速度が遅 く な り ます。

E シ リ ーズ E9320 パワーセンサの 大パワーレベルは +20 dBm です。

ト ラ ン ス ミ ッ タ出力の直接測定では、 減衰が必要な場合があ り ます。

減衰値を Offset: ( 、 ) に入力し、 表示される測定結果

を補正し ます。

Acqn: Cont Trig
Source: Int ( 内部 )

Level: −10 dBm
Mode: Auto Level
Slope: + ( 上昇 )
Delay: 0

Holdoff: 0
Hysteresis: 0.0 dB

Output: Off 

画面はシングルニュー メ リ ッ クウ ィ ン ド ウとデュアル
ニュー メ リ ッ クウ ィ ン ド ウにセ ッ ト ア ッ プ されます。

上部ウ ィ ン ド ウ シングルニュー メ リ ッ ク

下部ウ ィ ン ド ウ デュアルニュー メ リ ッ ク

シングルニュー メ リ ッ クウ ィ ン ド ウは、 平均パワーが
表示されるよ う に構成されています。 デュアルニュー
メ リ ッ クウ ィ ン ド ウには、 ピークパワーと ピーク対平
均比が表示されるよ う に構成されています。

上部ウ ィ ン ド ウ

Gate 1: 平均測定値

下部ウ ィ ン ド ウ

上の行 : Gate 1: ピーク測定値

下の行 : Gate 1: ピーク対平均測定値

パラ メ ータ 設定

Meas
Display

Meas
Setup

Meas
Setup Meas Select
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4 E-シ リーズ E9300 
パワーセンサの使用

本章の構成 本章では、 E シ リ ーズ E9300 パワーセンサを EPM-P シ リ ーズパ

ワー メ ータで使用する方法を説明し ます。 

構成内容は以下の と お り です。

• 「はじめに」 162 ページ

• 「パワー メ ータの構成」 163 ページ

• 「測定精度」 165 ページ

• 「分散スペク ト ル信号 と マルチ ト ーン信号の測定」 168 ページ

• 「TDMA 信号の測定」 171 ページ

• 「電磁適合性 (EMC) の測定」 173 ページ

• 「測定精度 と測定速度」 174 ページ
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はじめに

E シ リ ーズ E9300 パワーセンサは、 ワ イ ド ダ イナ ミ ッ ク レ ンジ RF マ イ

ク ロ波の、 真の意味でのアベレージ ・ パワーセンサだ と いえます。 こ

のセンサはデュ アルセンサダ イオー ドペア / 減衰器 / ダ イオードペア

アーキテ クチャがベース と なっています。 この方式では、 選択し た信

号パスのダ イオード を方形法則領域に保持し、 これによ って入力パ

ワーに出力電流 ( と 電圧 ) を比例させる こ と ができ ます。 ダ イオード ペ

ア / 減衰器 / ダ イオー ドペアアセンブ リ では、 信号帯域幅に関係な く 幅

広いダ イナ ミ ッ ク レ ンジにわたって複雑な変調形式の平均を得る こ と

ができ ます。 また、 波高率が高い高レベル信号で も、 センサをいため

る こ と な く 正確な測定ができ る よ う 、 パワー処理を強化する ための改

良も行われています。

このセンサでは、 変調帯域幅に関係な く さ まざまな変調信号の平均 RF
パワーを測定でき ます。 CDMA、 W-CDMA、 あ るいはデジ タルテレ ビ

形式などのマルチ ト ーン信号や分散スペク ト ル信号の平均パワー測定

に 適です。

仕様やキ ャ リ ブレーシ ョ ンについては、 E シ リ ーズ E9300 パワーセンサ

に付属のマニ ュ アルを参照し て く だ さい。
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パワー メ ータの構成

EPM-P シ リ ーズパワー メ ータに E シ リ ーズ E9300 パワーセンサを接続

する と 、 自動的に認識し ます。 センサキ ャ リ ブレーシ ョ ンデータは、

パワー メ ータが自動的に読み取 り ます。 パワー メ ータでは、 図 77 に示

す自動平均設定も、 パワーセンサの特性に合 う よ う に構成されます。 

図 77 E シ リーズ E9300 自動平均設定

注 これらの値は、 E シ リ ーズ E9300 パワーセンサに接続し たパワー メ ータ

チャネルについてのみ、 しか も センサを接続し ている間だけ有効です。

設定はマニュ アルで構成でき ます。 必要に応じ て、 171 ページの

「TDMA 信号の測定結果の安定化」 を参照し て く ださ い。
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デフ ォル ト チャネルセ ッ ト ア ッ プ
E シ リ ーズ E9300 パワーセンサを接続する と 、 次の Channel Setup が

自動的に構成されます。 プ リ セ ッ ト を行 う と 、 パワー メ ータはこの構

成に戻 り ます。 

Channel Setup に対する変更は、 パワーサイ クル後も保存されます。

図 78 E シ リーズ E9300 センサのデフ ォル ト チャネル

セ ッ ト ア ッ プ
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測定精度

パワーセンサには、 周波数に対する応答にい く らかの誤差があ り ます。

補正係数を決める ため、 製造時に各センサの応答が測定されます。 E シ

リ ーズパワーセンサでは、 補正係数は EEPROM （Electrically Erasable 
Programmable Read Only Memory） に保存され、 パワー メ ータに自動的

にダウ ン ロード されます。

キ ャ リ ブレーシ ョ ン係数を利用すれば、 測定精度を さ らに向上させる

こ と ができ ます。 この項では、 E シ リ ーズ E9300 パワーセンサによ る平

均パワーの測定方法を紹介し ます。

測定を行 う には、 次のよ う に操作し ます。

1 パワー メ ータ / センサの組み合わせにゼロ設定 と キ ャ リ ブレーシ ョ ン

を行います。 

2 測定する信号の周波数を指定し ます。

3 測定を実行し ます。

表 21 パワーセンサの接続条件

操作手順 まず、 パワー メ ータ / センサの組み合わせにゼロ設定 と キ ャ リ ブレー

シ ョ ンを行います。

1 パワーセンサがどの信号ソースに も接続されていないこ と を確認し

ます。

センサ 接続条件

E9300A
E9300H
E9301A
E9301H
E9304A

左記のパワーセンサは POWER REF に直接接続し ます。

E9300B
E9301B

左記のパワーセンサは減衰器を使用し て構成し ます。 キャ リ
ブレーシ ョ ン前に減衰器を取り外し て く ださい。 測定前には
減衰器を元どお り取りつけて く ださい。
EPM-P ユーザーガイ ド  165
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2  を押し て、 チャネル  ソ フ ト キーを押し、 チャネルをゼ

ロ設定し ます。  メ ッ セージ と 待機記号が表示されます。

3 165 ページの 「パワーセンサの接続条件」 で指定し た方法でパワーセ

ンサを POWER REF 出力に接続し ます。

4 チャネル  ソ フ ト キーを押し てキ ャ リ ブレーシ ョ ンルーチンを開

始し ます。  メ ッ セージ と 待機記号が表示されます。

ヒ ン ト 次のよ う に操作すれば、 ゼロ設定と キ ャ リ ブレーシ ョ ンの操作手順を

短縮でき ます。

– POWER REF 出力にセンサを接続し ます。

–  と を押し ます。 ( デュ アルチャネル メ ータの場

合は、 状況に応じ て 、  または

 を押し ます。 )

こ こ で、 測定する信号の周波数を設定し ます。 パワー メ ータが、 適切

なキ ャ リ ブレーシ ョ ン係数を自動的に選択し て く れます。

5  を押し て、 チャネル  ソ フ ト キーを押し、  
ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウ を表示し ます。

図 79 Frequency ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウ

、 、 キーと キーを操作し て、 測定する信号の周波数を入力

し ます。

6 続け るには、  または  を必要に応じ て押し、 入力し ます。

測定を実行し ます。

Zero
Cal Zero

Zeroing

Cal
Calibrating

Zero
Cal Zero + Cal

Zero + Cal Zero + Cal A
Zero + Cal B

Frequency
Cal Fac Freq Frequency

GHz MHz
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7 必要な減衰器やアダプタ を再び接続し、 測定する信号にパワーセン

サを接続し ます。

補正し た測定結果が表示されます。
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分散スペク ト ル信号と マルチ ト ーン信
号の測定

所定の帯域幅ででき るだけ高いデータ転送速度を達成する ため、 多 く

の伝送方式が位相振幅 (I と Q) 変調を利用し ています。 た と えば、

CDMA、 W-CDMA、 デジ タルテレ ビはその例です。 この信号は、 スペ

ク ト ルアナラ イザの画面での表示に特徴づけ られる と お り 、 高帯域

幅が 20 MHz の高振幅で雑音に似た信号です。 図 80 は、 帯域幅 8 MHz
のデジ タルテレ ビ信号です。

図 80 分散スペク ト ル信号

このよ う な信号の平均パワー測定には、 E シ リ ーズ E9300 パワーセンサ

のダ イオードペア / 減衰器 / ダ イオードペアアーキテ クチャが 適で

す。 センサは幅広いダ イナ ミ ッ ク レ ンジ ( 大 80 dB、 センサによ って

異な る ) を備えてお り 、 帯域幅に左右されません。

直交周波数分割多重 (OFDM) や CDMA など、 一部の信号変調形式では

波高率が大き く な り ます。 E シ リ ーズ E9300/1/4A パワーセンサでは、

ピークパルス間隔は 10 マ イ ク ロ秒未満であれば、 +13 dB のピーク が

あって も平均パワー +20 dBm を測定でき ます。 ベース ステーシ ョ ンの

テス ト などハイパワー用途には、 E9300/1B や E9300/1H が適し ていま

す。
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CDMA 信号測定

CDMA 信号の測定では、 図 81 や図 82 に示すよ う な結果が得られます。

これらの例では、 CDMA 変調があ る場合と ない場合について、 関係す

る振幅での ソース を測定し、 2 つの値の差が変動し な く な る まで減衰を

加えてエラーを判定し ます。 図 81 の CW センサでは、 方形法則演算外

のパワーレベルは、 補正係数で補正し ます。

図 81 E シ リーズ E9300 パワーセンサの広帯域 CDMA
エ ラー対補正済み CW センサ

図 82 CDMA (IS-95A): 9Ch Fwd
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マルチ ト ーン信号測定
ワ イ ド ダ イナ ミ ッ ク レ ンジに加え、 E シ リ ーズ E9300 パワーセンサに

は、 図 83 に示すよ う に周波数応答に対し て非常にフ ラ ッ ト なキ ャ リ ブ

レーシ ョ ン係数が組み込まれています。 これは、 2 ト ーンテス ト 信号や

マルチ ト ーンテス ト 信号の成分を数百 MHz で分離でき る アンプの相互

変調歪みの測定に 適です。

図 83 キャ リ ブレーシ ョ ン係数対周波数

 キーを選択するだけで、 測定に 適な信号キ ャ リ ブレーシ ョ

ン係数周波数を選択でき ます。
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TDMA 信号の測定

パワー メ ータ と センサの操作
パワーセンサのダ イオー ド検波器が生成する電圧は、 微弱電圧です。

正確な測定のためには、 利得と 信号の調整が必要です。 この調整は、

パワーセンサのチ ョ ッパアンプ駆動用にパワー メ ータから出力される

440 Hz 方形波で行います。 パワー メ ータでは生成される方形波をデジ

タル信号処理 (DSP) し、 それによ ってパワーセンサ出力を回復し、 正

確にパワーレベルを計算し ます。

チ ョ ッパアンプ方式には ノ イ ズ耐性の他、 パワーセンサ と パワー メ ー

タ間の距離を と る こ と ができ る と い う 利点があ り ます (Agilent 11730 シ

リ ーズケーブルの場合、 長で 61 メ ー ト ル )。 また平均機能によ り 、

ノ イ ズ感受率も削減でき ます。

TDMA 信号の測定結果の安定化

パワー メ ータの平均機能の設定は、 連続波 (CW) 信号の測定におけ る ノ

イ ズ削減を目的と し ています。 パルス信号の初期測定値はジ ッ タが

あって不安定であ り 、 表示される値の有意性は高 く あ り ません。 パル

ス信号の場合、 平均を と る時間を長 く する こ と でパルス信号の測定サ

イ クルを増やす必要があ り ます。 

操作手順 平均の設定は、 次のよ う に行います。

1  を押し て Channel Setup 画面を表示し ます。 デュ アルチャネ

ル メ ータの場合、 を押し て、 使用するチャネルに対する

Channel Setup を表示させて く だ さい。

2 Filter:MAN が構成されていない場合は、 か を操作し て Filter: 設

定を選択し ます。 

3  を繰 り 返し押し、 AUTO、 MAN、 OFF と い う 選択肢を ス ク

ロールさせます。 MAN を選択し ます。

4 MAN を選択し た状態で、 を操作し てフ ィ ルタ長さ を選択し、

を押し ます。

Channel

Channel

Change

Change
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5 、 、 、 の各キーを操作し て、 状況に応じ て値の選択や変更

を行います。 を押し て選択を確定し ます。

( 変更結果を削除し て、 Channel Setup 画面に戻るには、 を押し

ます。 )

6  を押し て操作を終了し ます。

注 パワーのステ ッ プ増減が検出される場合は、 フ ィ ルタの リ セ ッ ト を防

ぐため、 ステ ッ プ検出をオフにし て く だ さい。

操作手順 ステ ッ プ検出をオフにするには、 次のよ う に操作し ます。

1  を押し て Channel Setup 画面を表示し ます。 デュ アルチャネ

ル メ ータの場合、 を押し て、 使用するチャネルに対する

Channel Setup を表示させて く だ さい。

2 Step Detect:Offが構成されていない場合は、 か を操作し てStep 

Detect: 設定を選択し ます。

3  を押し て Off を選択し ます。

4  を押し て操作を終了し ます。

GSM 信号の測定結果の安定化

440 Hz チ ョ ッパアンプ信号のマルチプルやサブマルチプルに近接し た

パルス繰 り 返し周波数 (PRF) を もつ信号の場合、 PRF から 440 Hz の間

で周波数のビー ト ノー ト が生成されます。 安定し た測定結果を得る た

め、 フ ィ ルタ設定を再調整し ます。 

ヒ ン ト GSM 信号の PRF は約 217 Hz であ り 、 他の多 く の TDMA 信号よ り も さ

らに平均する こ と が必要です。 安定し た測定結果を得るには、 フ ィ ル

タ設定で を設定し ます。 経験的に、  を 148 に設定する と

良の結果が得られますが、 高速測定が必要な場合、 31 から 32 程度に

設定し て も許容範囲内におさ ま り ます。

Enter
Cancel

Done

Channel

Channel

Change

Done

Length Length
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電磁適合性 (EMC) の測定

E9304A の低周波数レ ンジは、 CISPR(Comite International Special 
Perturbations Radioelectriques) 要件に対する EMC 測定や、 放射耐性テス

ト (IEC61000-4-3) などの電磁障害 (EMI) テス ト に 適です。

また、 E9304A 入力の DC カ ッ プ リ ングによ り 、 低周波数対応にすぐれ

ています。 ただし、 信号 と DC 電圧が混在し ている と 、 パワー測定の精

度が悪 く な り ます。

注意 E9304A センサは DC 結合です。 大値 (DC 5 V) を越え る DC 電圧があ

る と 検知ダ イオー ド に障害を与え る こ と があ り ます。
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測定精度と測定速度

パワー メ ータには内部レ ンジはあ り ません。 設定でき るのは、 E シ リ ー

ズ E9300 パワーセンサ ( および他の E シ リ ーズパワーセンサ ) のレ ンジ

だけです。 E シ リ ーズ E9300 パワーセンサにおけ る レ ンジの設定は、 自

動で も マニュ アルで も行えます。 測定する レ ンジがはっ き り し ない場

合は自動レ ンジを使用し て く だ さい。 

注意 センサの障害を避け る ため、 センサ の 『ユーザーガ イ ド』 で指定され

たパワーレベルを越えないよ う にし て く だ さい。

E9304A センサは DC 結合です。 大値 (DC 5 V) を越え る DC 電圧があ

る と 検知ダ イオード に障害を与え る こ と があ り ます。

レンジの設定
マニュ アル設定には、 LOWER と UPPER があ り ます。 LOWER レ ンジ

では、 高感度パス を使用し、 UPPER レ ンジでは、 E シ リ ーズ E9300 パ
ワーセンサの減衰パス を使用し ます。

デフ ォル ト は、 AUTO です。 AUTO におけ る レ ンジの ク ロ スオーバ値

は、 使用するセンサモデルによ って異な り ます。

センサ LOWER レンジ UPPER レンジ

E9300/1/4A -60 dBm から -10 dBm -10 dBm から +20 dBm

E9300/1B -30 dBm から +20 dBm +20 dBm から +44 dBm

E9300/1H -50 dBm から 0 dBm 0 dBm から +30 dBm

E9300/1/4A E9300/1B E9300/1H

-10 dBm ±0.5 dBm +20 dBm ±0.5 dBm 0 dBm ±0.5 dBm
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操作手順 レ ンジの設定は、 次のよ う に行います。

1  を押し てChannel Setup画面を表示し ます。 デュ アルチャネル

メ ータの場合は、 を押し て、 使用するチャネルに対する

Channel Setup を表示させて く だ さい。

2 か を操作し て Range: 設定を選択し ます。

3  を繰 り 返し押し、 状況に応じ て AUTO、 LOWER、 UPPER と

い う 選択肢を ス ク ロールさせます。

4  を押し て操作を終了し ます。

測定上の注意
自動レ ンジ設定で測定を開始する こ と を推奨し ますが、 すべての測定に

自動レ ンジ設定が適し ているわけではあ り ません。 波高係数やデュー

テ ィ サイ クルなど と いった信号条件によ っては、 測定内容に適さ ないレ

ンジがパワー メ ータで選択される こ と があ り ます。 平均パワーレベルが

レ ンジ切 り 替えポ イ ン ト に近い信号の場合、 どのよ う な測定精度や測定

速度が要求されるかを よ く 検討する必要があ り ます。 た と えば、 次のよ

う なパルス信号構成でレ ンジ切 り 替えポイ ン ト が -10 ± 0.5 dBm の

E9300/1/4A センサの場合、 次のよ う にな り ます。 

特性 値

ピーク振幅 -6 dBm

デューテ ィ サイ クル : 25 %

平均パワーの計算値は -12 dBm にな り ます。 

精度 -12 dBm は、 E シ リ ーズ E9300 パワーセンサでは低レ ンジにな り ます。

自動レ ンジ設定モード ( 「AUTO」 ) の場合、 パワー メ ータは平均パワー

レベルが- 10 dBm よ り 下であ る と みな し て、 低パワーパス を選択し ま

す。 ただし ピーク振幅 -6 dBm は、 低パワーパスダ イオード の指定方形

法則応答レ ンジ外にな り ます。 信号の測定精度を上げるには、 高パワー

パス (-10 dBm から +20 dBm) を使用する必要があ り ます。 ただし さ らに

精度を上げる ために 「UPPER」 ( 高パワーパス ) でレ ンジ固定する と 、

フ ィ ルタ処理が多 く な り ます。 

Channel

Channel

Change

Done
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速度と平均 同じ信号では、 測定速度に対する配慮も必要です。 先に示し た よ う に、

自動レ ンジ設定モード のパワー メ ータでは、 E シ リ ーズ E9300 パワーセ

ンサの低パワーパスが選択されます。 さ らに自動平均を構成し てお く

と 、 低限のフ ィ ルタ処理が適用されます。 低パワーパスでは、 平均パ

ワーレベルが- 20 dBm を上回る場合、 1 から 4 の値を使用し ます。 (163
ページの 「E シ リ ーズ E9300 自動平均設定」 を参照し て く だ さい。 )

精度を上げる ためレ ンジを 「UPPER」 に固定する と 、 測定速度が遅 く な

り ます。 高パワーパスの低感度領域で ノ イ ズ感受率が高 く な る ため、

フ ィ ルタ処理が増え るからです。 平均パワーレベルが- 10 dBm 未満の場

合、 1 から 128 の値を使用し ます。 ( も う 一度、 163 ページの 「E シ リ ー

ズ E9300 自動平均設定」 を参照し て く だ さい。 ) フ ィ ルタ処理設定をマ

ニュ アルで下げる と、 測定速度は上が り ますが、 ジ ッ タ レベルも上がる

ので注意し て く だ さい。

ま とめ 平均パワーレベルが低パワーパス レ ンジ内で も、 ピーク値が高パワーパ

ス レ ンジにな る信号には充分な注意が必要です。 高パワーパス を選択す

れば 適な精度が得られ、 低パワーパス を選択すれば 適な測定速度が

得られます。
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5 E シ リーズ 4410 パ
ワーセンサの使用

本章の構成 本章では、 E シ リ ーズ 4410 パワーセンサを EPM-P シ リ ーズパワー

メ ータで使用する方法を説明し ます。 

構成内容は以下の と お り です。

• 「はじめに」 178 ページ

• 「パワー メ ータの構成」 179 ページ

• 「測定精度」 181 ページ
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はじめに

E シ リ ーズ 4410 パワーセンサは、 ダ イオード に基づ く パワーセンサで

す。 このセンサは、 -70 dBm から +20 dBm(100 pW から 100 mW) に至る

ワ イ ド ダ イナ ミ ッ ク レ ンジで CW マイ ク ロ波のパワーレベルを測定す

る こ と を目的と し ています。 また、 高速パワーセンサであ り 、 アベレー

ジパワーセンサに使用される狭帯域幅の平均機能は組み込まれていま

せん。 デジ タル形式やパルス形式などの振幅変調によ る信号では、 測定

誤差が生じ る こ と があ り ます。 

( 複数の周波数成分を持つ ) マルチ ト ーン信号や、 有意高調波成分 (> −
45 dBc) を持つ信号では、 高パワーレベルで測定誤差が生じ る こ と があ

り ます。

仕様やキ ャ リ ブレーシ ョ ンについては、 E シ リ ーズ 4410 パワーセンサ

に付属のマニ ュ アルを参照し て く だ さい。
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パワー メ ータの構成

EPM-P シ リ ーズパワー メ ータに E シ リ ーズ 4410 パワーセンサを接続す

る と 、 自動的に認識し ます。 センサキ ャ リ ブレーシ ョ ンデータは、 パ

ワー メ ータが自動的に読み取 り ます。 また、 パワー メ ータでは、 図 84
のよ う に、 平均機能を自動的に構成し ます。 

図 84 E シ リーズ CW センサ自動平均設定

注 これらの値は、 E シ リ ーズ 4410 パワーセンサに接続し たパワー メ ータ

チャネルについてのみ、 しか も センサを接続し ている間だけ有効です。 
平均設定はマニ ュ アルで も構成でき ます。 
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デフ ォル ト チャネルセ ッ ト ア ッ プ
E シ リ ーズ 4410 パワーセンサを接続する と 、 次の Channel Setup が自

動的に構成されます。 プ リ セ ッ ト を行 う と、 チャネルはこの構成に戻 り

ます。 

Channel Setup に対する変更は、 パワーサイ クル中も保存されます。

図 85 E シ リーズ CW センサのデフ ォル ト チャネルセ ッ ト

ア ッ プ
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測定精度

パワーセンサには、 周波数に対する応答にい く らかの誤差があ り ます。 
各センサの応答は、 製造時 ( および定期的キ ャ リ ブレーシ ョ ン時 ) に測

定し ます。 E シ リ ーズパワーセンサでは、 得られる周波数補償データ

は、 EEPROM(Electrically Eraseable Programmable Read Only Memory) に

書き込まれます。 これによ り 、 周波数データ と キ ャ リ ブレーシ ョ ンデー

タは、 パワー メ ータに自動的にダウ ン ロード でき ます。

キ ャ リ ブレーシ ョ ン係数を利用すれば、 測定精度を さ らに向上させる

こ と ができ ます。 この項では、 E シ リ ーズ 4410 パワーセンサによ る連

続波形測定の方法を紹介し ます。 

測定を行 う には、 次のよ う に操作し ます。

1 パワー メ ータ / センサの組み合わせにゼロ設定 と キ ャ リ ブレーシ ョ ン

を行います。 

2 測定する信号の周波数を指定し ます。

3 測定を実行し ます。

操作手順 まず、 パワー メ ータ / センサの組み合わせにゼロ設定 と キ ャ リ ブレー

シ ョ ンを行います。

1 パワーセンサがどの信号ソースに も接続されていないこ と を確認し

ます。

2 チャネルをゼロ設定するには、  と チャネル  ソ フ ト キーを

押し ます。   メ ッ セージ と 待機記号が表示されます。

3 POWER REF 出力にセンサを接続し ます。

4 キ ャ リ ブレーシ ョ ンルーチンを開始するには、 チャネル  ソ フ ト

キーを押し ます。  メ ッ セージ と 待機記号が表示されます。

ヒ ン ト 次のよ う に操作すれば、 ゼロ設定 と キ ャ リ ブレーシ ョ ンの操作手順を

短縮でき ます。

– POWER REF 出力にセンサを接続し ます。

Zero
Cal Zero

Zeroing

Cal
Calibrating
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–  と を押し ます。 ( デュ アルチャネル メ ータの場

合は、 状況に応じ て 、  または

 を押し ます。 )

こ こ で、 測定する信号の周波数を設定し ます。 パワー メ ータが、 適切な

キ ャ リ ブレーシ ョ ン係数を自動的に選択し て く れます。

5   を押し て、 チャネル  ソ フ ト キーを押し、  
ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウ を表示し ます。

図 86 Frequency ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウ

6 、 、 キーと キーを操作し て、 測定する信号の周波数を入力

し ます。

7 状況に応じ て  または  を押し て入力を終了し ます。

測定を実行し ます。

8 測定する信号にパワーセンサを接続し ます。

補正し た測定結果が表示されます。

Zero
Cal Zero + Cal

Zero + Cal Zero + Cal A
Zero + Cal B

Frequency
Cal Fac Freq Frequency

GHz MHz
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6 8480 シ リーズパワー
センサの使用

本章の構成 本章の内容は、 すべての Agilent 8480 シ リ ーズパワーセンサに共通

の内容です。 こ こ では、 EPM-P シ リ ーズパワー メ ータにおける

8480 シ リ ーズパワーセンサの使用方法を紹介し ます。

構成内容は以下の と お り です。

• 「はじめに」 184 ページ

• 「パワー メ ータの構成」 185 ページ

• 「測定精度」 187 ページ

• 「周波数固有のキ ャ リ ブレーシ ョ ン係数」 188 ページ

• 「センサキ ャ リ ブレーシ ョ ンテーブル」 194 ページ

• 「センサキ ャ リ ブレーシ ョ ンテーブルの編集 / 作成」 198 ページ

• 「事前にイ ン ス ト ールされたキ ャ リ ブレーシ ョ ンテーブルの内容」 
202 ページ
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はじめに

8480 シ リ ーズには熱電対センサ と ダ イオード方式の広範囲にわた るパ

ワーセンサがあ り ます。 しかし、 た と えば 110GHz W8486A または

+44 dBm 8482B など、 その多 く は用途を限定されています。 ただし、 E
シ リ ーズパワーセンサ と は違って固有のキ ャ リ ブレーシ ョ ン係数が

EEPROM に組み込まれていないので、 デフ ォル ト のキ ャ リ ブレーシ ョ

ンテーブルを使用するか、 必要な補正係数をマニュ アルで入力する必

要があ り ます。 また、 ピーク測定やタ イ ムゲー ト 測定はでき ません。

仕様やキ ャ リ ブレーシ ョ ンについては、 8480 シ リ ーズパワーセンサに

付属のマニュ アルを参照し て く だ さい。
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パワー メ ータの構成

EPM-P シ リ ーズパワー メ ータに 8480 シ リ ーズのパワーセンサを接続す

る と 、 自動的に認識し ます。 図 87 に示す平均設定は自動的に構成され

ます。

図 87 8480 シ リーズ自動平均設定

注 これらの値は、 8480 シ リ ーズパワーセンサに接続し たパワー メ ータ

チャネルについてのみ、 しか も センサを接続し ている間だけ有効です。 
平均設定はマニ ュ アルで も構成でき ます。 

デフ ォル ト チャネルセ ッ ト ア ッ プ
図 88 は、 自動的に構成された Channel Setup を示し ています。 プ リ

セ ッ ト を行 う と、 パワー メ ータはこ の構成に戻 り ます。 
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Channel Setup に対する変更は、 パワーサイ クル後も保存されます。

図 88 8480 シ リーズセンサのデフ ォル ト チャネルセ ッ ト ア ッ

プ
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測定精度

パワーセンサには、 周波数に対する応答にい く らかの誤差があ り ます。 
各センサの応答は、 製造時 ( および定期的キ ャ リ ブレーシ ョ ン時 ) に測

定され、 それによ って得られる周波数補償データ をキ ャ リ ブレーシ ョ

ン係数で提供し ています。 キ ャ リ ブレーシ ョ ン係数を利用すれば、 測定

精度を さ らに向上させる こ と ができ ます。 EPM-P シ リ ーズピークパワー

メ ータにおけ る キ ャ リ ブレーシ ョ ン係数の利用方法には、 次の 2 通 り

があ り ます。

– 測定前に周波数に対する キ ャ リ ブレーシ ョ ン係数を個別に入力す

る方法

– センサキ ャ リ ブレーシ ョ ンテーブルを使用する方法

単独の周波数を測定する こ と が多い場合や、 周波数のレ ンジが狭い場

合は、 特定のキ ャ リ ブレーシ ョ ン係数を入力するのが効率的です。 その

場合、 必要 小限のデータ入力で済みます。

しかし、 広いレ ンジの周波数帯で測定を行 う 場合は、 測定する周波数

だけを入力すればよいのでセンサテーブルの方が効率的です。 キ ャ リ ブ

レーシ ョ ン係数は、 選択し たテーブルからパワー メ ータが自動的に選

択し て採用し ます。
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周波数固有のキャ リ ブレーシ ョ ン係数

この項では、 測定する信号の周波数のキ ャ リ ブレーシ ョ ン係数を利用

し た測定方法を紹介し ます。

ヒ ン ト この方法では、 入力するデータ量が少な く て済むので、 1 つの周波数に

対し て複数の測定方法を実施する と きに 適な方法です。

この測定方法は、 次のよ う に操作し ます。

1 パワー メ ータ / センサの組み合わせにゼロ設定と キ ャ リ ブレーシ ョ ン

を行います。

2 測定する信号の周波数のキ ャ リ ブレーシ ョ ン係数を設定し ます。

3 測定を実行し ます。

操作手順 まず、 使用するセンサの基準キ ャ リ ブレーシ ョ ン係数を入力し ます。

1 パワーセンサがどの信号ソースに も接続されていないこ と を確認し

ます。

2 表 22 の接続条件を参考にし て、 センサをパワー基準に接続する準備

が整っているかど う か確認し ます。

3 現在の基準キ ャ リ ブレーシ ョ ン係数の設定を確認する ため、 、 

を押し ます。 値は、 チャネル  ソ フ ト キーの下に表示さ

れます。 

この設定はセンサの値 と一致し ていますか。 ( パワーセンサの基準キ ャ

リ ブレーシ ョ ン係数は、 通常はパワーセンサ本体のキ ャ リ ブレーシ ョ

ン係数テーブルに表示されます。 )

Zero
Cal

More Ref CF %
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4 必要であれば、 チャネル を押し て この設定を変更し ます。 図 
89 のよ う に基準キ ャ リ ブレーシ ョ ン係数ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウが

表示されます。

図 89 基準キャ リ ブレーシ ョ ン係数ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウ

状況に応じ て、 以下のよ う に この値を変更し ます。 

– か を使用し て、 変更する数字をハイ ラ イ ト させます。

– か を使用し て、 ハイ ラ イ ト し ている数字を増減し ます。

5 を押し て変更結果を確定し ます。

パワー メ ータ と センサの組み合わせに対するゼロ設定 と キ ャ リ ブレー

シ ョ ンは、 次のよ う に行います。

6 チャネルをゼロ設定するには、  と チャネル  ソ フ ト キーを押

し ます。  メ ッ セージ と 待機記号が表示されます。

7 POWER REF 出力にセンサを接続し ます。

8 キ ャ リ ブレーシ ョ ンルーチンを開始するには、 チャネル  ソ フ ト

キーを押し ます。  メ ッ セージ と 待機記号が表示されます。

測定する信号の周波数のセンサキ ャ リ ブレーシ ョ ン係数を設定し ます。

9 現在のキ ャ リ ブレーシ ョ ン係数の設定を確認する ため、 を押

し ます。 値は、 チャネル  ソ フ ト キーの下に表示されます。

Ref CF 

%

More Zero

Zeroing

Cal
Calibrating

Frequency
Cal Fac

Cal Fac %
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この設定が、 測定する信号の周波数でセンサの値と 一致し ているかど

う か確認し ます。 ( キ ャ リ ブレーシ ョ ン係数はパワーセンサ本体に表形

式で記載されています。 目的の周波数がない場合は、 既存の値から適当

に補間し て く だ さい。 )

10必要であれば、 チャネル を押し て この設定を変更し ます。 
図 90 のよ う にキ ャ リ ブレーシ ョ ン係数ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウが表

示されます。

図 90 キャ リ ブレーシ ョ ン係数ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウ

状況に応じ て、 以下のよ う に この値を変更し ます。 

– か を使用し て、 変更する数字をハイ ラ イ ト させます。

– か を使用し て、 ハイ ラ イ ト し ている数字を増減し ます。

を押し て変更結果を確定し ます。

次のよ う に測定を実行し ます。

11測定する信号にパワーセンサを接続し ます。

12補正し た測定結果が表示されます。

Cal Fac %

%
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注 センサテーブルが選択されておらず、  表示モード を選択

し ている場合、 測定に使用する キ ャ リ ブレーシ ョ ン係数は、 図 91 のよ

う に上部ウ ィ ン ド ウに表示されます。

図 91 キャ リ ブレーシ ョ ン係数の表示

表 22 8480 シ リーズの接続要件

Single Numeric 

キャ リ ブレーシ ョ ン係数

センサ 接続条件

8481A
8481H
8482A
8482H

左記のパワーセンサは POWER REF に直接接続し ます。

8481D
8484A

キャ リ ブレーシ ョ ン前に、 パワーセンサと POWER REF 間に
Agilent 11708A 30 dB 基準減衰器を接続し ます。 この減衰器
は測定前にパワーセンサ入力から取り外し て く ださい。

8483A 左記のパワーセンサを POWER REF に接続するには、 75 Ω 
(f) から 50 Ω (m) の N タ イプアダプ タ (1250-0597) が必要で
す。 このアダプ タは、 測定前に取り外し て く ださい。

R8486A
Q8486A
V8486A
W8486A
R8486D
Q8486D

左記の導波管センサにはコネク タが 2 つあり ます。 パワー
メ ータのキャ リ ブレーシ ョ ンには N タ イプ コネク タ を使用し
ます。
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8481B
8482B

左記のパワーセンサは減衰器を使用し て構成し ます。 キャ リ ブ
レーシ ョ ン前に減衰器を取り外し て く だ さい。 測定前には減衰
器を元どおり取り つけて く だ さい。

8485A 左記のパワーセンサを POWER REF に接続するには、 APC 
3.5 (f) から 50 Ω (m) の N タ イプアダプ タ (08485-60005) が必
要です。 このアダプ タは測定前に取り外し て く だ さい。

8485D キャ リ ブレーシ ョ ン前に、 パワーセンサと POWER REF の間
に Agilent 11708A 30 dB 基準減衰器と APC 3.5 (f) から 50 Ω 
(m) の N タ イプアダプ タ (08485-60005) を接続し ます。 この
減衰器と アダプ タは測定前に取り外し て く だ さい。

8487A 左記のセンサを POWER REF に接続するには、 APC 2.4 (f) か
ら 50 Ω (m) の N タ イプアダプ タ (08487-60001) が必要です。
このアダプ タは測定前に取り外し て く だ さい。

8487D キャ リ ブレーシ ョ ン前に、 パワーセンサと POWER REF の間
に Agilent 11708A 30 dB 基準減衰器と APC 2.4 (f) から 50 Ω 
(m) の N タ イプアダプ タ (08487-60001) を接続し ます。 この
アダプ タは測定前に取り外し て く だ さい。

センサ 接続条件
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例

こ こ では、 基準キ ャ リ ブレーシ ョ ン係数が 99.8%、 測定周波数のキ ャ リ

ブレーシ ョ ン係数が 97.6% のパワーセンサでチャネル A の測定を行 う

もの と し ます。

• パワーセンサを信号ソースから切 り 離し ます。

•  、 、 を押し ます。 

• 、 、 、 の各キーを操作し て、 ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウの表

示値を 99.8 に変更し ます。

• を押し て入力を終了し ます。

• チャネルをゼロ設定するには、  と チャネル  ソ フ ト キーを押

し ます。

• ゼロ設定ルーチンが終了し た ら、 パワーセンサを POWER REF 出力

に接続し ます。

• キ ャ リ ブレーシ ョ ンルーチンを開始するには、 チャネル  ソ フ ト

キーを押し ます。

• キ ャ リ ブレーシ ョ ンルーチンが終了し た ら、 、 を押

し ます。

• 、 、 、 の各キーを操作し て、 ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウの表

示値を 97.6 に変更し ます。

• を押し て入力を終了し ます。

• 測定する信号にパワーセンサを接続し ます。

• 補正し た測定結果が表示されます。

Zero
Cal

More Ref CF %

%
More Zero

Cal

Frequency
Cal Fac Cal Fac %

%
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センサキャ リ ブレーシ ョ ンテーブル

この項では、 センサキ ャ リ ブレーシ ョ ンテーブルの使用方法を紹介し

ます。 センサキ ャ リ ブレーシ ョ ンテーブルには、 パワー メ ータ内のパ

ワーセンサモデルや特定のパワーセンサに対応する測定キ ャ リ ブレー

シ ョ ン係数が組み込まれています。 これらの係数で測定結果を補正し ま

す。

ヒ ン ト 1 つ以上のパワーセンサで周波数レ ンジのパワー測定を行 う 場合、 セン

サキ ャ リ ブレーシ ョ ンテーブルを利用し ます。 

EPM-P シ リ ーズパワー メ ータには、 各々が 高で 80 周波数ポ イ ン ト を

格納でき る 20 のセンサキ ャ リ ブレーシ ョ ンテーブルを保存でき ます。 
パワー メ ータには、 9 つの定義済みセンサキ ャ リ ブレーシ ョ ンテーブル

の他、 「100%」 デフ ォル ト テーブルが 1 つ組み込まれています。 これら

のテーブルのデータは、 Agilent Technologies パワーセンサのレ ンジの平

均統計値を も と に構成されています。 ご使用のセンサが代表的センサ と

あ る程度異な る可能性も あ り ます。 よ り 高精度の測定を行 う 必要があれ

ば、 198 ページの 「センサキ ャ リ ブレーシ ョ ンテーブルの編集 / 作成」

を参考にし て、 使用するセンサに合ったカス タ ムテーブルを作成し て

く だ さい。

パワーセンサテーブルを使用するには、 次のよ う に操作し ます。

1. 使用するパワーセンサのセンサテーブルを選択し、 対応するパワー

メ ータチャネルに割 り 当てます。

2. パワー メ ータのゼロ設定 と キ ャ リ ブレーシ ョ ンを行います。 キ ャ リ

ブレーシ ョ ンで使用する基準キ ャ リ ブレーシ ョ ン係数は、 パワー

メ ータによ り センサキ ャ リ ブレーシ ョ ンテーブルから自動的に設定

されます。 

3. 測定する信号の周波数を指定し ます。 パワー メ ータがセンサキ ャ リ

ブレーシ ョ ンテーブルから キ ャ リ ブレーシ ョ ン係数を自動的に選択

し て く れます。

4. 測定を実行し ます。
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操作手順 まず、 使用するセンサのテーブルを次のよ う に選択し ます。

1  、 、  を押し て Sensor Tbls 画面を表示

し ます。 図 92 に示すよ う に、 選択し たセンサテーブルが State 列で

ハイ ラ イ ト 表示されます。 リ ス ト にあ る 1 から 9 までが利用でき るセ

ンサです。 カ ス タ ムテーブルではさ らに 10 センサ (10 から 19) を利

用でき ます。 Pts 列にはテーブル内のデータ ポイ ン ト 数が表示されま

す。

2 キー と キーを使用し て、 使用するセンサモデルを選択し ます。 

3  を押し て をハイ ラ イ ト させます。 図 92 のよ う に、

State が on にな り ます。

図 92 センサテーブルの選択

4   を押し て操作を終了し ます。

こ こ で、 測定する信号の周波数を次のよ う に入力し ます。

System
Tables Sensor Cal Tables

Table Off On On

Done
EPM-P ユーザーガイ ド 195



8480 シ リーズパワーセンサの使用 センサキャ リ ブレーシ ョ ンテーブル

E4416.book  Page 196  Thursday, July 26, 2001  4:24 PM
5   を押し て、 チャネル  ソ フ ト キーを押し、 Frequency
ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウ を表示し ます。

図 93 Frequency ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウ

6 、 、 、 の各キーを操作し て、 測定する信号の周波数に一致

する よ う 数字を選択および変更し ます。

7 状況に応じ て  または  を押し て入力を終了し ます。

測定を実行し ます。

8 測定する信号にパワーセンサを接続し ます。

9 補正し た測定結果が表示されます。

注 測定周波数に直接対応し た周波数がセンサキ ャ リ ブレーシ ョ ンテーブ

ルにない場合、 パワー メ ータでは線形補間でキ ャ リ ブレーシ ョ ン係数

を計算し ます。

センサキ ャ リ ブレーシ ョ ンテーブルで定義し た周波数レ ンジ外の周波

数を入力する と 、 パワー メ ータ側ではセンサキ ャ リ ブレーシ ョ ンテー

ブルにあ る 高周波数または 低周波数でキ ャ リ ブレーシ ョ ン係数を

設定し ます。

注  表示モード を選択する と 、 入力し た周波数 と センサ

テーブルの識別子が上部ウ ィ ン ド ウに表示されます。 また、  を
押し た場合も、 入力し た周波数 と、 選択し たセンサテーブルから取 り

出し た各チャネルのキ ャ リ ブレーシ ョ ン係数を表示でき ます。 

Frequency
Cal Fac Freq

GHz MHz

Single Numeric 

Frequency
Cal Fac
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図 94 周波数 / キャ リ ブレーシ ョ ンテーブル画面

周波数

センサテーブル
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センサキャ リ ブレーシ ョ ンテーブルの編集 / 作成

イ ン ス ト ール済みのセンサキ ャ リ ブレーシ ョ ンテーブルを編集し た り 、

新たにカス タ ムテーブルを作成し て、 使用し ているセンサに値を独自

に入力する こ と ができ、 それによ って測定精度を高める こ と ができ ま

す。 20 あ るセンサキ ャ リ ブレーシ ョ ンテーブルその ものはどれも削除

でき ませんが、 内容は編集や削除が可能です。 新しいテーブルが必要で

あれば、 既存のテーブルのどれかを編集し て名前を変更する と い う 方

法があ り ます。 各テーブルには、 それぞれ 高 80 の周波数 / キ ャ リ ブ

レーシ ョ ン係数データ ポイ ン ト を格納でき ます。

実装されているセンサのテーブルを表示するには、 、 、 

 を押し て、 図 92 のよ う に Sensor Tbls 画面を表示し

ます。

イ ン ス ト ールされたパワーセンサは次の と お り です。

表 23 イ ンス ト ールされているパワーセンサモデル

1DEFAULT は、 基準キ ャ リ ブレーシ ョ ン係数と キ ャ リ ブレーシ ョ ン係数が 100% で

あ るセンサキ ャ リ ブレーシ ョ ンテーブルです。 このセンサキ ャ リ ブレーシ ョ ンテー

ブルは、 パワー メ ータのテス ト 時に使用でき ます。

2Agilent 8482B と Agilent 8482H パワーセンサでは、 Agilent 8482A と 同じデータ を

使用し ます。

また、 CUSTOM_0 から CUSTOM_9 まで名付け られた 10 のセンサ

キ ャ リ ブレーシ ョ ンテーブルがあ り ます。 パワー メ ータの出荷時には、

これらのテーブルにデータは書き込まれていません。

System
Tables

Sensor Cal Tables

テーブル センサモデル テーブル センサモデル

0 DEFAULT1 5 8485A

1 8481A 6 R8486A

2 8482A2 7 Q8486A

3 8483A 8 R8486D

4 8481D 9 8487A
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パワーセンサテーブルの編集や作成は、 次のよ う に操作し ます。

1. 編集または作成するセンサテーブルを決定し選択し ます。

2. テーブルの名前を変更し ます。 

3. 周波数 と キ ャ リ ブレーシ ョ ン係数のデータの組み合わせを編集 / 入

力し ます。

4. テーブルを保存し ます。

操作手順 まず、 次のよ う に、 編集または作成する テーブルを選択し ます。

1  、 、  を押し て Sensor Tbls 画面を表示

し ます。

図 95 「Sensor Tbls」 画面

2 キー と キーを使用し て、 編集する テーブルを選択し ます。 

 を押し て、 図 96 のよ う に Edit Cal 画面を表示し ます。

図 96 「Edit Cal」 画面

System
Tables Sensor Cal Tables

Edit Table
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注 入力でき る周波数レ ンジは、 0.001 MHz から 999.999 GHz です。 キ ャ リ

ブレーシ ョ ン係数は、 1% から 150% のレ ンジで入力でき ます。 センサ

キ ャ リ ブレーシ ョ ンテーブルの名前は、 次の規則に も と づいて付け ら

れます。

– 名前の長さは 長で 12 文字です。

– 使用でき る文字は、 大文字か小文字の英字、 数字 (0 ～ 9)、 また

は、 アンダース コ ア (_) です。

– それ以外の文字は使用でき ません。

– スペースは使用でき ません。

テーブルのタ イ ト ルを変更する ため、 次のよ う に操作し ます。

3 キーと キーを使用し て、 テーブルタ イ ト ルをハイ ラ イ ト させ

ます。  を押し、 、 、 、 の各キーを操作し て文字の選

択や変更を行い、 使用する名前を入力し ます。

–   を押すと 、 選択し た文字の右側に新しい文字が追加さ

れます。 

–   を押す と 、 選択し た文字が削除されます。

  を押し て入力を終了し ます。

次のよ う に、 基準キ ャ リ ブレーシ ョ ン係数を入力し ます。

4 キーと キーを使用し て、 基準キ ャ リ ブレーシ ョ ン係数を選択

し、 を押し ます。 、 、 、 の各キーを操作し て、 パ

ワーセンサに一致する よ う 値を変更し ます。  を押し て入力を終了

し ます。

周波数と キ ャ リ ブレーシ ョ ン係数の組み合わせを編集 / 入力する方法は

次の とお り です。

Change

Insert Char

Delete Char

Enter

Change

%
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5 、 、 、 の各キーを操作し て、 テーブルから周波数やキ ャ リ

ブレーシ ョ ン係数を選択し ます。

6  を押し て、 使用するセンサに合わせて値を編集し ます。 入力

を終了するには、 、  または  の各キーを押し ます。

7 さ らに周波数 / キ ャ リ ブレーシ ョ ン係数の組み合わせの入力を行 う に

は、 Edit Cal 画面が表示されている状態で、  を押し ます。 各
キ ャ リ ブレーシ ョ ン係数の前に、 まず周波数を入力する よ う プロ ン

プ ト が表示されます。 パワー メ ータによ ってテーブルは自動的に周波

数の昇順でセ ッ ト ア ッ プ されます。

8 テーブルの編集が終了し た ら、 を押し ます。

9 、 、 、 の各キー と チャネル  を操作し て、 新し

いテーブルを測定チャネルに割 り 当てます。 

10   を押し て編集操作を終了し、 テーブルを保存し ます。 

注 使用する周波数ポ イ ン ト が、 測定する信号の周波数レ ンジに対応し て

いる こ と を確認し て く だ さい。 センサキ ャ リ ブレーシ ョ ンテーブルで定

義し た周波数レ ンジ外の周波数を持つ信号を測定する と 、 パワー メ ー

タ側ではセンサキ ャ リ ブレーシ ョ ンテーブルにあ る 高周波数または

低周波数でキ ャ リ ブレーシ ョ ン係数を計算し ます。

Change

% GHz MHz

Insert 

Done

Table Off On

Done
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事前にイ ンス ト ールされたキャ リ ブレーシ ョ ン
テーブルの内容
以下の リ ス ト は、 センサにイ ン ス ト ール済みのキ ャ リ ブレーシ ョ ン

テーブルの内容を ま と めた ものです。 

DEFAULT Agilent 8482A
RCF 100 RCF 98
0.1 MHz 100 0.1 MHz 98
110 GHz 100 0.3 MHz 99.5

1 MHz 99.3

Agilent 8481A 3 MHz 98.5

RCF 100 10 MHz 98.5
50 MHz 100 30 MHz 98.1
100 MHz 99.8 100 MHz 97.6
2 GHz 99 300 MHz 97.5
3 GHz 98.6 1 GHz 97
4 GHz 98 2 GHz 95
5 GHz 97.7 3 GHz 93
6 GHz 97.4 4.2 GHz 91
7 GHz 97.1
8 GHz 96.6 Agilent 8483A
9 GHz 96.2 RCF 94.6
10 GHz 95.4 0.1 MHz 94
11 GHz 94.9 0.3 MHz 97.9
12.4 GHz 94.3 1 MHz 98.4
13 GHz 94.3 3 MHz 98.4
14 GHz 93.2 10 MHz 99.3
15 GHz 93 30 MHz 98.7
16 GHz 93 100 MHz 97.8
17 GHz 92.7 300 MHz 97.5
18 GHz 91.8 1 GHz 97.2

2 GHz 96.4
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Agilent 8481D Agilent 8485A
RCF 99 RCF 100
50 MHz 99 50 MHz 100
500 MHz 99.5 2 GHz 99.5
1 GHz 99.4 4 GHz 98.9
2 GHz 99.5 6 GHz 98.5
3 GHz 98.6 8 GHz 98.3
4 GHz 98.6 10 GHz 98.1
5 GHz 98.5 11 GHz 97.8
6 GHz 98.5 12 GHz 97.6
7 GHz 98.6 12.4 GHz 97.6
8 GHz 98.7 14 GHz 97.4
9 GHz 99.5 16 GHz 97
10 GHz 98.6 17 GHz 96.7
11 GHz 98.7 18 GHz 96.6
12 GHz 99 19 GHz 96
12.4 GHz 99.1 20 GHz 96.1
13 GHz 98.9 21 GHz 96.2
14 GHz 99.4 22 GHz 95.3
15 GHz 98.9 23 GHz 94.9
16 GHz 99.1 24 GHz 94.3
17 GHz 98.4 25 GHz 92.4
18 GHz 100.1 26 GHz 92.2

26.5 GHz 92.1

Agilent R8486A
RCF 100 Agilent R8486D
50 MHz 100 RCF 97.6
26.5 GHz 94.9 50 MHz 97.6
27 GHz 94.9 26.5 GHz 97.1
28 GHz 95.4 27 GHz 95.3
29 GHz 94.3 28 GHz 94.2
30 GHz 94.1 29 GHz 94.5
31 GHz 93.5 30 GHz 96.6
32 GHz 93.7 31 GHz 97.6
33 GHz 93.7 32 GHz 98
34 GHz 94.9 33 GHz 98.9
34.5 GHz 94.5 34 GHz 99.5
35 GHz 94.4 34.5 GHz 99
36 GHz 93.7 35 GHz 97.6
37 GHz 94.9 36 GHz 99
38 GHz 93.5 37 GHz 98.2
39 GHz 93.9 38 GHz 97.4
40 GHz 92.3 39 GHz 97.6

40 GHz 100
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Agilent 8487A

Agilent 8487A 　

つづき

RCF 100 35 GHz 93.1
50 MHz 100 36 GHz 92
100 MHz 99.9 37 GHz 92.4
500 MHz 98.6 38 GHz 90.9
1 GHz 99.8 39 GHz 91.3
2 GHz 99.5 40 GHz 91.4
3 GHz 98.9 41 GHz 90.6
4 GHz 98.8 42 GHz 89.9
5 GHz 98.6 43 GHz 89.1
6 GHz 98.5 44 GHz 88.1
7 GHz 98.4 45 GHz 86.9
8 GHz 98.3 46 GHz 85.8
9 GHz 98.3 47 GHz 85.4
10 GHz 98.3 48 GHz 83.2
11 GHz 98.1 49 GHz 81.6
12 GHz 97.9 50 GHz 80.2
13 GHz 98
14 GHz 98.2
15 GHz 97.7 Agilent R8486A
16 GHz 96.8 RCF 100
17 GHz 97 50 MHz 100
18 GHz 96.3 33.5 GHz 91.3
19 GHz 95.9 34.5 GHz 92
20 GHz 95.2 35 GHz 91.7
21 GHz 95.6 36 GHz 91.5
22 GHz 95.5 37 GHz 92.1
23 GHz 95.4 38 GHz 91.7
24 GHz 95 39 GHz 91
25 GHz 95.4 40 GHz 90.7
26 GHz 95.2 41 GHz 90.3
27 GHz 95.1 42 GHz 89.5
28 GHz 95 43 GHz 88.5
29 GHz 94.4 44 GHz 88.7
30 GHz 94 45 GHz 88.2
31 GHz 93.7 46 GHz 87
32 GHz 93.8 47 GHz 86.4
33 GHz 93 48 GHz 85.3
34 GHz 93.2 49 GHz 84.7
34.5 GHz 93.5 50 GHz 82.9
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7 メ ンテナンス

本章の構成 本章では、 組み込みテス ト 、 エ ラー メ ッ セージ、 一般 メ ンテナン ス

について説明し ます。 構成内容は以下の と お り です。

• 「セルフテス ト 」 206 ページ

• 「エラー メ ッ セージ」 213 ページ

• 「オペレータ メ ンテナン ス」 226 ページ

• 「Agilent Technologies へのお問い合わせ」 228 ページ
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セルフテス ト

パワー メ ータには、 2 つのセルフテス ト モー ド が用意されています。

• パワーオンセルフテス ト  - パワー メ ータの電源を入れる と 自動的に実

行されます。 

• ト ラブルシ ューテ ィ ングモー ド  - フ ロ ン ト パネルから、 または リ モー

ト で呼び出し ます。 フ ロ ン ト パネルソ フ ト キー メ ニューでは各テス ト

を個別に実行でき ますが、 リ モー ト コマン ド では 209 ページの 「 リ

モー ト テス ト 」 にあ る テス ト がすべて一連のテス ト と し て実行され

ます。 

パワーオンセルフ テス ト
パワーオンセルフテス ト は、 パワー メ ータの電源を入れる と 自動的に

実行されます。 終了まで約 10 秒かか り ます。 パワーオンセルフテス ト

では、 次の構成要素をチェ ッ ク し ます。

– リ チウ ム電池

– キ ャ リ ブレータ

– 測定アセンブ リ ( デュ アルチャネル メ ータの両アセンブ リ )

– フ ァ ン

– シ リ アルイ ン タ フ ェース

各テス ト の内容については、 210 ページの 「テス ト の解説」 を参照し て

く だ さい。

パワーオンセルフテス ト が実行される と、 実行し ている テス ト 名の横

に メ ッ セージ Testing... が 表示されます。 各テス ト が終了する と 、 メ ッ

セージ Testing... が消え、 メ ッ セージ Passed または Failed が表示さ

れます。 異常が発生し た場合は、 メ ッ セージ Power-up H/W Err が表示

されます。 エラーはエラーキ ューにも書き込まれ、 、 を

押せば、 Errors 画面で確認でき ます。

System
Error List
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セルフ テス ト でのフ ロン ト パネルの選択

、 、 、  を押す と 、 Self Test メ ニ ューが呼び出

せます。 メ ニューの構成は次の と お り です。

• 測定器のセルフテス ト

• 個別テス ト 。 次のテス ト が呼び出せます。

– キーボード

– フ ァ ン

– 画面ビ ッ ト マ ッ プ

– シ リ アルイ ン タ フ ェース。 次のテス ト が呼び出せます。

* UART 構成

* ローカルループバッ ク

* RS232 ループバッ ク

* RS422 ループバッ ク

 を押す と 、 次のテス ト が呼び出せます。 

– ト リ ガループバッ ク

– タ イ ムベース

– 高速パス精度

注 RS232 と RS422 のループバッ ク テス ト では、 特殊配線のコネ ク タが必

要です。 詳細については、 『EPM-P シ リ ーズ パワー メ ータサービ スガ

イ ド』 を参照し て く だ さい。

これらのテス ト はそれぞれ独立し て実行されます。 測定器のセルフテス

ト および信頼チェ ッ ク に関し ては、 208 ページの 「測定器のセルフテス

ト 」 を参照し て く だ さい。 その他のテス ト の内容については、 210 ペー

ジの 「テス ト の解説」 を参照し て く だ さい。

System More Service Self Test

More
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測定器のセルフ テス ト

 を選択する と 、 次のテス ト が実行されます。 ( これ

らのテス ト は *TST? コマン ド を使用し て実行するの と 同じ ものです。 ) 

• ROM チェ ッ クサム

• RAM 

• リ チウ ム電池

• 表示アセンブ リ

• キ ャ リ ブレータ

• 測定アセンブ リ

• フ ァ ン

• シ リ アルイ ン タ フ ェース

各テス ト が行われる たびに、 そのテス ト 名が画面に表示されます。 テス

ト が実行中は、 メ ッ セージ Testing... がテス ト 名の横に表示されます。 
各テス ト ステージが終了する と 、 メ ッ セージ Testing... が消え、 メ ッ

セージ Passed または Failed が表示されます。 

図 97 セルフ テス ト の進行

テス ト が完了する と、  が選択される まで、 測定結果が表示されて

います。 セルフテス ト が失敗し た場合、 不具合に関する情報が画面に表

示されます。

Instrument Self Test

Done
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リ モー ト テス ト
リ モー ト セルフテス ト を呼び出すには、 IEEE 488.1 準拠標準コマン ド

*TST? を使用し ます。 このコマン ド によ り セルフテス ト がすべて実行

され、 次のコード のいずれかが戻 り ます。

• 0 - すべてのテス ト が成功

• 1 - 1 つ以上のテス ト に失敗

リ モー ト セルフテス ト は、 次のテス ト で構成されます。

• ROM チェ ッ クサム

• RAM 

• リ チウ ム電池

• 表示アセンブ リ

• キ ャ リ ブレータ

• 測定アセンブ リ

• 通信アセンブ リ ( 黙示 )

通信アセンブ リ は黙示的にテス ト されるので、 GPIB イ ン タ フ ェースが

正し く 実行し ている限 り 、 コマン ド を受け付けた り 結果を戻し た り は

し ません。 

各テス ト の内容については、 210 ページの 「テス ト の解説」 を参照し て

く だ さい。

*TST? コマン ド を実行する と 、 画面が ク リ ア されます。 各テス ト が行

われる たびに、 そのテス ト 名が画面に表示されます。 テス ト が実行中

は、 メ ッ セージ Testing... がテス ト 名の横に表示されます。 各テス ト ス

テージが終了する と 、 メ ッ セージ Testing... が消え、 メ ッ セージ

Passed または Failed が表示されます。
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テス ト の解説
この項では、 各テス ト でチェ ッ クする対象について説明し ます。 テス ト

によ っては、 呼び出し方法が 1 つしかないものがあ り ます ( た と えば、

フ ロ ン ト パネルから など )。 その場合はテス ト の解説に明記し てあ り ま

す。 ほ と んどのテス ト には、 関連エラー メ ッ セージがあ り 、 テス ト に失

敗する と エラーキ ューに書き込まれます。 ただし、 ビ ッ ト マ ッ プ画面テ

ス ト は例外です。 詳細については、 213 ページの 「エ ラー メ ッ セージ」

を参照し て く だ さい。

ROM チ ェ ッ クサム

このテス ト では、 フ ァーム ウ ェ アのチェ ッ ク サムを計算し、 ROM に保

存されている定義済みのチェ ッ クサム とつき合わせます。 成功か失敗の

結果が戻 り ます。 

RAM
このテス ト では、 測定器 RAM に対する読み書き テス ト を行います。

リ チウム電池

初のフ ァーム ウ ェ アのダウ ン ロー ド で、 既知の値がバッ テ リ バッ ク

ア ッ プの メ モ リ 位置に書き込まれます。 こ のテス ト では、 その値がまだ

残っているかど う か確認し ます。 値が残っていれば成功、 そ う でなけれ

ば失敗が戻 り ます。

測定アセンブ リ 測定アセンブ リ へは、 セルフテス ト を自動的に実行する よ う 要求が届

き ます。 このセルフテス ト では、 成功か失敗が戻 り ます。 測定アセンブ

リ セルフテス ト が失敗し た場合 と、 測定アセンブ リ が応答し ない場合

に、 失敗が戻 り ます。

フ ァ ン

このテス ト では、 内部冷却フ ァ ンが正し く 機能し ているかど う かを確

認し ます。
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シ リ アルイ ン タ フ ェ ース

シ リ アルイ ン タ フ ェースには 4 つのテス ト が用意されています。 それ

は、 UART 構成、 ローカルループバッ ク、 RS232 ループバッ ク、 RS422
ループバッ ク です。 RS232 と RS422 の両ループバッ ク テス ト では、 特殊

配線のコネ ク タが必要です。 詳細については、 『EPM-P シ リ ーズパワー

メ ータ  サービ スガ イ ド』 を参照し て く だ さい。

• UART 構成 - 通信速度、 ス ト ッ プビ ッ ト 、 パ リ テ ィ が UART で正し

く 設定されている こ と を確認し ます。

• ローカルループバッ ク  - UART の Tx と Rx は内部接続されてお り 、

正常に動作し ているかど う かを確認する ためのテス ト メ ッ セージが

送信されます。

• RS232/RS422 ループバッ ク  - メ ッ セージは、 外部ループバッ ク コネ ク

タによ り 、 UART と ト ラ ンシーバ経由で送信されます ( 『EPM-P シ
リ ーズパワー メ ータ  サービ スガ イ ド』 参照 )。

キャ リ ブレータ

基準キ ャ リ ブレータの電源が入 り (POWER REF LED が点灯 )、 内部測

定が行われます。 成功か失敗の結果が戻 り ます。

画面

画面には 3 つのテス ト が用意されています。 画面アセンブ リ 、 画面

RAM、 ビ ッ ト マ ッ プ画面のテス ト です。

読み書きは、 デ ィ スプレ イ RAM 上で実行し ます。 書き込んだ値を正し

く 読み取る こ と ができれば成功が記録され、 そ う でなければ失敗が記

録されます。 

液晶画面 / 発光ダ イオー ド (LCD/LED) 制御回路は、 マルチプレ クサ と

デジ タル信号プロセ ッ サによ り 独立し た電圧測定を行ってテス ト し ま

す。 予定通 り の電圧が測定されれば成功が記録され、 そ う でなければ失

敗が記録されます。 テス ト 対象の回路は、 LCD コ ン ト ラ ス ト 制御、 LED
ブラ イ ト ネス制御、 画面温度感知ダ イオード の 3 回路です。 
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ト リ ガループバッ ク

このテス ト では、 あ る ト リ ガ出力レベルを生成し、 それが ト リ ガ入力

で確認でき るかど う かを検査し ます。 ト リ ガの入力コネ ク タ と 出力コネ

ク タ (BNC) を接続する必要があ り ます。

タ イムベース

このテス ト では、 10 MHz 内蔵タ イ ムベース信号を、 周波数検査の行わ

れる ト リ ガ出力コネ ク タに対し て経路指定し ます。 パワー メ ータのプ リ

セ ッ ト やパワーサイ クルが実行されている場合、 経路指定ははずされ

ます。

高速パス精度

このテス ト については特殊なテス ト 機器を使用する必要があ り 、 本ガ

イ ド の範疇を超えています。 『EPM-P シ リ ーズ パワー メ ータサービ ス

ガ イ ド』 を参照し て く だ さい。
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エラー メ ッ セージ

はじめに
こ の項では、 エラー メ ッ セージについて説明し ます。 パワー メ ータのエ

ラーキ ューの読み取 り 方法の他、 全エ ラー メ ッ セージ と 、 その考え ら

れる原因を紹介し ます。

た と えばパワーセンサのオーバロード など、 ハード ウ ェ ア関連の問題

があ る場合、 画面一番上のステータ ス ラ イ ンにエラー メ ッ セージが表

示されます。 また、 エラーはエラーキ ューに も書き込まれます。 エラー

キ ューにエ ラーがあ る場合、 図 98 のよ う にフ ロ ン ト パネルイ ンジケー

タに表示が出ます。

リ モー ト イ ン タ フ ェースでパワー メ ータ を操作し ている間は、 他のエ

ラーも発生する こ と があ り ます。 そのよ う なエ ラーもエラーイ ンジケー

タに表示され、 エ ラーキ ューに書き込まれます。

図 98 エ ラーイ ンジケータの位置

フ ロ ン ト パネルからエラーキ ューを読み取るには、 次のよ う に操作し

ます。

•  、  を押し、  を操作し て、 各エ ラー メ ッ セージを

ス ク ロールし ます。

リ モー ト イ ン タ フ ェースからエ ラーキ ューを読み取るには、 次のコマ

ン ド を使用し ます。

• SYSTem:ERRor? コマン ド

エラーインジケータ

System
Error List Next
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エ ラーキ ュー メ ッ セージの形式は次の とお り です。

図 99 エ ラーキュー メ ッ セージ

例 ： -330 「Self-test Failed;Battery Fault」 の場合。

エ ラーは先入れ先出し (FIFO) 順に読み取られます。 30 エラー以上あ る

場合、 エ ラーキ ューがオーバフ ローし、 キ ューの 後のエラーがエ

ラー -350 「Queue Overflow」 にな り ます。 キ ューがオーバフ ローす

る と 、 つねに 新のエ ラーが廃棄されます。 

エ ラーは読み取られる と エラーキ ューから削除されます。 これによ っ

て、 新しいエラーが検出される と きに備えて、 キ ューの 後のスペー

ス を新しいエラー メ ッ セージ用に空けてお く わけです。 すべてのエラー

をキ ューから読み取ったあ と にエラーク エ リ を発行する と 、 +0 「No 

errors」 が戻 り ます。 

キ ューの全エラーをフ ロ ン ト パネルから削除するには、

• 、  を押し、 を操作し ます。

キ ューの全エラーを リ モー ト で削除するには、 次のコマン ド を使用し

ます。

• *CLS ( 状態ク リ ア ) コマン ド

測定器の電源をオフにする と 、 エラーキ ューも ク リ ア されます。

エラー
”;

装置エラー

解説 依存情報番号
“,

System
Error List Clear Errors
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エラー メ ッ セージ リ ス ト

-101 Invalid character
コマン ド文字列に無効な文字が見つか り ま し た。 #、 $、 % などの文

字がコマン ドヘッ ダやパラ メ ータ内で使用されている可能性があ り

ます。 
例 ： 　LIM:LOW O#.

-102 Syntax error
コマン ド文字列に無効な構文が見つか り ま し た。 
例 ： 　LIM:CLE:AUTO, 1 または LIM:CLE: AUTO 1.

-103 Invalid separator
コマン ド文字列に無効な区切 り 文字が見つか り ま し た。 コ ロ ン、 セ ミ

コ ロ ン、 空白スペースの代わ り にコ ンマが使用されたか、 コ ンマの

代わ り に空白スペースが使用された可能性があ り ます。 
例 ： 　OUTP:ROSC,1.

-105 GET not allowed
Group Execute Trigger (GET) は、 コマン ド 文字列では使用でき ません。

-108 Parameter not allowed
規定以上のパラ メ ータがコマン ド に指定されま し た。 余分なパラ メ ー

タが入力されたか、 パラ メ ータ を使用でき ないコマン ド にパラ メ ー

タが指定された可能性があ り ます。 
例 ： 　CAL 10.

-109 Missing parameter
コマン ド に指定されたパラ メ ータが不足し ています。 コマン ド に必要

なパラ メ ータが 1 つまたは複数不足し ています。 
例 ： 　AVER:COUN.

-112 Program mnemonic too long
大許容文字数の 12 文字を越え る コマン ドヘッ ダを受け取 り ま し

た。 
例 ： 　SENSeAVERageCOUNt 8.
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-113 Undefined header
パワー メ ータが無効な コマン ド を受け取 り ま し た。 コマン ド のスペル

を間違えたか、 有効な コマン ド ではないか、 あ るいは間違った イ ン

タ フ ェースが選択された可能性があ り ます。 コマン ド の短縮形式を使

用する場合、 4 文字までしか使用でき ないので注意し て く だ さい。 
例 ： 　TRIG:SOUR IMM.

-121 Invalid character in number
パラ メ ータ値に指定された数字に無効な文字が見つか り ま し た。 
例 ： 　SENS:AVER:COUN 128#H.

-123 Exponent too large
指数部が 32,000 を越え る数値パラ メ ータが見つか り ま し た。 
例 ： 　SENS:COUN 1E34000.

-124 Too many digits
上位のゼロ を除いた小数部が 255 桁を越え る数値パラ メ ータが見つ

か り ま し た。

-128 Numeric data not allowed
数値を受けつけないコマン ド で数値を受け取 り ま し た。 
例 ： 　MEM:CLE 24.

-131 Invalid suffix
数値パラ メ ータの接尾辞の指定が間違っています。 接尾辞のスペルが

間違っている可能性があ り ます。 
例 ： 　SENS:FREQ 200KZ.

-134 Suffix too long
接尾辞が 12 文字を越えています。 
例 ： 　SENS:FREQ 2MHZZZZZZZZZZZ.

-138 Suffix not allowed
接尾辞を指定でき ない数値パラ メ ータの後に接尾辞を受け取 り ま し

た。 
例 ： 　INIT:CONT 0Hz.
216 EPM-P ユーザーガイ ド



エ ラー メ ッ セージ メ ンテナンス

E4416.book  Page 217  Thursday, July 26, 2001  4:24 PM
-148 Character data not allowed
文字列か数値パラ メ ータが求められている所に、 離散パラ メ ータ を

受け取 り ま し た。 有効なパラ メ ータ タ イプを使用し ているかど う か、

パラ メ ータ リ ス ト で確認し て く だ さい。 
例 ： 　MEM:CLE CUSTOM_1.

-151 Invalid string data
無効な文字列を受け取 り ま し た。 文字列が単引用符や二重引用符で囲

まれているかど う か確認し て く だ さい。 
例 ： 　MEM:CLE “CUSTOM_1”.

-158 String data not allowed
文字列を受け取 り ま し たが、 このコマン ド には使用でき ません。 有効

なパラ メ ータ タ イプを使用し ているかど う か、 パラ メ ータ リ ス ト で

確認し て く だ さい。 
例 ： LIM:STAT ‘ON’.

-161 Invalid block data
ブロ ッ クデータ要素が求められま し たが、 何らかの理由で無効にな

り ま し た。 た と えば、 *DDT #15FET です。 こ の文字列の 5 は、 後続

の文字数が 5 文字であ る こ と を表し ていますが、 実際には 3 文字し

かあ り ません。

-168 Block data not allowed
指定されたブロ ッ クデータ要素は間違ってはいませんが、 現時点で

はこのパワー メ ータには使用でき ません。 
例 ： 　SYST:LANG #15FETC?.

-178 Expression data not allowed
指定されたデータ式は間違ってはいませんが、 現時点ではこ のパ

ワー メ ータには使用でき ません。 
例 ： 　SYST:LANG (5+2).

-211 Trigger ignored
<GET> または *TRG、 あ るいは TRIG:IMM を受け取 り 、装置はそれを

認識し ま し たが、 パワー メ ータが ト リ ガ状態の待機中ではなかった

ので無視されま し た。 
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-213 Init ignored
パワー メ ータがすでに始動し ている ため、 測定開始要求が無視され

ま し た。

例 ： 　INIT:CONT ON
INIT.

-214 Trigger deadlock
TRIG:SOUR が HOLD または BUS に設定され、 TRIG:SOUR を

IMMediateに設定し よ う と し てREAD? またはMEASure? を実行し よ

う と し ま し た。

-220 Parameter error;Frequency list must be in ascending order.
MEMory:TABLe:FREQuency コマン ド で入力し た周波数が昇順に

なっていません。

-221 Settings conflict
このコマン ド は、 さ まざまな競合状況で発生し ます。 次に、 こ のエ

ラーの発生例をい く つか紹介し ます。

•READ? パラ メ ータが現在の設定 と 一致し ない場合。

• 高速モード で、 平均化、 デューテ ィ サイ クル、 限度など を切 り 替え

を し よ う と し た。

• 何も選択せずにセンサキ ャ リ ブレーシ ョ ンテーブルを ク リ ア し よ う

と し た。

-221 Settings conflict;DTR/DSR not available on RS422
DTR/DSR を利用でき るのは RS232 イ ン タ フ ェースだけです。

-222 Data out of range
数値パラ メ ータの値がコマン ド の有効レ ンジ外です。 例 ： 　

SENS:FREQ 2KHZ.

-224 Illegal parameter value
コマン ド に と って無効な離散パラ メ ータ を受け取 り ま し た。 選択し た

パラ メ ータが無効だ と 思われます。 
例 ： 　TRIG:SOUR EXT .
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-226 Lists not same length
SENSe:CORRection:CSET[1]|CSET2:STATe が ON に設定されて

いるのに、 周波数 と キ ャ リ ブレーシ ョ ン / オフセ ッ ト の リ ス ト の長

さが一致し ていない場合に発生し ます。

-230 Data corrupt or stale
FETC? を実行し よ う と し た と きに、 リ セ ッ ト を受け取っていたか、

現在の測定が無効になる よ う な状態にパワー メ ータが変更されてい

た ら発生し ます ( 周波数設定や ト リ ガ条件の変更など )。

-230 Data corrupt or stale;Please zero and calibrate Channel A
CAL[1|2]:RCALがONに設定されているのに、チャネルA に接続され

ているセンサのゼロ設定 と キ ャ リ ブレーシ ョ ンが済んでいない場合、

正常であれば測定結果 (FETC?、 READ?、 または MEAS?) を戻すコマ

ン ド の実行で、 このエ ラー メ ッ セージが戻って き ます。

-230 Data corrupt or stale;Please zero and calibrate Channel B
CAL[1|2]:RCALがONに設定されているのに、チャネル B に接続され

ているセンサのゼロ設定 と キ ャ リ ブレーシ ョ ンが済んでいない場合、

正常であれば測定結果 (FETC?、 READ?、 または MEAS?) を戻すコマ

ン ド の実行で、 このエ ラー メ ッ セージが戻って き ます。

-230 Data corrupt or stale;Please zero Channel A
CAL[1|2]:RCALがONに設定されているのに、チャネルA に接続され

ているセンサのゼロ設定が済んでいない場合、 正常であれば測定結

果 (FETC?、 READ?、 または MEAS?) を戻すコマン ド の実行で、 こ の

エ ラー メ ッ セージが戻って き ます。

-230 Data corrupt or stale;Please zero Channel B
CAL[1|2]:RCALがONに設定されているのに、チャネル B に接続され

ているセンサのゼロ設定が済んでいない場合、 正常であれば測定結

果 (FETC?、 READ?、 または MEAS?) を戻すコマン ド の実行で、 こ の

エ ラー メ ッ セージが戻って き ます。
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-230 Data corrupt or stale;Please calibrate Channel A
CAL[1|2]:RCALがONに設定されているのに、チャネルB に接続され

ているセンサのキ ャ リ ブレーシ ョ ンが済んでいない場合、 正常であ

れば測定結果 (FETC?、 READ?、 または MEAS?) を戻すコマン ド の実

行で、 このエ ラー メ ッ セージが戻って き ます。

-230 Data corrupt or stale;Please calibrate Channel B
CAL[1|2]:RCALがONに設定されているのに、チャネルB に接続され

ているセンサのキ ャ リ ブレーシ ョ ンが済んでいない場合、 正常であ

れば測定結果 (FETC?、 READ?、 または MEAS?) を戻すコマン ド の実

行で、 このエ ラー メ ッ セージが戻って き ます。

-231 Data questionable;CAL ERROR
パワー メ ータのキ ャ リ ブレーシ ョ ンが失敗し ま し た。 パワーセンサに

1 mW パワーをかけずにキ ャ リ ブレーシ ョ ンを実行し た こ と が、 も

多い原因です。

-231 Data questionable;CAL ERROR ChA
チャネル A でパワー メ ータのキ ャ リ ブレーシ ョ ンが失敗し ま し た。

パワーセンサに 1 mW パワーをかけずにキ ャ リ ブレーシ ョ ンを実行

し た こ と が、 も多い原因です。

-231 Data questionable;CAL ERROR ChB
チャネル B でパワー メ ータのキ ャ リ ブレーシ ョ ンが失敗し ま し た。

パワーセンサに 1 mW パワーをかけずにキ ャ リ ブレーシ ョ ンを実行

し た こ と が、 も多い原因です。

-231 Data questionable;Input Overload
チャネル A に対するパワー入力が、 パワーセンサの 大レ ンジを越

えています。

-231 Data questionable;Input Overload ChA
チャネル A に対するパワー入力が、 パワーセンサの 大レ ンジを越

えています。

-231 Data questionable;Input Overload ChB
チャネル B に対するパワー入力が、 パワーセンサの 大レ ンジを越

えています。
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-231 Data questionable;Lower window log error
測定単位が対数であ るのに、 下部ウ ィ ン ド ウにおけ る差測定の結果

がマイナスになっています。

-231 Data questionable;Upper window log error
測定単位が対数であ るのに、 上部ウ ィ ン ド ウにおけ る差測定の結果

がマイナスになっています。

-231 Data questionable;ZERO ERROR
パワー メ ータのゼロ設定が失敗し ま し た。 パワーセンサにパワー信号

をかけながらゼロ設定し よ う と し たのが も多い原因です。

-231 Data questionable;ZERO ERROR ChA
チャネル A のパワー メ ータゼロ設定が失敗し ま し た。 パワーセンサ

にパワー信号をかけながらゼロ設定し よ う と し たのが、 も多い原

因です。

-231 Data questionable;ZERO ERROR ChB
チャネル B のパワー メ ータゼロ設定が失敗し ま し た。 パワーセンサ

にパワー信号をかけながらゼロ設定し よ う と し たのが、 も多い原

因です。

-241 Hardware missing
パワーセンサが接続されていないか、 HP E シ リ ーズパワーセンサを

接続し ていないために、 パワー メ ータがコマン ド を実行でき ません。

-310 System error;Dty Cyc may impair accuracy with ECP sensor
接続されているセンサは CW 信号専用です。

-310 System error;Ch A Dty Cyc may impair accuracy with ECP sensor
チャネル A に接続されているセンサは CW 信号専用です。

-310 System error;Ch B Dty Cyc may impair accuracy with ECP sensor
チャネル B に接続されているセンサは CW 信号専用です。
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-310 System error;Sensor EEPROM Read Failed - critical data not found or 
unreadable
HP E シ リ ーズパワーセンサに障害が発生し ています。 修理のための

返送方法については、 パワーセンサのマニュ アルを参照し て く だ さ

い。

-310 System error;Sensor EEPROM Read Completed OK but optional data 
block(s) not found or unreadable
HP E シ リ ーズパワーセンサに障害が発生し ています。 修理のための

返送方法については、 パワーセンサのマニュ アルを参照し て く だ さ

い。

-310 System error;Sensor EEPROM Read Failed - unknown EEPROM table 
format
HP E シ リ ーズパワーセンサに障害が発生し ています。 修理のための

返送方法については、 パワーセンサのマニュ アルを参照し て く だ さ

い。

-310 System error;Sensor EEPROM < > data not found or unreadable
< > は、 Linearity、 Temp - Comp ( 温度補償 ) など、 対応するセンサの

データブロ ッ ク を表し ます。

HP E シ リ ーズパワーセンサに障害が発生し ています。 修理のための

返送方法については、 パワーセンサのマニュ アルを参照し て く だ さ

い。

-310 System error;Sensors connected to both front and rear inputs.
1 つのチャネル入力に 2 つのパワーセンサは接続でき ません。 その場

合、 パワー メ ータは前後のチャネル入力に接続されているパワーセ

ンサを両方と も検出し て し まいます。

-321 Out of memory
現在利用でき る メ モ リ 容量では、 パワー メ ータによ る内部操作を実

行でき ません。
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-330 Self-test Failed;
-330、 「Self-test Failed」 エラーは、 パワー メ ータに問題があ る こ と を

示し ています。 パワー メ ータの障害に対する対策については、 228
ページの 「Agilent Technologies へのお問い合わせ」 を参照し て く だ

さい。

-330 Self-test Failed;Measurement Channel Fault
測定アセンブ リ テス ト の内容については、 210 ページの 「測定アセン

ブ リ 」 を参照し て く だ さい。

-330 Self-test Failed;Measurement Channel A Fault
測定アセンブ リ テス ト の内容については、 210 ページの 「測定アセン

ブ リ 」 を参照し て く だ さい。

-330 Self-test Failed;Measurement Channel B Fault
測定アセンブ リ テス ト の内容については、 210 ページの 「測定アセン

ブ リ 」 を参照し て く だ さい。

-330 Self-test Failed;Lithium Battery Fault
電池テス ト の内容については、 210 ページの 「 リ チウ ム電池」 を参照

し て く だ さい。

-330 Self-test Failed;Calibrator Fault
キ ャ リ ブレータ テス ト の内容については、 211 ページの 「キ ャ リ ブ

レータ」 を参照し て く だ さい。

-330 Self-test Failed;ROM Check Failed
ROM チェ ッ クサムテス ト の内容については、 210 ページの 「ROM
チェ ッ クサム」 を参照し て く だ さい。

-330 Self-test Failed;RAM Check Failed
RAM テス ト の内容については、 210 ページの 「RAM」 を参照し て く

ださい。

-330 Self-test Failed;Display Assy. Fault
画面テス ト の内容については、 211 ページの 「画面」 を参照し て く だ

さい。
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-330 Self-test Failed;Serial Interface Fault
本テス ト の内容については、 211 ページの 「シ リ アルイ ン タ フ ェー

ス」 を参照し て く だ さい。

-350 Queue overflow
エラーキ ューが満杯状態であ る と こ ろに、 エラーが発生し たため、

そのエ ラーは記録でき ませんでし た。

-361 Parity error in program
シ リ アルポー ト レシーバでパ リ テ ィ エラーが検出されま し た。 デー

タの整合性に問題があ り ます。

-362 Framing error in program
シ リ アルポー ト レシーバでフ レー ミ ングエラーが検出されま し た。

データの整合性に問題があ り ます。

-363 Input buffer overrun
シ リ アルポー ト レシーバがオーバラ ン し たため、 データが失われま

し た。

-410 Query INTERRUPTED
出力バッ フ ァ にデータ を送信する コマン ド を受け取 り ま し たが、 出

力バッ フ ァ に前のコマン ド のデータが残っています ( 前のデータの

上書きはでき ません )。 電源をオフにするか、 *RST( リ セ ッ ト ) コマ

ン ド を実行すれば出力バッ フ ァ を ク リ アでき ます。

-420 Query UNTERMINATED
パワー メ ータが応答を求められま し たが ( イ ン タ フ ェース経由の

データ送信指示 )、 出力バッ フ ァ にデータ を送信する ためのコマン ド

を受け取っていません。 た と えば、 CONFigure コマン ド ( データ を

生成し ないコマン ド ) を実行し、 リ モー ト イ ン タ フ ェースでデータ

を読み取ろ う と し た可能性があ り ます。

-430 Query DEADLOCKED
コマン ド を受け取 り ま し たが、 生成されたデータが多すぎて出力

バッ フ ァ におさ ま り ません。 また、 入力バッ フ ァ もいっぱいの状態

です。 この場合、 コマン ド の処理は続行されますが、 データが失われ

ます。
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-440 Query UNTERMINATED after indefinite response
*IDN? コマン ド は、 コマン ド文字列の中の 後に指定し て く だ さい。
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オペレータ メ ンテナンス

この項では、 電源系統の ヒ ューズ交換 と パワー メ ータの清掃方法を紹

介し ます。 部品交換やパワー メ ータの修理方法の詳細については、

『EPM-P シ リ ーズ パワー メ ータ  サービ スガ イ ド 』 を参照し て く だ さい。

パワー メ ータの清掃の前には、 電源を切断し て く だ さい。 清掃には

湿った布以外は使用し ないで く だ さい。

電源系統 ヒ ューズは、 パワー メ ータの リ アパネルの ヒ ューズホルダア

センブ リ 内にあ り ます。 パワー メ ータでは、 すべての電圧に対し、 高遮

断容量の 250 V、 F3.15AH、 20mm 高速ブロー ヒ ューズを使用し ます

(Agilent パーツ番号 2110-0957)。

注 パワー メ ータには内部 ヒ ューズ も あ り ます。 この ヒ ューズの交換は訓練

を受けたサービ ス担当者が行って く だ さい。 詳細については、 232 ペー

ジの 「サービ ス を受ける ためのパワー メ ータの返送」 を参照し て く だ

さい。

電源系統ヒ ューズの交換
1 パワー メ ータのコード をパワー メ ータから外し ます。

2 4 に従って、 リ アパネルから ヒ ューズホルダアセンブ リ を ス ラ イ ド さ

せます。

3 4 の 「イ ン ラ イ ン」 の位置に正しい ヒ ューズを取 り つけます。 ( ヒ ュー

ズホルダアセンブ リ には予備 ヒ ューズを保管でき ます。 )
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4 リ アパネルの ヒ ューズホルダアセンブ リ を交換し ます。

図 100 ヒ ューズの交換

インラ イン ヒ ューズ

予備ヒ ューズ
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Agilent Technologies へのお問い合わせ

この項では、 パワー メ ータに問題が生じ た と きの対応方法について説

明し ます。

パワー メ ータに問題が生じ た ら、 まず 「Agilent Technologies にお電話い

ただ く 前に」 を参照し て く だ さい。 こ こ では、 よ く あ る代表的な問題の

対応方法をわか り やす く ま と めたチェ ッ ク リ ス ト を掲載し ま し た。 

パワー メ ータに関する Agilent Technologies へのお問い合わせの際には、

サービ ス問題から注文方法にいた る まで、 いかなる内容について も、

まず 231 ページの 「販売サービ スオフ ィ ス」 を参照し て く だ さい。

パワー メ ータ を Agilent Technologies に返送する方法については、 232
ページの 「サービ ス を受け る ためのパワー メ ータの返送」 を参照し て

く だ さい。

Agilent Technologies にお電話いただ く 前に

Agilent Technologies にお電話いただ く 場合や点検のためにパワー メ ータ

を返送する場合には、 事前に 228 ページの 「基本チェ ッ ク」 にあ る リ

ス ト で対応方法を確認し て く だ さい。 問題が生じ た場合は、 本ガ イ ド の

初に記載されてあ る保証内容を確認し て く だ さい。 別途 メ ンテナン ス

契約があ るパワー メ ータについては、 契約内容を よ く ご確認 く ださ い。

保証期間後のパワー メ ータについて、 Agilent Technologies では、 さ まざ

まな メ ンテナン スプラ ンをご用意し ています。 詳細については、 Agilent 
Technologies の販売サービ スセン ターにお問い合わせ く だ さい。

パワー メ ータが故障し て、 故障し た測定器を返送する場合は、 231 ペー

ジの 「販売サービ スオフ ィ ス」 の項に記載された、 故障し た測定器の

返送方法に従って く だ さい。

基本チ ェ ッ ク
問題が発生し た場合、 も う 一度同じ手順を繰 り 返す と 解決する こ と が

あ り ます。 少しの時間をかけて簡単なチェ ッ ク を行 う こ と で、 時間をか

けて測定器を修理し な く て もすむよ う になる こ と があ り ます。 Agilent 
Technologies にお電話いただ く 場合や点検のためにパワー メ ータ を返送
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する場合は、 以下の内容を確認し て く だ さい。

• 電源ソ ケ ッ ト まで電源が来ていますか。

• パワー メ ータのプラ グは AC 電源に正し く 接続されていますか。

• パワー メ ータの電源ス イ ッ チが入っていますか。

• ラ イ ン ヒ ューズは機能し ていますか。

• 他の機器、 ケーブル、 コネ ク タは正し く 接続されて正常に機能し て

いますか。

• 問題が発生し た と きに使用し ていた機器の設定を確認し て く だ さい。

• 実行する テス ト と 得られる テス ト 結果が、 パワー メ ータの仕様と 能

力の範囲内におさ ま っていますか。

• パワー メ ータの画面にエ ラー メ ッ セージが表示されていませんか。

• セルフテス ト で動作を確認し て く だ さい。

• 別のパワーセンサで確認し て く だ さい。

測定器のシ リ アル番号
Agilent Technologies では、 製品の性能、 使いやすさ、 信頼性の向上に

日々努めています。 Agilent Technologies サービ ス担当者は、 各測定器の

設計変更に関する あ ら ゆる記録を用意し ています。 各パワー メ ータの関

連情報は、 シ リ アル番号 と 指定オプシ ョ ンにも と づいてお届け し ます。

パワー メ ータに関し て Agilent Technologies にお問い合わせいただ く と

きは、 必ず完全なシ リ アル番号をお伝え く だ さい。 これは、 完全かつ正

確な情報を得る ためには欠かせないものです。 シ リ アル番号を確認する

方法は次の と お り です。

• GPIB を介し て *IDN? コマン ド でパワー メ ータに信号を送る方法。

• フ ロ ン ト パネルから 、 、 、 を選択する方

法。

• シ リ アル番号ラベルから確認する方法。

System More Service Version
EPM-P ユーザーガイ ド 229



メ ンテナンス Agilent Technologies へのお問い合わせ

E4416.book  Page 230  Thursday, July 26, 2001  4:24 PM
シ リ アル番号ラベルは、 各 Agilent Technologies 測定器の リ アパネルに

あ り ます。 このラベルには 2 つの識別番号が書いてあ り ます。 初の番

号は測定器のシ リ アル番号であ り 、 2 番めの番号は測定器に組み込まれ

ている各オプシ ョ ンの識別番号です。

シ リ アル番号は、 接頭辞 (2 文字と 上位 4 桁の数字 ) と 接尾辞 ( 下位 4 桁

の数字 ) の 2 つの部分に分かれています。 

• 接頭辞は、 製造国を表し ています。 このコー ド は ISO 国際国コード

標準に準拠し てお り 、 各製品の製造国を表し ています。 同じ製品番号

で も異なる 2 つの国で製造される場合があ り ます。 この場合、 個々の

製品シ リ アル番号で国別製造コード を表し ています。 接頭辞には 4 桁

の数字も含まれています。 これは、 前回の大き な設計変更が実施され

た日付を表し ています。

• 接尾辞は英数字コード であ り 、 Agilent Technologies 内の各製品の識別

コード です。

シ リ アル番号

SER GB12345678

OPT

Agilent MADE IN U.K. OF DOMESTIC
AND FOREIGN COMPONENTSs
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販売サービスオフ ィ ス
Agilent Technologies のテス ト 製品や測定製品、 用途、 サービ スの詳細、

な らびに現在の販売オフ ィ スの一覧については、 当社 web サイ ト  
http://www.agilent.com をご覧 く だ さい。

また、 テス ト や販売担当者については、 以下の各セン ターで もお知ら

せし ています。

文書または電話で当社にお問い合わせいただ く 際には、 パワーセンサ

のモデル番号 と シ リ アル番号全桁をお申し出 く だ さい。 Agilent 
Technologies 担当者は、 これらの情報によ り 対象の製品が保証期間内で

あ るかど う かを迅速に確認する こ と ができ ます。

米国 Agilent Technologies
電話 ： 1 800 452 4844

カナダ Agilent Technologies Canada Inc.
Test & Measurement 
電話 ： 1 877 894 4414

ヨ ーロ ッパ Agilent Technologies
Test & Measurement 
European Marketing Organization
電話 ： (31 20) 547 2000

日本 Agilent Technologies Japan Ltd. 
電話 ： (81) 426 56 7832
フ ァ ッ クス ： (81) 426 56 7840

ラ テンア メ リ カ Agilent Technologies
Latin America Region Headquarters, USA
電話 ： (305) 267 4245 
フ ァ ッ クス ： (305) 267 4286

オース ト ラ リ ア 　
および
ニュージーラ ン ド

Agilent Technologies Australia Pty Ltd. 
電話 ： 1-800 629 4852 ( オース ト ラ リ ア )
フ ァ ッ クス ： (61 3) 9272 0749 ( オース ト ラ リ ア )
電話 ： 0-800 738 378 ( ニュージーラ ン ド )
フ ァ ッ クス ： (64 4) 802 6881 ( ニュージーラ ン ド )

アジア太平洋地域 Agilent Technologies, Hong Kong
電話 ： (852) 3197 7777 
フ ァ ッ クス ： (852) 2506 9284
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サービスを受けるためのパワー メ ータの返送
Agilent Technologies にパワー メ ータ を返送する と きは、 この項の説明に

従って く だ さい。

パワー メ ータの運送用梱包

Agilent Technologies でサービ ス を受け る ためにパワー メ ータ を返送する

際は、 次の手順に従って く だ さい。

1 青いサービ ス タ グ ( 本ガ イ ド の 後に添付 ) に必要事項を記入し、 パ

ワー メ ータに添付し ます。 問題の状況についてでき るだけ詳し く 記載

し て く だ さい。 以下の情報のどれか、 またはすべてのコ ピーを送付し

て く だ さい。

– パワー メ ータ画面に表示されたエラー メ ッ セージ

– パワー メ ータのパフ ォーマン スに関する情報

注意 指定品以外の梱包材を使用する と、 パワー メ ータが破損する こ と があ

り ます。 形状を問わずいかな る スチレ ンペレ ッ ト も梱包には使用し ない

で く だ さい。 パワー メ ータの ク ッ シ ョ ン手段や段ボール箱での移動防止

手段 と し ては不適切だからです。 また、 スチレ ンペレ ッ ト は静電気を発

生し た り 、 リ アパネル内に付着し て故障の原因にも な り ます。

2 納品時のオ リ ジナル梱包材か、 二重壁の段ボールででき た破損強度

159 kg (350 lb) の強力な輸送用コ ンテナを使用し て く ださ い。 段ボー

ル箱は、 パワー メ ータ を梱包でき る十分な大き さ と 強度を備え る も

の と し、 梱包材を入れる ための空間 と し て、 少な く と も厚さ 8 セン

チから 10 センチ程度の余裕を上下、 左右、 前後の面に確保し て く だ

さい。

3 パワー メ ータは、 少な く と も厚さ 8 センチから 10 センチ程度の梱包

材、 またはパワー メ ータが段ボール箱内で移動し ない程度の梱包材

で保護し て く だ さい。 梱包用フ ォームを入手でき ない場合の代用品 と

し ては、 Sealed Air Corporation の SD-240 Air Cap TM (Commerce, CA 
90001) が 適です。 Air Cap の外見は、 2.5 センチから 6 ミ リ 程度の空

気の泡で被われたプラ スチ ッ ク シー ト です。 静電気の発生を抑え る た
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め、 ピン クの Air Cap を使用し て く だ さい。 保護のため と 段ボール箱

内での移動を防ぐため、 パワー メ ータは、 Air Cap で幾重にも包んで

く だ さい。

4 輸送用の段ボール箱は強力なナイ ロ ン接着テープでし っか り と 封を

し て く だ さい。

5. 輸送用の段ボール箱の外には、 取 り 扱いの注意を促すため、

「FRAGILE, HANDLE WITH CARE」 と 明示し て く だ さい。

6. 運送業者の伝票は保管し ておいて く だ さい。
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8 仕様と特性

本章の構成 本章では、 EPM-P シ リ ーズパワー メ ータの仕様 と 特性につい

て紹介し ます。

構成内容は以下の と お り です。

• 「パワー メ ータの仕様」 237 ページ

• 「測定特性」 242 ページ

• 「環境仕様」 246 ページ
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はじめに

この章では、 パワー メ ータの仕様と 補足的特性について説明し ます。 

仕様 - 保証されたパフ ォーマン ス を解説し ています。 30 分のウ ォーム

ア ッ プ後に適用する ものです。 特に指定のない限 り 、 これらの仕様は、

パワー メ ータの使用と 環境の範囲において有効で、 ゼロ設定と キ ャ リ

ブレーシ ョ ン実行後の機能です。

補助的特性 - イ タ リ ッ ク体で表し ます。 パワー メ ータの使用時に役立つ

情報です。 代表的 ( 期待される ) パフ ォーマン スパラ メ ータですが、 保

証対象ではあ り ません。 これらの特性は、 イ タ リ ッ ク体か、 「代表的」、

「公称」、 「近似」 などの表現で表し ます。

測定不確定性 - 測定不確定性に関する情報については、 Agilent 
Application Note 64-1、 『Fundamentals of RF and Microwave Power 
Measurements』、 Literature Number 5965-6380E を参照し て く だ さい。

互換性 - EPM-P シ リ ーズパワー メ ータでは、 E シ リ ーズ E9320 パワー

センサフ ァ ミ リ と 併用し てピーク、 平均、 タ イ ムゲー ト 測定を行いま

す。 EPM-P シ リ ーズ メ ータは、 既存の 8480 シ リ ーズ、 E シ リ ーズ

E4410、 および E9300 のパワーセンサ と 併用し て も平均パワー測定がで

き ます。

測定モー ド  - EPM-P シ リ ーズパワー メ ータには 2 つの測定モード があ

り ます。

• 標準モー ド  - ピーク、 平均、 時間関係測定に使用し ます (E シ リ ーズ

E9320 センサによ るデフ ォル ト モード )。

• 平均専用モード  - こ のモード は、 基本的に E シ リ ーズ E9320 センサ

使用時の低レベル信号の平均パワー測定向けであ り 、 また 8480 シ

リ ーズや E シ リ ーズの E4410 や E9300 のパワーセンサに使用する

モード です。
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パワー メ ータの仕様

周波数レンジ

9 kHz から 110 GHz、 パワーセンサによ って異な る。

パワーレンジ

-70 dBm to +44 dBm (100 pW から 25 W)、 パワーセンサによ って異なる。

パワーセンサ

すべての Agilent 8480 シ リ ーズ パワーセンサや

Agilent E シ リ ーズ パワーセンサ と 互換性あ り 。

単独センサのダイナ ミ ッ ク レンジ

E シ リ ーズ E9320 ピーク センサ と平均センサ :

70 dB 大 ( 標準モー ド )
85 dB 大 ( 平均専用モード )

E シ リ ーズ 4410 センサ : 90dB

E シ リ ーズ E9300 平均センサ : 

80dB 大

8480 シ リ ーズセンサ : 50 dB 大

表示装置

絶対 : ワ ッ ト または dBm 

相対 : パーセン ト または dB

画面解像度

解像度の選択範囲 :

対数モード で 1.0、 0.1、 0.01、 0.001 dB、 または

線形モード で有効数字 1、 2、 3、 4 桁
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デフ ォル ト 解像度

対数モー ド の場合 0.01 dB
線形モー ド の場合 3 桁

オフセ ッ ト レンジ

± 外部損失や利得の補償用に 0.001 dB 増分で 100 dB

ビデオ帯域幅 ( 変調帯域幅 )

5 MHz ( メ ータで設定、 センサによ って異な る )

注 ビデオ帯域幅は、 パワーセンサ と メ ータが入力信号のパワー包絡線を

追跡する能力を表し ています。 入力信号のパワー包絡線は、 場合によ っ

ては信号の変調帯域幅によ って決ま るので、 ビデオ帯域幅を変調帯域

幅 と 呼ぶこ と も あ り ます。
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ビデオ帯域幅 / ダイナ ミ ッ ク レンジの最適化

センサ と メ ータから な るパワー メ ータ測定システムの 大ビデオ帯域

幅は、 E シ リ ーズ E9320 パワーセンサで決ま り ます。 システムのピーク

パワー測定における ダ イナ ミ ッ ク レ ンジは、 High、 Medium、 または

Low の設定によ り 適化でき ます。 詳細については、 図 101 を参照し

て く だ さい。 テーブルにあ る フ ィ ルタ ビデオ帯域幅は、 3 dB 帯域幅では

あ り ません。 ビデオ帯域幅は 適なフ ラ ッ ト 性能に補正されるからで

す。 センサのピーク フ ラ ッ ト 応答については、 E シ リ ーズ E9320 パワー

センサ 『操作 と サービ スガ イ ド』 を参照し て く だ さい。 フ ィ ルタ Off 
モード も提供されています。

図 101 ビデオ帯域幅と ピークパワーダイナ ミ ッ ク レンジの対比

センサ

ビデオ帯域幅 / 最大ピークパワーダイナ ミ ッ ク レンジ

Off High Medium Low

E9321A 
E9325A

300 kHz/
−40 dBmから
+20 dBm

300 kHz/
−42 dBmから
+20 dBm

100 kHz/
−43 dBmから
+20 dBm

30 kHz/
−45 dBmから
+20 dBm

E9322A
E9326A

1.5 MHz/
−36dBm から
+20 dBm

1.5 MHz/
−37 dBmから
+20 dBm

300 kHz/
−38 dBmから
+20 dBm

100 kHz/
−39 dBmから
+20 dBm

E9323A
E9327A

5 MHz/
−32 dBmから
+20 dBm

5 MHz/
−32 dBmから
+20 dBm

1.5 MHz/
−34 dBmから
+20 dBm

300 kHz/
−36 dBmから
+20 dBm
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精度

測定器

対応するパワーセンサの線形パーセンテージを追加し て く だ さい ( パ

ワーセンサのユーザーズガ イ ド の仕様を参照 )。

( 平均専用モー ド ):
絶対 : 対数 ±0.02 dB 

線形 ±0.5% 

相対 : 対数 ±0.04 dB 
線形 ±1.0% 

1 パワー メ ータは、 そのキ ャ リ ブレーシ ョ ン温度の ± 5 °C 範囲内であ る と し ま

す。

タ イ ムベース : 0.01%

ゼロ設定、 ゼロ ド リ フ ト 、 測定 ノ イ ズ :

E シ リ ーズ E9320 センサについ

ては、 『E シ リ ーズ E9320 パワーセンサ 操作 と サービ スガ イ ド 』 の仕様

の項を参照し て く だ さい。

キャ リ ブレーシ ョ ン
温度 1 ±5 °C

温度
0 から 55°C

絶対精度 ( 対数 ) ± 0.04 dB ± 0.08 dB

絶対精度 ( 線形 ) ± 0.8% ± 1.7%

相対精度 ( 対数 ) ± 0.08 dB ± 0.16 dB

相対精度 ( 線形 ) ± 1.6% ± 3.4%
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1 mW パワー基準

パワー出力 : 1.00 mW (0.0 dBm) 出荷時設定

値 ±0.5%
米国 National Institute of 

Standards and Technology (NIST)、 および、 英国 National Physical 
Laboratories (NPL) に準拠

精度 : (1 年保証 ) ±1.2% (0 から 55 ºC)
±1.07% (25±10 ºC)
±1.03% (23±3 ºC)

周波数 : 50 MHz 定格

SWR: 大 1.06( オプシ ョ ン 003 の場

合、 大 1.08)

コネ ク タ タ イプ : タ イプ N (f)、 50 オーム
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測定特性

測定特性 :
測定 : 平均パワー 
ピークパワー

ピーク対平均比

2 つの時間オフセ ッ ト 間の測定 ( タ イ ムゲー ト )

平均 : 雑音削減のために 1 から 1024
までの読み取 り 値について平均でき る。

測定速度 (GPIB):
GPIB では、 標準、 2 倍速、 高速の 3 つの測定モー ド を利用でき ます。 
各モード における 大速度を以下の表に示し ます。

1 8480 シ リ ーズセンサで高速測定は実行でき ません。 

2 大測定速度を得るには、 フ リ ー実行 ト リ ガモード でバイナ リ 出力を使用し

ます。

3E シ リ ーズ E9320 センサの場合、 大速度を実現するには、 フ リ ー実行取得で

バイナ リ 出力を使用し ます。

センサタ イプ

測定速度
( 秒当た りの読み取り数 )

標準 2 倍速
高速
1,2

E シ リーズ E9320
ピークセンサと平均
センサ :

平均専用モー ド 20 40 400

標準モー ド 3 20 40 1000

E シ リーズ E4410 と E シ リーズ E9300 平均
パワーセンサ

20 40 400

8480 シ リーズパワーセンサ 20 40 適用 　
な し
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チャネル機能 : A、 B、 A/B、 B/A、 A−B、 B−A、

および相対

記憶レジス タ : Save/Recall メ ニ ューで 10 の測

定器状態を保存可能 

定義済みセ ッ ト ア ッ プ : 共通無線標準 (GSM900、 EDGE、

NADC、 iDEN、 Bluetooth、 IS-95 CDMA、 WCDMA、 cdma2000) には定

義済みセ ッ ト ア ッ プが用意されています。

ト リ ガ

ソース : 内部、 外部 TTL, GPIB、

RS232/422

時間解像度 : 50 ns

遅延レ ンジ : ±1.0 秒

遅延解像度 : 50 ns （遅延 <±50 ms の場合） そ

れ以外は 200 ns

ホール ド オフ : レ ンジ :- 1 µs から 400 ms
分解能 : 選択値の 1%( 小値 100 ns)

内部 ト リ ガ : レ ンジ : −20 から +20 dBm
レベル精度 : ±0.5 dB
解像度 : 0.1 dB
待ち時間 : 500 ns ±100ns

待ち時間と は、 適用し た RF が ト リ ガレベルを ク ロ ス し て、 パワー メ ータが ト

リ ガ状態に切 り 替わる までの時間を指し ます。

外部 ト リ ガレ ンジ : High >2.0 V、 Low <0.8 V、 BNC
コネ ク タ、 上昇エ ッ ジまたは下降エ ッ ジによ る ト リ ガ ；

入力イ ンピーダン ス >1 kΩ

ト リ ガ出力 : 出力では TTL 互換レベル (High 
>2.4 V、 Low <0.4 V) を利用でき、 BNC コネ ク タ を使用し ます。
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サンプ リ ング特性

サンプ リ ングレー ト : 20 M サンプル / 秒

サンプ リ ング方式 : 連続サンプ リ ング

リ アパネル入出力

レ コーダ出力 : アナロ グ 0 V から 1 V、 1 kΩ 出

力イ ンピーダン ス、 BNC コネ ク タ  (E4417A では、 チャネル A と チャネ

ル B の 2 出力が可能。 )

リ モー ト 入出力 : TTL 出力 : 測定値が定義限度を

越えた と きの信号に使用し ます。

TTL 入力 : ゼロ設定と キ ャ リ ブレーシ ョ ンルーチンを初期化し ます。

コネ ク タ タ イプ : RJ-45 シ リ ーズシール ド モジ ュ ラ ジ ャ ッ ク アセンブ リ

TTL 出力 : 高 = 大 4.8V、 低 = 大 0.2V
TTL 入力 : 高 = 小 3.5V、 大 5V、 低 low= 大 1V、 − 小 0.3V

RS-232/422 イ ン タ フ ェース : 外部コ ン ト ローラ と の通信用シ

リ アルイ ン タ フ ェース、 オス / プラ グ 9 ピ ン D-サブ ミ ニコネ ク タ

ト リ ガ イ ン : 測定開始のための TTL 信号を

受信、 BNC コネ ク タ

ト リ ガア ウ ト : 外部機器と の同期用の TTL 信

号を出力、 BNC コネ ク タ

アース : 結合ポス ト 、 4mm プ ラ グ また

は裸線を接続可能

ラ イ ン電源 : 入力電圧レ ンジ : AC 85 V から

264 V、 自動選択

入力周波数レ ンジ : 47 Hz から 440 Hz
電源条件 : ≈ 50 VA (14 ワ ッ ト )
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リ モー ト プログラ ミ ング

イ ン タ フ ェース : GPIB イ ン タ フ ェース、 IEEE 
488.2 準拠

および IEC-625
RS-232 イ ン タ フ ェース と RS-422 イ ン タ フ ェース を標準装備。

コマン ド言語 : SCPI 標準イ ン タ フ ェース言語 

GPIB 互換性 : SHI、 AH1、 T6、 TE0、 L4、

LE0、 SR1、 RL1、 PP1、 DC1、 DT1、 C0

物理仕様
寸法 : 

以下の寸法には、 フ ロ ン ト パネル と リ アパネルの突起部は入っていま

せん。

212.6 mm W x 88.5 mm H x 348.3 mm D
(8.5 in x 3.5 in x 13.7 in)

重量 ( 正味 ): E4416A: 4.0 Kg (8.8 lb)
（概算）

E4417A: 4.1 Kg (9.0 lb)
（概算）

重量 ( 出荷時 ): E4416A: 7.9 Kg (17.4 lb)
（概算）

E4417A: 8.0 Kg (17.6 lb)
（概算）
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環境仕様

動作環境
温度 : 0 ℃～ 55 ℃

高湿度 : 40 ℃時に 95%( 結露なき こ と )

低湿度 : 40 ℃時に 15%

高高度 : 3,000 メ ー ト ル (9,840 フ ィ ー ト )

保管条件
保管温度 : −20 ℃から +70 ℃

保管時の 高許容湿度 : 65 ℃時に 90%( 結露なき こ と )

保管時の 高高度 : 15,240 メ ー ト ル (50,000 フ ィ ー ト )
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関連法規に関する情報

電磁互換性
本測定器は、 European Council Directive 89/336/EEC の電磁適合性 (EMC)
に準拠し ています。 準拠評価条件は、 技術構成フ ァ イルの準拠確認回

覧、 EMC テス ト 仕様の EN 55011:1991( グループ 1、 ク ラ ス A) と

EN 50082-1:1992 によ って満た されてお り ます。 製品の EMC パフ ォー

マン ス を維持する ため、 摩耗または損傷し たケーブルは同じ タ イプ、

同じ仕様のケーブルに交換し て く だ さい。

製品の安全性
本製品は、 European Council Directive 73/23/EEC の条件に準拠し てお り 、

以下の安全標準を満た し ています。

IEC61010-1(1990) + A1 (1992) + A2 (1995)/EN 61010-1 (1993)
IEC 825-1(1993)/EN 60825-1 (1994)
カナダ / CSA C22.2 No. 1010.1-93
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物理仕様
寸法 : 

以下の寸法には、 フ ロ ン ト パネル と リ アパネルの突起部は入っていま

せん。

212.6 mm W x 88.5 mm H x 348.3 mm D
(8.5 in x 3.5 in x 13.7 in)

重量 ( 正味 ): E4416A: 4.0 Kg (8.8 lb) ( 概算 )
E4417A: 4.1 Kg (9.0 lb) ( 概算 )

重量 ( 出荷時 ): E4416A: 7.9 Kg (17.4 lb) ( 概算 )
E4417A: 8.0 Kg (17.6 lb) ( 概算 )
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使用でき ないブロ ッ クデータ、 エラー メ ッ セージ 217
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